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「シレイネ、いい加か減げんに観かん念ねんして開けろ」

「まあ旦だん那なさま。金運が上がる壺つぼなら間に合ってますわ。お引き取りになって」

　冬至ユールを少し過ぎた頃の、とある昼下がり。

　自室を訪れた旦那さまと、フェルは扉越しに対たい峙じしていた。実はこの状態、始まってからかれこれもう半はん刻ときになる。

「おい。人を怪あやしげな壺売りにするなと何度言えば分かる」

「そっちこそ何度言えばお分かりになるの。壺よりもっとタチの悪いものを出してくるつもりのくせに!!　絶対開けませんからね！　イヤったらイヤですわ！」

　当然、閉め切った扉の向こうから苛いら立だち交まじりの抗こう議ぎが飛んでくる。フェルは負けじと怒ど鳴なり返した。




「もうたくさん。わたくし、ドレスなんていりませんもの!!」




　──事の発ほつ端たんは、フェルたちが数日後に出しゆつ立たつする『新婚旅行』だ。

　諸もろ々もろの事情により、クルヴァッハ南東部に暮らす少数民族、『高こう原げんの民たみ』イルを表ひよう敬けい訪ほう問もんすることになったため、大急ぎの準備が始まったのである。

　フェルが思い描く旅といえば出で稼かせぎくらいのもので、それこそ「行きは身ひとつ、帰りはがっぽり」が信しん条じようだが、貴とうといかたがたとなると真逆らしい。それも、フェルの仮かり初そめの夫は、よりによってエルラントでもっともやんごとない血ち筋すじ、皇こう帝てい陛へい下かの第三子である。

　まずは衣装をあつらえるために、やれ布商人の手配だの、仕立屋の選定だの、朝から宝石商を呼んで装そう身しん具ぐを揃そろえ、昼には靴くつ屋やを呼びつけ、もう上を下への大おお騒そう動どう。何よりフェルの胃をしくしく刺し激げきするのは、それらすべてのお値ね段だんだった。

（ドレスに宝石に靴に……全部でいくらするんだ!?　いや、なんとなく想像つくけど！　前に、仕立屋でも布ぬの問どん屋やでも働いてたことあるし!!）

　どれもこれも、値段を聞いた瞬間、「あ、どうもすみません結構です。自分これから素すっ裸ぱだかで一生過ごしていくつもりですんで」と丁てい重ちようにお断りしたくなる代しろ物もの揃ぞろいである。

　フェルは猛もう反はん発ぱつしたが、軽く鼻で笑われた上、強引に諸々を推おし進すすめられるに至いたり、ならばとこうして籠ろう城じようを開始したのだった。

　扉越しで顔の見えない夫に向かい、フェルは必死に追い返そうと嚙かみつく。

「無理ダメ我が慢まんできない！　だいたい旦那さま、このお城でわたくしがまだ着てないドレスだってたくさんあるのに、新しく買う必要がどこに!?」

「……あのな。本当に必要ないならこんな手間はかけていない。挨あい拶さつに際さいし、適てきした衣装を身に着けるのも王おう侯こうの義ぎ務むのうちだ」

「で、でも今回は、呪じゆ毒どくの調査のための訪問で、新婚旅行は建たて前まえ……」

「だからこそだ。建前の旅行ですと吹ふい聴ちようして回る馬ば鹿かがいるか。体面的に万ばん全ぜんを期きして臨のぞまないと、逆に怪しまれるだろう」

（くっ、正せい論ろんで来おってからに）

　そういえばそうだった。

　フェルの「あるもの着ましょう主しゆ張ちよう」は、この理り不ふ尽じんドレス選びが始まってからこちら絶えず続けてきたことで。そして現状変わらず布屋が待たい機きしているということは、つまり、都つ度どまっとうに論ろん破ぱされてきた結果である。

「それに、イルに表敬を兼ねた新婚旅行に行くことは、もう各所に知れ渡っていることだ。それで皇族が衣装の新調もしないとなると、何か政せい情じように問題でもあるのかと逆に民が不安になる」

「領主が税金つぎ込んで道楽にふけるほうが不安になるのでは？」

「浅せん慮りよだな。仕方ないから真正面から答えてやると、一つ、資金は俺自身の懐ふところから出たものだから、お前が気にしている税金様とやらじゃない。俺の金の使い道について口を出されるいわれはない」

「うぐっ」

「二つ、皇族こそが率そつ先せんして名品を買い上げなければ、自国の産業が衰すい退たいするだろう。節約は美び徳とくだが、時と場合によるな。今回、強しいて無む駄だ遣づかいを挙あげるなら、お前の現在の気苦労こそが無駄そのものだ。以上、反論はあるか？」

「うぐぐ……」

　舌ぜつ戦せんで毒どく龍りゆう公こうに勝てるわけがなかった。悔くやしいが、またも撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされる。

（そりゃあね。旦那さまの言ってることは正しいんだと思うのよ。これ以上はただのわがままになるし、もう観念して出ていくしかないの……？）

　理性では分かる。だが感情が受けつけない。

　悶もん々もんと頭を搔かき回まわし、飴あめ色いろに磨いたオークの扉に懐なついて黙り込むフェルの応援をしてくれたのは、意外なことに、クロウに追つい従じゆうして一いち部ぶ始し終じゆうに付き合わされている黒こく龍りゆう城じよう家か令れいのケイ＝サリタである。

「我が君ぃ、もう諦あきらめましょうよー。呼んであるのは自分めのところの業者ですんで、手ぶらで帰しても角かどは立ちませんし。こんなに嫌がってらっしゃるんですから、無む理り強じいしちゃお可か哀わい想そうです。奥方さまの意思も大事にしてあげなきゃですって」

　あるじをたしなめる声に、フェルは思わず握にぎり拳こぶしで瞳ひとみを輝かがやかせた。

（ケイさまありがとう！　そのまま旦那さま連れて帰っちゃって！）

「そうだな。こんなに強ごう情じようなら、たしかに仕方ないかもしれない……」

　信頼する家令の忠ちゆう言げんとあってはさすがに受け容いれないわけにもいかないのか、扉の向こうから、旦那さまのため息が聞こえる。

（お？　ひょっとして、これはいけそう？）

　フェルが期待したのも一瞬。

「たしかに角は立たない、が。──時にシレイネ。ここで商人たちを手ぶらで帰して、本当にタダだと思うか？」

「は、はあ……？」

「東西南北、遠えん方ぽうの珍しい布地をわざわざ探させて取り寄せたんだ。買わなくても、仕入れにかかった経費はこちら持ちになる。総そう額がくいくらだったかな、ケイ」

　首を傾かしげるフェルの耳に、ケイの返答が突き刺さる。

「はい。運送費に人件費に、概がい算さんでざっと金貨百枚くらいですかねぇ」

「きんっ……!?　ひゃく……!?」

「ドレスを一着でもお買い上げいただいた場合、一切請求しないお金なのですが」

　声を失うフェルの前で、クロウの声が楽しげに続けている。

「なんだ、ドレスを作ったほうが安いのか。金をどぶに捨てるわけだな。ま、仕方ない。なにせ妻の意思は大事だからな。あと十秒待って出てこなければ、商人たちを帰すとしよう。さて一、二、三……」

「待ってぇえ!?　出ますわ、出ればいいんでしょう!!」

　慌あわてて扉を開け放ちがてら、フェルは内心で罵ののしり倒した。

（毛もう根こんくたばれド鬼き畜ちく最低野や郎ろう!!）
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　春に咲くアーモンドの花に似た薄うす紅べに色いろ、薔ば薇らの真しん紅く、初しよ夏かの緑、神しん秘ぴ的てきな深海の青──慣れ親しんだ部屋の中に、エルネットさりたの商人たちが所ところ狭せましと広げていく布ぬの地じの華はな。怪あやしげな名前の商会ではあるが、さすがエルラント随ずい一いちの知名度と規模を誇ほこるとあって、仕入れてきたのは逸いつ品ぴん揃ぞろいだ。

　結局、抵てい抗こう虚むなしく卑ひ怯きような脅おどしに屈くつしたフェルは、現在着せ替え人形と化していた。

「我が君、こちらの、天てん蚕さんの練ねり絹ぎぬはいかがでしょうか。染めでは出せない自然の緑の美しさときたら。東方でも高山の秘ひ境きようでしか織れない、最高級の品です」

「……たしかに、似合うな。ケイ、これに白で孔く雀じやくの刺し繡しゆうを足すことはできるか？」

「でしたら一両日で。腕のいい職人がおります。仕立ては、カヴィバエリの職人を昼過ぎに呼びつけてあります。城下でも評判の名店ですので」

　ちらっと聞こえた不ふ穏おんな店名は、以前、侍じ女じよのラナが「奥方さま、カヴィバエリのお店でドレスを仕立てると、ものによっては小さなお邸やしきが一軒買えちゃったりするそうですよ」と世間話で語っていたもの。

（うう、マジ勘かん弁べん……！　そのカビバ襟えりだかカピバラだかサンダンバラだかで何を作るっていうんだって話でね……ごめん分かってるんだけど……）

　胃が痛くなりそうだ。「服？　着れりゃいいでしょ」「おしゃれ？　それ、食べられる？」が基本の貧びん乏ぼう性しようフェルは、職人や商人たちが自分の胸元や肩に代かわる代がわる当てていく布を見て半泣きだった。

「いつまでむくれているんだ、我が花嫁どのは」

　そんな様子のフェルに、クロウもさすがに不ふ機き嫌げんそうだ。

「ドレスを新しん調ちようする理由なら、さんざん説明して納なつ得とくしたはずだろう？」

（ええそうですね！　理屈は、理屈は分かってるんですけどね！）

　ぶすくれたままのフェルに、クロウはうっすらと唇くちびるの端はしを持ち上げた。氷ひよう海かいを閉じ込めた青の瞳が、わずかに冷たい光を増す。

「だんまりか？　せっかく自分の意思で部屋に招き入れてくれたわけだしな。声だけのやりとりと違って、強情を張る理由をじっくり身体からだに尋ねてやってもいいんだが……どうしようか？」

「け、結構でしてよ！」

（この嗜し虐ぎやく趣しゆ味みの毒龍公め。相変わらず危ない発言が多いんだから！）

　先日など、足を折って鎖くさりに繫つなぐとまで言われたところだ。何をされるか分かったものではない。

　警けい戒かいして睨にらみつけるフェルに、クロウは軽く目を眇すがめる。

「なんでも好きにドレスを選べと言われて、瞳を輝かせるどころか、ハムにされるために引っ立てられる豚ぶたの目をする女なんてお前くらいのものだ」

「ちょっと。聞き捨てなりませんわ。誰が豚ですの」

　フェルはむっとして嚙かみついた。

「豚に失礼じゃありませんこと!?　ハムになると悟さとった豚はもう少し粛しゆく然ぜんと己おのれの運命を受け入れてますわよ！」

「……いまわの際の豚より諦あきらめが悪いって、衣装選びがどれだけ嫌いやなんだ、お前は」

「あ、あ、あたりまえでしょう。あなたなんかと新婚旅行するためのドレスなんて、どう見て楽しめとおっしゃいますの!?」

「ふーん。つれないな。俺のことで心の中がいっぱいだとか言っていたくせに」

「まったく！　記き憶おくに！　ございませんし!!」

（や、なんか言った気もするけど覚えてないから言ってないのと同じだ！　少なくとも深い意味など断じてない!!）

　誰か糸と針はりを持ってきてほしい。この男の減らず口を縫ぬい留とめてやりたい。いや、どうせ実じつ践せんする前に返かえり討うちに遭あうんだろうけども！

「ああはいはい、分かりましたわよ、もう。おっしゃるとおりでございますわね！　では、あなたがお好きに選ばれたらいいじゃありませんの。わたくしはなんでも従したがいます」

「へーえ、好きに？　たとえ一いつ糸しまとわず過ごせと命めいじられても？」

　薄笑いを浮かべての皮ひ肉にくに、フェルは投げやりに頷く。

「や、安上がりでいいんじゃなくて？」

　皮ひ膚ふも、取り外せないだけで広こう義ぎでは着衣のうちと考えればどうにか。いやまあ、どうにもならない気がするが、馬鹿高い服を無理やり選ぶのは全ぜん裸らで過ごすこと並みに辛つらいのだと、言げん外がいに訴うつたえたつもりだった。

「……いや、裸ラの身内はもう十分足りているから遠えん慮りよする、ってそれはどうでもよくて…………なんとなく言われそうな予感がしていたが本気でそう来るとは思わなかった」

　この切り返しはお気に召めさなかったのか、旦那さまは実に嫌そうな顔でぶつぶつ何やら呟きつつこめかみを押さえている。

「……分かった、俺が選ぶ。だが、せめて好みくらいは教えておけ」

「仕方ありませんわね、ええと」

「おい。見るなら布を見ろ。値札を探すな」

（なんでバレた!?）

　ちっ、鋭するどい。

「市いち場ばの廉れん価か品ひんじゃないんだ。そもそも商人を呼びつけて買うような布に値札なんて貼はってないぞ」と付け足すクロウに、「ついていたとしてもわたしの好みの値段の布なんてありませんけどね」と返したいのをぐっと堪こらえる。

「ユナイア王女が値段なんていちいち気にするなよ。庶民の影武者じゃないんだから」

　その台詞せりふに、フェルの心臓がドキッと跳はねる。ときめき方向ではなく、まさに直面している命の危機的な方向で。背中に嫌いやな汗が浮いた。

（おおお落ち着け！　どどど動どう揺ようしたら逆に怪しいって！）

「イヤですわね、へ、へ、変なことを言う旦那さま！　お、わ、わたくしの趣味なんて、お気になさらなければよろしいでしょ……！」

　もう、この男の前で何を言ったらどう墓ぼ穴けつを掘るやら分からない。警けい戒かいすると、ますます何も答えられなくなる。

「好きな色は？」

「肌色です」

「形は？」

「身体からだにぴったり沿うというかむしろ身体と同じ形のものを」

「装そう身しん具ぐは」

「人間には爪つめと髪がございますの」

「……分かった。さっきのは全面的に俺の失しつ言げんでいいから、裸ラから離れろ」

「だって全部高いんですもの!!」

　変に依い怙こ地じになったフェルは、仕立屋が採さい寸すんに来るギリギリまで、旦那さまとしょうもない口論を続ける羽は目めになる。

「好みなんてございません。お好きになさってと言ったらそうなの。わたくしに訊きかれても困るのです！」

　結局ドレスは、ケイとクロウの選んだ布でばたばたとお茶を濁にごすことになった。

「お前な……なぜそんなに頑かたくななんだ」

　不ふ機き嫌げんを通り越して呆あきれ返かえった旦那さまの台詞せりふは、心なしか残念そうで。それ以上に──どこかで聞いたような気もして。

（……なんで、って。言われても）

　聞く耳持たずに突っぱねていたのは自分のはずなのに──妙に、ずしんと腹に響ひびいた。




　──シレイネ。なぜ、そんなに頑なんだ。

　──〝フェルディアちゃん、フェルディアちゃん。頑にならなくていいの〟

　ちゃんと働いてるのはあなたなんだし、我が慢まんなんてしなくていいのよ？

　綺き麗れいなものも可か愛わいいものも、好きに買っていいんだから……。

（あ、思い出した。どっかで聞いたような台詞だと思ったら、ガウェイン先生か）

　一人になると思い出すのは、先頃久しぶりに再会したばかりの、誰よりも大切な家族の声。道どう理りで、攻こう防ぼうの最中、妙に気が重くなったはずだ。

（んなこと言われても）

　商人たちがぞろぞろ引ひき揚あげていったあと、クロウとケイもいなくなった自室で、フェルはため息をついていた。

　赤いビロードを張った猫脚の長なが椅い子すに腰掛け、大きなクッションを抱かかえる。

（服の好みって……考えたことないし……）

　いや、考えたこと自体はある気がするが、齢よわい十七にして、もはや遙はるか昔すぎて分からない。綺麗なものや可愛いものを見て、欲しい、着てみたい、と思う気持ちがどこか遠くへ旅立ってしまったのは、いったいいつからのことだろう。

　ガウェインは、フェルが年頃の娘らしいあれやこれ──おしゃれにも恋愛にも興味を持たなくなったのは、自分が不自由をさせたせいだと思っているらしかった。そんなことはないのに。

（しばらく縁えんがなかったから、忘れてたけど……いきなりこんな落とし穴があるとは）

　今さらになって、「あれ可愛い。これ着てみたい」が必要な事じ態たいになるなんて。

　別にフェルだって、好きこのんでボロボロの服を着たいわけではない。

　単に、身に着けるものは必要に応おうじて最小限の出しゆつ費ぴで抑えたいと思っているだけだ。お値段が可愛くないおしゃれは、見た目よりも値札が気になってしまう。

（うーん。今度こそ……嫌われたかな）

　ちらっと気になる。

　昼間の旦那さまの声は呆れ返っていた。そりゃそうだろう、と思う。服を買ってやろうとしたら、「あなたと旅行に行く服を選ぶくらいなら何も着ずに過ごします」と即答する嫁である。可愛げはどこだ。

（ま、嫌われてもなーんにも問題ないんだけどね！　むしろ大いに結構！　いずれ別れないといけないわけで、あの人に好かれたところで百ひやく害がいあって一いち利りなしだし）

　完全に素すだったが、円えん満まん離り婚こんに向けて思わぬ収しゆう穫かくだった、と考えることにして、フェルは気持ちに踏ふん切ぎりをつける。




　──むやみに不ふ愉ゆ快かいにさせたいわけじゃ、ないんだけどな……。




　心の奥でぽつりとこぼれた小さな呟つぶやきは、強しいて聞かないふりをした。
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　お財さい布ふに優しくない衣装の諸もろ々もろを無事に仕立て終え、フェルはクロウとともにティカルへと旅立った。

　往おう路ろだけで三日かかる長旅である。馬車にカラコロ揺られながら、暇ひまを持て余すフェルの相手になってくれるのは、いっとう親しい侍女のラナだ。このたびの新婚旅行にも、「嬉しいです！」と快こころよく同行してくれた。

「奥方さま見てください。さすがに南東部に近づくと、少数民族も増えるというか。なんだか、キカラでは見ない衣装を身に着けた人も多くなってきましたよね」

　ラナが指さすので、つられて窓の外を見る。たしかに、旦那さまのように髪を長く伸ばした男性や、不思議な色合いの刺し繡しゆうを施ほどこした装しよう束ぞくをまとった女性など、独特な風ふう体ていの人が増えてきた。

「今日泊まるのは、ここ？　なんという名前の町だったかしら」

　フェルが何気なく尋ねると、ラナは「よくぞ訊いてくださいました！」と言わんばかりに、琥こ珀はく色いろの瞳を輝かせた。

「はい。カヴィバエリっていう町です」

　その名前を聞いて、フェルはあれっと思う。

「カヴィバエリって。なんだか最近もドレス関係で聞いた名前……？」

「はい。カヴィバエリは布の交こう易えきが盛んな町なんです。東方や南東部の文化が混じり合って色柄も意い匠しようも珍しいものが手に入るし、当然布の目め利ききもドレスの仕立ても有名で、中でも選より抜ぬきの職人が集まってキカラで服飾の連盟店を出しているんですよ」

　新婦であるフェル以上にこの『新婚旅行』を楽しみにしてくれていたらしいラナは、どうやら、通りがかる宿しゆく場ば町まちのことまで相当調べてくれていたようだ。すらすらと蘊うん蓄ちくを披ひ露ろうする。

「町のすぐ近くを天てん蚕さんの道みちが通ってますからね。綿に麻に絹に毛け織おり物もの、安いものから高いものまでなんでもござれで、お店も豊ほう富ふ。クルヴァッハの名物といえば、『キカラの葡ぶ萄どう酒しゆ飲みだおれ、カヴィバエリのドレス着だおれ』と呼ばれるくらいで」

「なんだかいきなり表現が卑ひ近きんになりましたわね」

　食いだおれの称号はどこがなんで手にしているのだろう。地味に気になった。

　街のあちこちに、色とりどりの布地が広げられ、目もあやな光景が視界の端はしを通り過ぎていく。

　ふと、広場に木き枠わくを組み立てる男性たちの姿を認め、フェルは首を傾かしげた。

「あら？　何かしら。特設の舞台が組まれているわ」

「衣装の美しさを競う見み世せ物もの──『華はな争あらそい』だと思います」

　ラナの答えに、フェルはますます首を傾げる。

「冬至ユールから立春インボルクまでの時節は、祭りが終わって東方商人の出入りは減るし寒さで客足は遠のくしで、うっかりすると閑かん散さん期きになっちゃいますから。客寄せに、ああやって、町中で特設の舞台を組んだり、お店の中に小さな舞台を造ったりして、各服飾店が看板娘にとっておきの服を着せて競きよう演えんするんですって」

　今の時季に各所で開かれるこの競演は、『カヴィバエリの華争い』といい、近年では着道楽の貴族や富ふ豪ごうのあいだで、ちょっと名の知れた観光行事になっているそうだ。

（ほんとだ。色とりどりの衣装を着た人が、いっぱい）

　おそらく『華争い』に参加するのだろう。紅あかいリボンを髪に結ゆわえ、蜂はち蜜みつ色いろの巻き毛を肩に流した背の高い女性が、高そうな毛皮を身にまとって、店主らしき男性と打ち合わせをしている。隣に立つ女性は藍あいのリボンだ。みんなリボンが好きなのだろうか。

　近くには露ろ店てんも立ち並び、ドレスに合うような装そう身しん具ぐや靴を並べていた。

「あ、あの衣装可愛い。綺き麗れいな緑ですよ。奥方さまには、ちょっと安物すぎるかもしれないけど」

（ドレスの町……）

　アレが可愛い、コレも素敵。

　ラナの言葉を聞きながら、フェルはうーん、と唸うなった。ラナにはなぜ、自然にそれが分かるんだろう。お値段も見えないのに。

（旦那さまをがっかりさせちゃったからなぁ……あ、いやいやだからそれはどうでもよくて。むしろ気になるのは、今のわたしはシレイネさまの代行だってこと。曲がりなりにもユナイアの王女が、ドレスのいろはも知らないってんじゃ格かつ好こうつかないよね……ちゃんと理解してて好きじゃないのと、はなから分からないのは話が全然別だし）

　もにゃもにゃ煩はん悶もんするフェルは、馬車のドアが開かれる気配で顔を上げた。

「宿に着いたぞ、シレイネ」

　問題の旦那さまが、外からこちらを覗のぞき込こんでいる。

「は、はい」

　ハッと我に返ると、慌ててフェルは頷いた。




「ようこそいらっしゃいました！　まさか当宿に、黒龍公が、それもご夫妻でのお泊まりという栄えい誉よを賜たまわる日がこようとは！　身に余る光栄でございます！」

　宿のあるじはたいそう恰かつ幅ぷくのいい男性で、始し終じゆう額の汗を拭ふきながら案内してくれた。

　さすがは布の街だけあって、タペストリの模様や、カーテンの色合いなどを品よく揃そろえており、ちょっとしたこだわりが見られる。壁に控ひかえる若い女中たちは、簡かん素そな紺こんのお仕着せだが、一いち様ように左耳の上で赤いリボンを結んでいるのが印象に残った。これも店の決まり事の一種なのだろうか？

　そして、大だい理り石せきのホールには、やはりというか、特設舞台が設もうけられていた。

「このカヴィバエリは着ぶくれの街でございますからなぁ！　今こ宵よいもご夫婦に、『華争い』をお目にかける予定で。この街きっての仕立屋にあつらえさせた、とっておきの衣装をご披露いたします」

　緊張しているのか、着だおれが着ぶくれになっている。声の最後は若じやつ干かんひっくり返っていた。

（あ、そっか。旦那さま、怖い人って噂うわさが独り歩きしてるもんね）

　領内とはいえ、国こつ境きようを隔へだててすぐお隣となりのユナイア王国では『乙女おとめの血を夜な夜な啜すする魔ま物もの殿でん下か』だの、『蝙蝠こうもりの翼つばさで飛び回る化け物皇おう子じ』だの、さんざんな言われようをしている毒龍公のお泊まりとあっては、上客の来た喜び半分、無礼でもあったときどんな目に遭あわされるやらの恐怖半分なのだろう。

　揉もみ手てで顔色を窺うかがう宿のあるじに、「そうか」とそっけない返事をしたクロウだが、そこでふと、何か確認するように視線をあるじに据すえた。

「……今晩、ここで『華争い』を？　観客は俺たちだけか」

「は、はい。あ、いえいえ、殿下がご存じのカヴィバエリ都と事じももちろんご挨あい拶さつに参りますし、ほかにも拝はい謁えつしたいと申す者が何人か……ええと、もしほかにご希望がおありでしたら誰なりとも呼びま……」

「ああ、そういう意味じゃない」

　クロウは視線を巡らせると、「あるじ。ひとつ相談だが」と切り出した。

「今晩の『華争い』の舞台、ほんのひとときだけ貸してもらえるか？　あとは、そうだな、若い女性の雇やとい人にんも」

「え？　は、はい？」

　急なことに目を白黒させるあるじに、「無理なら構わんが」とクロウは言いい添そえる。たちまち、「いいええ！　まっさかそのようなことは！」と店主は頭を下げた。

（お店の女の子たちを……？）

「旦那さま、どういうおつもり」

　フェルはきっとまなじりを吊り上げ、クロウを睨にらむ。彼は片かた頰ほおを上げて応おうじた。

「野や暮ぼな心配をしているなら、俺はあいにくお前以外に興味はない」

（は!?）

　次ついで、顎あごを指先で軽く捉とらえられ、つうっと親指の腹で唇をなぞられて、フェルは思わず石化した。

（ちょ……っといきなり頭でも打ったのかこの人!?）

「やあ、噂どおりですな！　ご夫妻のむつまじさは、カヴィバエリまで響ひびいておりますとも！　殿下、今こ宵よいも、美しい奥方さまのお気に召めすものがあれば、是ぜ非ひに……」

（あ、そっか。領民の皆さんを安心させるために、旅先では仲良し夫婦を演じなきゃいけないんだっけ）

　さっそく揉み手で食いつくあるじの言葉で思い出す。

（演技演技、演技だから仕方ない…………って、近すぎじゃ──!!　やりにくいったらもう！）

　落ち着かないフェルに、クロウは面おも白しろそうに「それとも」と続ける。

「お前まで、まさか俺が本気で乙女の生き血を搾しぼり取とるとでも言うつもりか？」

「違います。逆ですわ。……林りん檎ごの木の下で帽ぼう子しを正せば、果か実じつ泥どろ棒ぼうと勘かん違ちがいされるもの。いらぬ誤ご解かいを招まねきますわよ」

　旦那さまの手を振り払いがてら、心配と注意の意味も込めてクロウを見ると、にやりと裏のありそうな笑みが返ってきた。

「構わん。どうせ帽子より簡単に正される誤解だからな」

（あ、なんかまたろくでもないこと考えてる予感……）

　経験上、数歩後ろに引いたフェルだが、こういう場合、だいたい予感は的中する。

　なぜなら、相手に裏を隠す気がないからだ。
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「というわけで、賭かけをしようか、シレイネ」

「何がどういう経いき緯さつで『というわけで』なのか、まずは教えていただいてもよろしくて？」

　通された部屋は続き間になっており、片方がフェルの部屋、もう片方がクロウの部屋、という造りだ。いちおう夫婦だが、ワルプルギス前だという事情に配はい慮りよしてもらえたらしい。もっと派手にバラッバラの部屋でよかったのにとフェルは思う。

「というか、賭けってまさか……？」

「お前の好きな、離婚を賭けた例のアレだな」

（え、こんな旅先で？）

　冬至ユールの『黒こく龍りゆう兵へいを三回撒まけたら離婚』を皮切りに、ほにゃららできたら離婚してやる、というネタは、クロウから時々吹っかけられるお遊びだった。

　見つめ合って一定時間耐えられたら離婚、彼の質問に百個答えられたら離婚などなど。ちなみに──膝ひざ枕まくらで寝心地が悪ければ離婚、というのが現在も継続中の賭けである。

（連続百問は馬ば鹿か難むずかしい質問揃いだし、見つめ合ったらいたずらされるし、膝枕は嫌がらせしても効こう果かなしだし。その手には乗らん！）

　と、ばっさり切り捨てたいところだが、一いち縷るの望みをかけて付き合ってしまうのがいけないのだろう。

　結果的に、毎度ド鬼き畜ちく陰いん険けん野郎の旦だん那なさまを無駄に喜ばせる結果に終わっている。本当に無駄だ。徒と労ろうという言葉はこのときの気持ちを表現するためにあるのだろうと思うくらいには。

（うう。また嫌な予感しかしないけど、そろそろ真剣にひと泡吹かせてやりたい！）

「ネタだけ聞いておきますわ……」

　じりじり後ずさりつつ警けい戒かいする嫁に、「そう毛を逆立てるなよ」と薄く笑ったのち、旦那さまは唐突にこんな提案をくれた。

「せっかくここは『華はな争あらそい』の町だろう？　だから、土と地ち柄がらに則そくした賭けはどうだ」

「え？　は、はい」

　いわく。

　──カヴィバエリの中央市場で、それぞれ女物の衣装を一着ずつ見つくろう。

　次に、衣装に合う小物を選び、一式を揃えた状態で夜の『華争い』に出展し、どちらがより多くの点数を得るか競い合う。

　あ、とフェルは口元に手を当てる。

「若い女中さんを集めろって言ったのって、ひょっとして」

「そう。つまりは審しん査さ員いん代わりだな」

　店で働く女性たちに投票してもらい、より「着てみたい！」と思わせる衣装を選んだほうが勝ち。

「信用できませんわ。あなたなら、宿の皆さんを買収するくらいしそうだもの」

「するかそんなこと」

　ジト目で睨にらむと、一いつ蹴しゆうされる。ついでに鼻で笑われた。

「俺も服飾の専門家には程ほど遠とおいが……」

　さらに彼は、フェルの神経を逆さか撫なでする、決定的なひと言をくれた。

「それでも、お前にだけは負ける気がしないからな。たかだか訪問先に着ていくドレス選びもまともにこなせない、審しん美び眼がん皆かい無む、服飾感覚かわいそうな姫君のお前に、勝ち目があるとは思えない」

　ぶちっ。

　このひと言に、フェルの頭のどこかで、何かいけないものが切れる音がした。

「審美眼皆無の服飾感覚かわいそうな姫君……？」

「何か異い論ろんでも？　シレイネ」

　強調するように呼ばれる。

　そうだ。この名前は、尊敬する姫君のものだ。フェルの評価は、シレイネ＝アリステル＝ユナイアのそれに直結する。

　ずっと引っかかっていた懸け念ねんについてまさに図ず星ぼしを指さされ、フェルは俄が然ぜんいきりたった。

（わたしの馬鹿！　これじゃやられっぱなしじゃない！　侮ぶ辱じよくされて黙ってられるか！）

　思わずぐっと拳こぶしを握り固めたところで、さらなるとどめが来る。

「まあ、しかし、お前になら楽勝でも、ハムにされる間際の豚ぶたと服飾対決したらさすがに俺も負けるかもしれな……」

「受ぅけて立とうじゃーあーりませんのぉお!!」

　地底から響くような低音でフェルは叫んだ。

　ほぼ売り言葉に買い言葉だった。

「言いましたわね！　潔いさぎよさで豚に劣おとっても、美的感覚の上位まで譲ゆずった覚えはございませんわ！　わたくしが勝った暁あかつきには、先ほどの発言、三回回まわってブヒーと鳴いたのちでんぐり返って泣いて詫わびていただきます！」

「そうこなくてはな」

　じゃ、俺が勝ったときは、こっちの命令を好きにひとつ聞いてもらうかな、とクロウは笑った。

「え。好きに命令を？」

　さすがに、フェルはちょっとたじろぐ。

「離婚する上で、泣いて回ってでんぐり返って豚の鳴き真似をして謝罪しないといけないんだろう？　釣つり合あうにはそれぐらい貰もらわなければ」

　とはいえ、「今後絶対に神誓ゲツシユを解消しないこと」だの、一生を左右するような深刻な命令はしないから安心していいとクロウは言った。

「ちなみに使える予算は、お互いエルラント銅どう貨か五枚」

「！」

　驚くほど低い額だ。

　普段のフェルとしては願ったり叶かなったり、むしろ高いくらいの感覚だが、先日城を訪れた布屋の相そう場ばでいうなら、絹の下着一枚買えない予算である。

「俺の手札を見ながら衣装を選んでもいいが、色や形が近いものはなしだ。ラナの助けも残念ながら禁止。お前の判断ですべて選べ。あとは、そうだな……ネタかぶりを防ふせぐために、店は一いつ緒しよに巡めぐる」

　思いつきだからなのか、意外に無害な『賭け』の内容に、フェルは首を傾げる。

「……でも、市場に？　わたくしたちのこの格好で繰り出したら、ものすごい騒さわぎになりません？」

　市し井せいに繰り出すには豪ごう華かすぎる。金貨をわんさかつぎ込んだドレスやフロックをまとった貴き人じんたちが、銅貨五枚で特売品を買かい漁あさる姿は、どう考えても不ふ審しんだ。

「ああ、それなら問題ない」

　クロウが続きを言う前に、こんこん、と軽かろやかに部屋の扉が叩かれた。

「殿でん下か、奥方さま！　お待たせいたしましたっ」

　入ってきたのはラナだ。

　彼女は、やたらきらきら目を輝かせ、何やら大きな袋を抱かかえていた。

「あー楽しかった。ご指示どおり、お忍しのびのご衣装、見つくろってまいりましたよ！」

「ご苦労」

　一人ついていけないフェルは、ぱちぱちと目をしばたたかせる。

「ええっと……？」

「都事でも見回りに出歩いていない限り、顔はそう割れているとも思えないからな」

　袋の中から出てきたのは、安あん価かな庶しよ民みん風ふうの服装だ。

　素そ朴ぼくな色柄の髪飾り、少し東方風の意い匠しようの入った洗いざらしの木綿コツトンのシャツ、手編みと思おぼしき羊よう毛もうの上着チユニツクなどなど。

　いわば、フェルも馴な染じみのあるような、ごくごく一般的な庶民の衣服が出てきたのである。

「わ、すごい」

　フェルは目を輝かせた。

（さすがに、ベルファスティスの孤こ児じ院いん時代よりはいいものだけど。でも、懐なつかしい！）

　たしかにこれなら、安い服や装身具を買い漁ったところで、目立たないはずだ。

　とはいえ、いやに旦那さまの手回しがいいことを、このときのフェルは疑問にも思わなかった。





[image: ]






「にぎやかですわね！」

　小花の刺し繡しゆうが入った、膝ひざ下した丈たけの、簡かん素そなミモザ色のドレス。白いリボンを編み込んで目立つ緋ひ銀ぎんの髪の印象を抑おさえ、さらに前つばの広い帽子ボンネツトをかぶる。「お婆ばあちゃんが内ない職しよくで作りました」というような素そ朴ぼくな毛糸のショールを肩に巻き、足元は編み上げの革靴。

　ラナが即そつ興きようで見立ててくれたそれは、着心地もよく、素朴な木も綿めんの感触が肌に馴な染じむ。自然と心が浮き立ち、フェルは頰を紅こう潮ちようさせた。

（はあ、市いち場ばの雰ふん囲い気き、なっつかしい！　久しぶりだなぁ）

　日ひ除よけに白い幌ほろを張った市には、目が回るような細かい模様を織おり上あげた絨じゆう毯たんや、輝き石せきのかけらを縫ぬい留とめた紗しやの襟えり巻まきなど、鮮やかな布地や服飾品がずらりと並んでいる。

（あ、通りで見たような藍あいとか赤のリボンがいっぱい売ってる）

　売られているものが生活用品より布地が圧あつ倒とう的てきなのが、不可思議な空気を作り出していた。多様な肌色や髪色を持ち、見慣れない民族衣装の人々が多く行ゆき交かっているところは故こ郷きようベルファスティスと違っているものの、それがまた異い国こく情じよう緒ちよを生んで楽しい。

　聞こえてくる値切りの声、安売りの呼び込み。

　鮮やかな色しき彩さい、活かつ気きの奔ほん流りゆう。冬至ユールを終えたばかりの寒さの中にあって、むせ返るような熱気と人いきれ。

　これぞ市場！　という雰囲気に、フェルはすっかり魅み了りようされていた。

（あ、あの幾き何か学がく模も様ようの敷しき物もの、五割引きって書いてある。同じ布が、あっちは六割……）

「あまり遠くに行くなよ、奥方どの」

「旦那さま」

　振り向いた先にいる旦那さまの装よそおいも、普段とかなり違っている。

　木綿のシャツに、袖そでの広い紺の上着と、なめし革のジレ。いつもは編んで背に流している黒髪には暗色の布を巻き、余った布を首に緩ゆるく回している。フェルの目を引いたのは、その縁ふちにじゃらじゃらついている飾りである。

「ぴかぴかのコインがいっぱい……本物？　だったら素す敵てき……って、別に珍しいと思っただけで他た意いは」

「ああ、これか」

　クロウは布を軽く持ち上げ、指先でコインの一枚を摘つまむ。

「このあたりの遊ゆう牧ぼく民みんや旅たび商あき人んどは、稼かせぎを全部身に着けて運ぶからな。特に布の縁をびっしりコインで飾るのは、裕ゆう福ふくな証あかしなんだ。基本的には女性用のあつらえだが、スヴィル族の商人だけは例外で、男もコインを身に着ける。金運の護ご符ふとして」

　ここは服飾の町だから、とクロウは言う。

「住民同士は、衣服の色や装そう身しん具ぐを見たら、着ている人間のことが大体分かるんだ。俺の場合は、さしずめキカラでひと稼ぎしてきたスヴィル族の若い商人ってところだろう」

「へぇえ！」

　打てば響く淀よどみない答えは、さすがのひと言だ。

（面おも白しろい。やっぱなんでも知ってるなぁ、旦那さま……じゃなくて！）

　ぼうっと感心していたフェルは、慌あわててそっぽを向く。

「あら、それじゃあなたにぴったり。さぞ暴ぼう利りをむさぼる悪あく徳とく商人なのでしょうね」

「そうだな。悪徳商人らしく、妻に詐さ欺ぎでも働いて楽しもうか」

　相変わらずな妻に、旦那さまは慣れたもので減らず口を返してきた。ちくしょう、手ごわい。

（それにしても……）

　クロウと一緒に市場に繰り出して、若い男女で服選びだ。傍はた目めに見れば、二人でいちゃいちゃ買い出しにきているむつまじい夫婦なり恋人同士なりにも見えるのだろうか。

（残念ながらその内実は、離婚と誇ほこりと豚の鳴き真似を賭けた、血で血を洗う殺さつ伐ばつ服飾対決よ……）

　急にフェルはしょっぱい気分になった。甘さは入る余よ地ちがない。

　見回すと、私服をまとってはいるが、見知った顔の黒こく龍りゆう師し団だんの護ご衛えいたちが、気配を消してぴったりとついてきている。それがまた殺伐加減に拍はく車しやをかけていた。

　クロウも似たような感想を抱いたのか、ふと目を眇すがめてからかってきた。

「偽ぎ装そうに腕でも組むか？」

「嫌ですわよ夫婦じゃあるまいし」

「……実際、夫婦なんだが」

「うっ。それは、ひ、必要性を感じませんもの。兵がいるから安全でしょうし。一緒にお買い物するのだって、お互いの選ぶ品を監かん視しするためだけじゃありませんの。本当は並んで歩くこともないくらいなのに」

「組まないのか……そうか」

　なぜか旦那さまはちょっと残念そうな顔をした。意味が分からない。

（でもま、男女二人連れのほうが目立たなくていいかな。旦那さまの目つきの悪さも、変へん装そうのおかげでうまく紛まぎれてさほど注意を引くわけ──でもないか）

　フェルは眉まゆ尻じりを下げた。

　すれ違う若い女性が、よく彼のほうを振り向いては、周囲と黄色い声を上げたり、顔を見合わせて小こ突づき合ったりしている。「やだ、あの人すごくかっこいい」「見た見た！　女の子と一緒じゃなきゃねぇ。あれって妹とかかなぁ」と小声の会話も聞こえた。

（やっぱり人ひと目めを引くんだよね、旦那さま）

　なんだか落ち着かない。

（まあ、内面さえ知らなければ見てくれは結構、すごく、かなり、えーと……だし。みんな、旦那さまのこと気になってるんだ……。イヤ、別にどうっでもいいんだけど！　好きに見れば。むしろ見み世せ物ものだと思っていただいても！　でもなんだか、うーん……）

　どうしてだろう。

　すっきりしない。道行く女性たちから、そういう目で彼が見られていると思うと、心に謎なぞの靄もやがかかる。

（腕……組んだら、ちゃんと夫婦に見え……いやいやだからそれがなんだ！　どうした！　わたしはわたしでおかしいぞ！）

　──と。

　やたらそわそわするフェルの肩を、クロウが急に抱き寄せた。

　おまけに、帽子の前つばをぐいっと引っ張り、無理やり、不自然なくらい深くかぶらされてしまう。

「わ!?」

（前が見えない！）

　気もそぞろになっていたせいで均きん衡こうを崩くずしかけたフェルは、引き下げられた前つばを押し上げると、さっそく夫に抗こう議ぎする。

「いきなりなんの嫌がらせ!?　訳の分からない妨ぼう害がい工作しなくたって、わたくし今は服の値札を見てなんか……」

「違う。……見られていたのはお前だ」

　決して愉ゆ快かいな気分じゃなかったから、と。

　低い声で呟つぶやくクロウに、フェルは目をしばたたく。彼が、よりによって自分と同じ理由で不機嫌になった──などとは、当然ながら気づくべくもない。

「はい？　なんの話ですの」

「……。別になんでも。ほら行くぞ」

　クロウは急に歩調を速め、さっさと先行してしまう。フェルは小走りに追いつくと、クロウの腕にしがみついて、「お待ちくださいませ！」と文句を言った。

「あなたのその、馬鹿長い脚で勝手にズンドコ進まないで！　追いつけないでしょう!?」

「……別に一緒に歩かなくていいんじゃないのか？」

　立ち止まり、クロウが眉をひそめたので、フェルは言葉に詰まる。

（ま、まあ。それはそうなんだけど）

「それはその、せ……背が高いから風よけにちょうどいいんですの。それだけよ！」

「……」
















　いつの間にか腕を組んだままにしていることにも、知らないうちにぎゅうっと夫の腕を抱かかえ直なおしてしまったことにも、フェルは気づかなかった。──旦那さまが目を瞠みはり、それから少し瞳ひとみを和ませたことにも。




　歩き始めて四し半はん刻どき。

　市場には軽食の店も並び、炭火で焙あぶった串焼きの肉や、卵のソースと白しろ身み魚ざかなのフライを挟はさんだパンなどが、こうばしい香りで空すきっ腹ぱらを刺し激げきしてくる。

（だめだめ、予算は銅貨五枚だし。全額服につぎ込まなきゃ旦那さまに勝てないし。だけどお金……、これだけあったら芋を箱買いして塊かたまりのベーコン買ってチーズ買ってパン買えるだけのお金が、全額服に……グフゥ！）

　この、「全額服につぎ込む」という言葉、いかにも心臓に悪い。心中で何度か呟いただけで、フェルの精神衛えい生せいに深刻な被ひ害がいを与える。

　しかも、普段買い慣れたものとして食べ物の名前を列れつ挙きよしたせいで、さらに空くう腹ふくが度を増してきた。増すというか、越すといっていい。

（に、肉……肉おいしそう……お腹なか鳴りそう。いやいや、揚あげ芋いもやお菓か子し程度ならともかく、高貴なお姫さまが肉の立ち食いはまずいでしょ！　旦那さまだって見向きもしないし。がまん、がまん）

　──と。

「ほら、奥方どの」

「はい？」

　急に目の前に差し出されたものを反射的に受け取ってしまってから、フェルはぽかんとした。

　かりっと表面を焦こがした、羊の香こう草そう焼やき。肉にく汁じゆうのしたたる熱あつ々あつの串くしを持たされるなど、もはや空腹の身には五感の暴ぼう力りよくだった。かぶりつきたい衝しよう動どうを全力でこらえ、フェルはクロウを戸と惑まどいがちに見る。

「な、なんですの……これは」

「あんまり物欲しそうな目で肉ばかり見ているからだ」

「きき気のせいですわよ！　べ、別に！　これっぽっちも！　お腹が空いてなんていませんもの。だいたいこういうところでお肉をかじるのはお行ぎよう儀ぎが……」

　もごもご口ごもるフェルの前で、クロウはフェルの手を摑つかんで引き寄せると、自みずから串に刺さった肉を齧かじった。

「え」

「王侯貴族じゃあるまいし、だろう？」

　あくまで自分がしたかったから、という体てい裁さいを取る彼に、フェルは目をぱちくりした。

（あ。──気、遣つかってくれたんだ）

　鬼き畜ちくのくせに。毒龍公のくせに。

　時々不意打ちのようにくれる優しさは、あまりに自然で。

「あの。あり──」

　ありがとうございます、と。つい開きかけた口を無理やり軌き道どう修正し、フェルはいつもの強がりを言った。

「そういうことなら……し、仕方ありませんわね」

　香こう辛しん料りようの利きいた羊肉を、店先に立ったまま、下品にならない程度にはぐはぐ齧る。

　ぴりっと舌を焼いたのは、黒くろ胡こ椒しようであって。

　断じて、言えなかったお礼じゃない。

（彼が皇おう子じさまじゃなくて。ここがエルラントじゃなくて。わたしも偽者の王女さまなんかじゃなくて）

　そうしたら。

　もっと当たり前に『ありがとう』だって言えて。それから、こんな風に、毎日一緒に市場を歩いて過ごす日もあったのだろうか？

　たとえば、普通に出会って、普通に、彼のことを──

（……って、はあ？　ないない。そんなわけないし）

　すとん、と心が落ち着く。

（もしももへったくれもないでしょうよ。現に、天地ほど身分が違うんだし。一刻も早く離婚するんだもの。……意味分かんない）

　夢見心地だった頭が冷え、硬かたく冷たい石畳の感触が、靴くつ裏うらにはっきりと戻ってきた。

　知らず俯うつむくフェルは、クロウがこちらを見ていることに気づかなかった。

「口くち許もと」

「はい？」

「ソースがついてる」

　ぼんやりしていると、クロウに親指の先で口の端を拭ぬぐわれる。

「す、すみません。って、え……」

　クロウは、何気なく指先についたソースをぺろっと自分で舐なめ取とった。うぎゃあ、と悲鳴を吞み込み、フェルは飛とび退のく。

（え……えええ!?）

　もっとも、クロウのほうは珍しく素すだったらしく、耳まで染まったフェルの顔に訝しげな表情だ。

「どうした？　顔が赤いが、熱でもあるのか？」

「べっつに!?　ソースが辛からかっただけですわ！」

　本当に、この男は！　おかげさまで湿しめっぽい考え事は吹き飛んでくれたが、この心臓暴あばれ馬うま状態をどうしてくれよう。フェルはだんだん腹が立ってきた。

（旅行前からっていうか、嫁とついでからこっち、ずっと、なんか不平等なんだけど!?　不意打ちで脅おどかして、予告もなく近づいてきて。驚かされるの、いつもわたしばっかりじゃない！）

　なんとか仕返ししたい。せめてどれだけ恥ずかしいか思い知らせるだけでも──

（あ、そうだ）

「ごめんあそばせ」

　ふと思いついたフェルは、背伸びをして旦那さまの顔に手を伸ばすと、薄うすい唇に人差し指を当てる。それから、つっと拭うようにそれをなぞり。

　仕上げに自分の口元に持っていって、同じように目の前でぺろりと舐めてやった。

「はっ……？」

「あ、……あなたもついてましたわよ。それだけ！」

　おかしい。ざまを見ろ、恥ずかしいでしょうと言ってやるはずだったのに。

（あ、あれ？）

　急に自分の顔がほてってきた。旦那さまの顔をまともに見られなくなって、「それじゃお先に」と背を向け、ずんずんと歩き始める。

　なぜか、クロウがついてくる気配はない。

「ふふ……ごちそうさまだねぇ、旦那さん」

　一いち部ぶ始し終じゆうを見ていたらしい串焼き肉屋の店主だけが、にやにやと頰を緩めていた。
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　廉れん価か品ひんの並ぶこの市場は、服に関して言えば出来合いのもののほうがずっと多い。客の注文に合わせて平ト織ワ物レで何度も仮縫いしてから仕立てを請うけ負おうような高級店は、もっと別のところにあるのだそうだ。

　南東部の民族衣装の幾き何か学がく模も様ようを取り入れた鮮やかな刺し繡しゆうの毛織物や、檳びん榔ろう樹じゆの実で真っ赤に染めたチュール、金銀のビーズ飾り。

　色の海に溺おぼれそうだ。

　握りしめた予算は銅貨五枚。ここから、服と、服に合う靴と、装そう身しん具ぐを買わなくてはいけない。

「ま、まずは何色が流は行やってるのかしら……!?」

（色なんて！　『金色の次は銀色が素す晴ばらしいです、ただし硬こう貨かに限る』くらいしか興味ないから分からん！）

　さっそくここにいないラナに頼りたくなってきた。うら若き乙女たちの心を摑むものがなんなのか、サッパリだ。自分の年齢性別はこの際度ど外がい視しである。

「別に、お前の好きなものでいいんじゃないか？」

　独ひとり言ごとのはずが、しれっと旦那さまが返事をよこしてきたので、フェルは目をしばたたいた。

「安あん易いに流りゆう行こうに乗っかったところで、次は『みんな同じものを持っていたらどうしよう』なんて心配になるだけだからな。それより最初の印象は大事だ。ぱっと見たとき、お前が着たいと思うものを選べばいい」

「それらしく聞こえますけれど……いいんですの？　わたくしに助じよ言げんなんてしても」

　要は、もっともらしいことを言って騙だます気じゃないのかとジト目で睨にらむフェルに、クロウはふっと冷れい笑しようで応こたえた。

「ケイいわく、極きよく東とうには『敵に塩を送る』という言葉があるらしい。どうせ勝てる試合でも、あまりに相手が弱いと張り合いがないだろう？」

（いちいち癪しやくに障さわる言い方するなあ！　わざと!?　っていうかわざとなんだろうけど！）

　分かった、そこまで言うならせいぜい乗っからせてもらおうじゃないか。フェルは開き直った。

「わたくしが着たいものを選んでもいいんですの？　でも、『華はな争あらそい』で衣装を着るのも、投票するのもわたくしじゃなくてよ」

「個人の好みの差なんて計算に入れればきりがない。むしろ、自分が興味ないものは、ほかの人間だっていらないとでも構えておけ。色でも柄でも形でもいい。たとえば、青と赤ならどっちが好きなんだ？」

「えーと……」

　フェルは口元に指を当てて考え込む。

　しばらく思案した結果、答えあぐねてクロウの顔を見、こちらを向いた氷ひよう海かいの双そう眸ぼうとかち合った。

（あ）

　その瞬間、フェルは感覚のままに答えていた。

「青、ですかしら」

「そうなのか？　はじめて聞いた」

「はい。わたくしもはじめて言いました。だって──」

　今、あなたの瞳の色が、とても綺き麗れいだったから。

　ふと言葉が口をついて出かけ、フェルは慌あわてる。

「な、なんでもぼざいませんわ!!」

「……ぼ？」

　あからさまに嚙かんだ妻にクロウは眉をひそめているが、フェルのほうは動どう転てんしてそれどころではない。

（あっぶな！　ななななに、今なに言おうとしたわたし!?）

　げに恐ろしきは気の迷いだ。

（こんな非日常で！　旅先で！　市場で！　だからたまたまなんかこう、普段いかがなものかと思ってるものまでよさげに見えてしまうアレで！）

　こういう状況、なんというんだっけ。吊つり橋ばし効こう果か？　違う気がする。

「ふうん。青、か。じゃあ、ほら、たとえばこれなんかどうだ」

　頰を覆うフェルに首を傾げつつ、クロウは、近ちか間まの店に積んである出来合いのドレスの中から、鮮やかな青の一着を取り出し、軽くフェルの肩に当ててくる。

　向こうが透すけて見えるほど薄い生き地じ。こまどりの羽のような色だ。

「ええっと、鮮やかですわね」

「ふーん。その反応を見ると、お気きに召めさないか？」

「素す敵てきなのでしょうけれど、うーん……肝かん心じんのお値段は」

「次、こっちは」

　いちばん大事なところを聞く前に、今度は、薄いラベンダー色のドレスを試される。波模様の白い縁取りがしてあり、華やかな印象だ。お値段は銅貨四枚。

（やっぱりこういう場合、最初にドレスを選ぶのが筋だよね……決して嫌いじゃないし、自分が着ることになっても気は引けないけど、ぴんとくるかというと……）

　よく分からない、というのが素直な感想だ。やはり、『可愛い』への道のりは遠い。

　むー、と悩んでいたフェルの目が、不意に店の奥に向けられる。

　何かがきらりと光った気がしたのだ。

（？　なにあれ）

　気になって、そちらに歩いてみる。

　光ったのは、つるりとした青い玉の首飾りだった。

　幌ほろの庇ひさしに陽光を遮さえぎられ、薄暗い店内にあっても、淡あわく光を吸すって輝く青い玉は、なんだか深しん海かいから拾い上げてきた宝物のように見える。

　指で摘つまみ上あげて陽に透かす。

　表面には、無数の銀のパティナが散っていた。

（群ぐん青じようだ。凍こおった海を閉じ込めたみたいな色。……似てるなぁ）

　何にとは言わない。

（銅貨七枚かあ。小さなものなのに、さすが綺き麗れいなだけあるというか、軽かろやかに予算超えてくるよね。いや、別に欲しいわけじゃ）

「お嬢さん。高く見えるかもしれんがね、そりゃあ掘り出しもんだよ。砂さ漠ばくの底にずうっと眠っていた古こ代だいの硝子ガラスが、長い時間をかけてほかの鉱こう物ぶつを吸い上げて、星のかけらを浮かせたものさ。めったに手に入らない」

　店主が寄ってきて、にこにこ笑いながら「好いい人ひとに買ってもらいなよ」と軽かる口くちを叩いてくる。ガタイのいい中年男で、いかにも商売っ気たっぷりな語り口に聞き流そうとしたが、思わず問い返してしまった。

「え、これ硝子なんですか？」

　思わずまじまじと見てしまう。しっとりと冷たい石は、普通の石のように重く、硬こう質しつな輝きを放っていた。

「硝子も時の流れに洗われればそうなるんだよ。人魚シレイネの涙みたいだろう」

（人魚シレイネの、涙）

　ふと、故郷にいる恩人の顔を思い出した。愛あい想そよく笑う店主は、まさか口にした言葉がそのまま目の前の娘の偽ぎ名めいだなどとは思うまい。

（白いドレスがいいな）

　フェルはふと思った。

　この石を首に飾るなら、真っ白い服がいい。布地は安くていいから、ふわふわの、綿わた雲ぐもみたいな。

　そうだ、恩人の姫がいつも着ていたような、──空気に溶とけて儚はかなく消えてしまいそうな。

（ちょっと高いけど、……この色、見てたら、なんだかいろいろ想像わいてきたかも）

　動きを止めて考えを巡めぐらせるフェルのところに、クロウが歩いてくる。

「それが気に入ったのか？」

「……言いません」

「そうか」

　石を戻そうとするフェルに、クロウは気づけば店主を呼び留めている。

「店主、これを言い値で買」

「待ってぇえ！」

　フェルは慌ててクロウに飛びつき、口を塞ふさいだ。

「……どうした？」

　羽は交がい締じめするように店の外に引っ張り出され、クロウは腑ふに落ちない、という顔をしている。フェルは目を剝むいた。

「どうしたもこうしたも！　バカ正直に銅貨七枚で買いでもしたら、あなたの予算はスッカラカンどころか負け確定ですわよ!?」

（お貴族さまはこれだから！）

　よく考えなくても、彼が勝手に自じ滅めつしてくれる分には大歓迎のはずなのだが、ついついおせっかいを焼いてしまった。

「まあ、予算に入れるならそうなんだが」

　ため息をついて額に人差し指を当てるフェルに、クロウは首を傾かしげている。

「……欲しかったんじゃないのか？」

「え？」

「別に『華争い』に使わず、俺が個人的に言い値で買ったところで、勝負にはまったく関係ないだろう」

　しれっと言われて、フェルは目をぱちくりさせた。

（個人的に、ってことは……）

「だ、旦那さま。……まさか、女物の装身具を夜な夜な身に着けるご趣味がおありですの」

「……俺はそろそろ本格的に怒るべきかもしれないな」

　半はん眼がんになる旦那さまに、フェルは顔を赤らめてそっぽを向く。憎にくまれ口に交ぜてうやむやにしたのは、照てれ隠かくしだ。

　本当は分かっている。

（ひょっとしなくても。わたしが気に入ったと思ったから、……買ってくれようとしたんだよね？）

　妻のために。

　嬉しくて。気き恥はずかしくも、切なくもあって。ぎゅう、と胸が苦しくなった。

　慌てて、ごまかすように言いい募つのる。

「わたくしがこの石に興味を持ったのは『華争い』のためです。自分で身に着けるものを選ぶわけじゃございませんから、あなたが買ったら意味がないでしょう！　何より、言い値で買い物をするなんてあり得ませんわ！」

「は？」

「もちろんわたくし、こういうところでお買い物なんて、あくまで！　一度も！　したことありませんけれど……」

　いちおう、こそこそとわざとらしく言い訳をしてみる。

「市場では一般的なことと言いますもの。噂うわさで聞いた、世にいう『値切り』なるものを、ちょっと試してみたくて。やったことはないけれど。ええもう、本当にやったことなんてまったく、ぜんっぜん、これっぽっちもございませんけれども」

「構わないが……何もそんなに強調しなくても」

「はい決まり！　構わないならあちらで待っていらして！」

　ぐいぐい背を押してやると、クロウは首を傾げつつ従ってくれる。

「へえ？　ちらっと聞こえたけど、お嬢さんが値切るってかい」

　これで彼の視線を気にする必要もなくなった。さっそうと一人で戻ってきたフェルに、中年の店主が目を瞠みはっている。

「ええそう。……ガラス玉に銅貨七枚は高すぎるんじゃなくて？」

「貴重なもんだからねぇ。ま、仕方ない。銅貨六枚と銅銭五十枚でどうだい？」

　質素とはいえ、ラナの見立てで品のいいドレスを身に着けているので、育ちは悪くなさそうに見えるのだろう。何より、さっきのやりとりを聞いていれば、『世せ間けん擦ずれしていないお嬢さんがはじめての値切りに挑ちよう戦せんする』とでも思っているに違いない。

「お嬢さんの好いい人は、気前よく買ってくれそうだったけどねぇ？」

（……まあ、そうなんだけど）

　フェルは唇を曲げる。クロウは基本、嗜し虐ぎやく趣しゆ味みのド鬼き畜ちく野や郎ろうではある。が、肝心のところではいつも、『妻』を甘やかしてくれていた。さっきだって、そう。

（だからって、頼ってばかりの甘えっぱなしは主しゆ義ぎに反するの！）

　からかいと侮あなどりを含む視線に、フェルはにっこり優ゆう雅がに微笑んだ。




　──ケツの毛までむしられるかと思った、と。

　のちに店主はこぼした。




　壮そう絶ぜつな値切り合戦のあと、見事フェルが古代の硝子玉を手に入れたときには、思わずといった風ふ情ぜいで見守っていた野や次じ馬うまから拍手喝かつ采さいが贈られたのも無理からぬことである。

「え？　買い値、銅貨一枚って……どういう魔ま術じゆつを使ったんだ？」

　外で待っていたクロウには、ぎょっと眼を剝むかれる。

「うふふ。基本のキ、ですわ」

　フェルは唇に人差し指をつけ、得意満面にふふふと笑う。

「秘ひ訣けつは、周囲のお客を観かん客きやくとして味方につけることですの」

「ほかの客？」

　訝いぶかしげなクロウに、フェルは朗ほがらかに答えた。

「値を下げてやればいいのに、とヤジが飛べば勝ったも同然です。つまり、『しょうがない。銅貨六枚の代わりに、ほかの客から太ふとっ腹ぱらな店だと言ってもらえるなら安いもんだ』と相手に思わせれば、こっちのものですことよ」

「ああ、なるほど、理屈は分かるし、政まつりごとの駆け引きでも似たようなことはやるが……」

　一応納得しつつ、クロウは眉み間けんを揉もんでいる。

「奥方どの。こういうことを尋ねるのは、何度目になるかしれないが。……お前、いったいどこで値切りの技術なんて学んできたんだ」

「──なあんて、全部聞いた話ですけれどね、ほほほ！」

　高笑いでごまかしつつ、フェルは目を泳がせた。




　首飾りを買うと、そこから先は割ととんとん拍子だ。

　可愛い服。可愛いドレス。貴婦人らしい、流行りのあれやこれ。

　そういった、分からないものは、分からないままだけれど。

（好きなものは、分かる）

　氷の海をたゆたうような、深い青が好き。お日さまの光をたくさん吸い込んでくれそうな、ふんわり柔らかな木綿の布が好き。大輪のコサージュより、素朴で小さな造ぞう花かが好き。

「お前が選ぶ衣装が、青の石を中心にしているのなら、俺は赤のリボンでも買うかな」

「あら。流行りものに安あん易いに乗っかるとろくな目に遭あわないと言っていたのはどこのどなた？」

「敵の心配とは余裕が出たものだな、奥方どの。安易な乗っかりは駄目でも、考えた結果に選ぶものならいいだろう？」

　旦那さまは旦那さまで、手札を見せてくれるとの言葉どおり、フェルの目の前で買い物をした。やたらといろんなところで売っている紅いリボンを適当に二本引き抜き、こちらに示してくる。

「で、こっちの赤あか葡ぶ萄どう酒しゆ色いろとこっちの朱しゆ色いろ、どちらが好みだ？」

「ううん、好きなのは、赤葡萄酒色……かしら」

「じゃ、これにするか」

　思わず答えてしまってから、慌てて突っ込む。

「あのですわね、旦那さま。だから、わたくしの好みを聞いてどうするの」

（だいたいそれ、生地も麻だし、ひまわりが縫ぬい取とってあるから夏の柄じゃない!?）

　啞あ然ぜんとするフェルに、旦那さまはほかにもあれこれ訊いてきた。あの黒とあの紺はどっちが好きだ？　首飾りは？　靴は？　と。

「ええと、その二足なら、右の黒が強いほう。って、だから、勝負相手のわたくしに丸投げしてどうするの!?」

「ちゃんと二に択たくまで絞っているだろう。ふーん？　俺の助言は聞いておきながら、自分は渋しぶるのか。よほど負けるのが怖いと見える」

「誰が!?　あーもう！　チクチクねちねちイヤミったらしく言わずとも、分かりましたわよお好きにお訊きになれば!?」

　フェルの言げん質ちを取ると、クロウはどんどん買い物を済ませていく。それも、値切りなど必要ないほど、すさまじい安価でだ。

「……えっ、それ買うんですの!?」

「何か？」

　最初こそ反発ばかりだったが、見ているフェルのほうが、だんだん心配になってきた。

（そりゃそうよ。安いはずだわ。だって旦那さまが選んでるのは……）




　やがて、日が西に差しかかった頃──

（ふう。完成？）

　あまり表通りに白の衣装を売っている露ろ店てんがなくて苦労したが、裏通りに入った所でやっと理想に近いドレスを見つけた。おまけに店主には、ほかの色のドレスをやたらと勧められたが、自分が着るわけじゃないと言って押し切った。そんなに白が似合わなそうなのだろうか。

（いろいろ悩んだけど、シレイネさまのこと考えたら、なんだかちょっとずつ理想が見えてきた……気がする）

　上には、灰はい色いろ兎うさぎの毛をふんわりあしらったショールを合わせる。

　足元には、つやつやとニスが光る、真新しい革の編み上げ靴。

　首飾りを含め、総じてお値段、銅貨五枚ぴったり也なり。なんとか予算以内に収めることができた。

（い、意外になんとかなった！）

　謎の達たつ成せい感かんに包まれ、フェルは額の汗を拭ぬぐった。

　途中からクロウが敵だというのも忘れ、あれがいい、これはどうだとわいわい討とう議ぎして回ったものだ。

　──ちなみに、すべて安く買い叩けたのは、割引表示を目ざとく見つけて突とつ撃げきしたからだ。とはいえ、二つ目の店では「値引き表示のついてる品をさらに値切る奴ははじめてだ」と店主に頭を抱かかえられたものだが。

　当然、旦那さまの目の前で壮絶な値切り合戦絵え図ずを繰り広げられるわけがないので、「ちょっとそこまでお花を摘つみに」で離り脱だつしてからのお買い物である。

　一応、黒こく龍りゆう師し団だんの皆さまに見られていても問題ないよう、仕草が下品にならないようには気をつけたから、きっと大丈夫──のはずだ。値切る声までは届いていないと信じたい。

　現在胸を満たすのは、ほっとしたような、さびしいような、不思議な気持ち。

（終わっちゃった）

　腹立たしくて、認めたくないけれど。

　庶民の自分と同じ位置に下りてきてくれた旦那さまと過ごす、まるで──そう、ごほうびのような一日だった。

（はあ。……楽しかったなぁ）

　束つかの間まの夢は、楽しくて、少しだけ切ない。

　明日からは、自分は『身代わりの花嫁さま』で、彼は『皇子の旦那さま』に戻ってしまう。フェルを伴ともなって黒龍城から出る機会といえば視し察さつか表敬か何かのときだろうし、こんな風に、気楽に騒さわぎながら、一緒に町を歩くことは、もうないだろう。

（ああもう考えない！　それより、旦那さまは……）

　フェルは、クロウの抱える袋を凝ぎよう視しする。

「旦那さま。確認ですけれど。ほんっとに、その服で勝負するおつもりですのね？」

「ああ。それが何か？」

　彼の買い物はすべて見届けたが、正直、安心より不安でいっぱいだ。

（いや。だって、この人が買ったのって、全部……）

「もうひとつ確認ですけれど。勝つ気、あるんですのね？　本当は……わたくしと離婚したいのでは？」

「さてな」

　たじたじのフェルに、クロウはただ薄く笑うだけだった。
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　その晩、都と事じを交えて歓かん迎げいの晩ばん餐さんが開かれたあと、『華はな争あらそい』が始まった。

　通常は若い娘が衣装をまとっての披ひ露ろうになるが、今回はなぜか、のっぺらぼうの木の人形に着せつけて舞台に並べる。衣装の見た目だけで争わせるためかもしれない。

　フェルの選んだ一式を身に着けた人形が、とろりと優しい灯ともしびに照らされて浮かび上がる。周囲で、審しん査さ員いんの女の子たちが何事か囁ささやき合あうのを、フェルはじっと見守っていた。

（お願い健けん闘とうして、わたしのドレス！　っていうか、そもそも楽勝もいいところのはずなのよ。だって、肝かん心じんの旦那さまの服があれだもんね……）

　彼が選んだのは、素朴な木綿のひと揃そろい。

　半袖の黒のドレスには、可か愛わいらしい赤い花の模様が散っている。裾すそを飾るフリルのレースが華やかだ。腰には、銀の粒や青い石のビーズをいくつも絡からめた革の飾り帯。

　足元は、同じビーズ飾りのついたサンダル。ひまわりの刺繡が可愛らしい、赤あか葡ぶ萄どう酒しゆ色いろのリボンの髪飾り。ざっくりとした手編みのボレロ。

（わたしはすごく好み……っていうか、旦那さま、ほぼ例の『二択だから丸投げじゃない』でわたしの好きなものばっかりで選んでたけど。これ……絶対に勝ち目が……）

　そう。

　フェル個人としては、ものすごく素敵だと思うのだが。ひとつ致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるのだ。




（ぜんぶ、夏服じゃないの!!）




　指先の凍こおりつきそうな冬場に生なま足あし剝むき出だしのサンダルを持ってくるあたりで、すでに終わっている。

　それは、値切りなんて必要ないわけだ。全部、店の奥のほうでちんまりと肩身が狭そうに並んでいた、前の夏の売れ残りばかりである。季節はずれもいいところだ。

「あ、あの、旦那さま。よろしいのですか」

「何が？」

「何がって」

　隣に座るクロウをおろおろと見ると、こちらの心配をよそに、涼しい顔で糖蜜酒ラムを飲んでいた。動揺のかけらもないその様子に、フェルのほうがよほどうろたえる。

（と、投票はじまっちゃったし）

　そうこうするうちに、店の女性たちが、二体の人形の前に置かれた箱に、それぞれ手に持ったハンカチを落としていく。

　より多くのハンカチを集めたほうが勝ち、というのが、『華争い』の流りゆう儀ぎなのだ。

（いや、あの、だ、旦那さまにも誰か数票くらいは入れてあげて……）

　ハラハラしながら様子を見守っていたフェルだが。

（ん？　いや、……待って。おかしくない？　ちょっと待って!?）

　やがて、投票が進むにつれ、祈いのりの内容は別物に変化していった。




　結果は、二十六、対、一。

　圧あつ勝しようだった。

　──ただし、旦那さまの。




「なぜに!?」

（いや、わたしのドレスの前にぜんぜん人が集まらないから、まさかまさかって思ってたけど！　えええ！　だって……！）

　季節外れのサンダルと、冬に似合わぬ薄着が、みんなそんなに好きなのだろうか。

　フェルは頭を搔きむしる。

「残念。また離婚が遠のいたな」

　ふ、と小馬鹿にしたような旦那さまの顔を、フェルは驚きよう愕がくのまなざしで見やる。

「噓っ……！　信じられません。ちょっと旦那さま、本当は裏で黒いお金が動いてたんじゃなくて!?　買収はしないっておっしゃったじゃありませんの！　でも、おかしいですわね。大きなお金の流れを嗅かぎ取とれなかったなんて、わたくしの嗅きゆう覚かくはさびついていたのかしら!?」

「うらさびしい告白までつけてくれたところでなんだが、そんなことはしていない」

「じゃあどうして!?」

「不思議に思うなら、当事者を一人捉つかまえて訊いてみたらどうだ」

　ごもっともな提案に頷き、フェルは審査員の女性に手招きをしてみた。彼女は、髪に結んだ赤いリボンをふわふわ揺らしながら小走りに駆け寄ってくる。ちなみに、第三皇子と奥方さまの賭けのことはもちろん、本日の『華争い』の衣装選びが黒龍公夫妻の手によることも、彼女たちには知らされていない。

「あの、皆さま揃って片方に投票されたのは、どうして？」

「あ、はい。それはですね」

　そばかすの散る顔をほころばせ、若い女中は朗ほがらかに答えた。

「髪飾りに赤いリボンがないからです」

「……？」

「このお店で働いている女の子は、あたしみたいなヤーリナ族がほとんどなんです」

「ヤーリナ族は、クルヴァッハ南東部の少数民族のひとつだな。ここから集落が近いから、カヴィバエリは、ヤーリナ出身の出で稼かせぎが特に多いんだ」

　クロウが後ろから付け足す。娘はにこにこ笑って頷いた。

「カヴィバエリは服の町です。いろんな文化が入ってくる場所だから、みんな、着るものにはものすごく気を遣つかいます。相手がどんな人なのか、服で判断するので」

　そういえばクロウも言っていた。

　このあたりの人は、服装を見ればどういう人間かだいたい分かってしまう、と。

「あたしたちヤーリナでは、結婚したら、藍のリボンを髪に巻きます。逆に未婚の場合は赤いリボンを髪に結わえるんです。何も着けない女性は、『同性専門、異性に興味ありません』という意味になるんですよ」

「えっ」

「あと、真っ白なドレスは経験豊富な娼しよう婦ふの証あかしなんです、このあたりじゃ。なので、あの服は可愛いけれど、あたしたちにとっては、『同性専門、かつ、経験豊富な娼婦』って意味に……なるので」

　ちょっと気まずそうに、ぽりぽりと頰を搔く女中が去ってしまったあと、フェルはギギギ……と壊れたからくり人形のような仕草でクロウを見た。
















「旦那さま。……さては、知ってましたわね？」

「何を」

　しれっと返すクロウの顔には、意地の悪い笑みが浮かんでいる。

「しらばっくれないで!?」

　思えばたしかに、この店の娘たちはみんな赤いリボンを髪に結わえていた。てっきりお店のお仕着せの一部なのかと思ったら、まさかそんなオチが。

　道行く人は色彩鮮やかな衣装ばかりだったし、白いドレスがあったのは怪あやしげな裏通り。店主には買うときにやたらと「本当にいいんだな？」と念を押された。

　思い出せば「あー！」と符ふ合ごうがいくつもあるが、当時は思いつきようがない。あとの祭りもいいところだ。

「白いドレスをお前が選んだ件については、完全に偶然だったがな」

「……」

　その返答が、すべてを示している。つまり、赤いリボンについては計算のうちだったということだ。

（そうすると逆にわたしに一票を入れた人のことが俄が然ぜん気になる！　じゃなくて!!　むきぃい！　またやられた──!!）

　この男は、お店の女性たちが赤いリボンを結んでいるのを見たときに、ヤーリナ出身の未み婚こんの娘たちだと気づいていたのだ。全部分かっていて、賭けを仕組んだに違いない。

「何を怒ることが？　ほら、約束どおり買収はしていないだろう」

　ヒラヒラ片手を振られ、フェルは脳のう天てんから湯気を噴ふいた。

（ぬけぬけとこの毒男！）

　こんな誠せい意いのかけらもない「約束どおり」ははじめてだ。

　本日のお忍び衣装にふさわしく、世界中の悪徳商人が諸もろ手てを挙あげて彼に教えを請こいそうな悪あく辣らつな笑みを浮かべるクロウに、フェルは食ってかかった。

「ひどいじゃありませんの！　はなから、このあたりの風習をご存じでいらしたのなら、言ってくださればいいのに！」

「ちゃんと教えたはずだが？　この街では、着ているもので身しん上じようを判断する、って」

「そんなの教えたうちに入りませんわよ！　ヤーリナの未婚女性は赤いリボンを巻くものだって、そこまでが必ひつ須す情報ですわ！」

「それを言ったらお前が勝つかもしれないだろう？」

　なにを寝言ほざいてるんだ、とでも言わんばかりの旦那さまの返答は、案あんの定じようというか、平然とゲスい。肩を竦すくめるな。寝言を抜かすなはこちらの台詞だ。

「あたりまえです！　それが勝負ってものでしょう!?　公平じゃありませんわ。何をどう選んだって、わたくしが負けるに決まってるじゃありませんか!?」

「公平？　ほかにも手がかりはやっただろう。『悪徳商人らしく、妻に詐さ欺ぎでも働いて楽しもうかな』と」

「それは手がかりじゃなくてただの外げ道どう宣言！　さてはこの宿に入った瞬間に、『あ、これはいける』って思いついたから、何も知らないわたくしに賭けを仕掛けてきましたのね!?　性格悪いにも程があります！」

「それは違う」

　クロウは真顔で、きっぱりとフェルの言げんを否定した。

「お前はひとつ誤解している。別に俺は、宿に入ったときから、すべて織おり込こみ済ずみの賭けを思いついて動いていたわけじゃない」

「え……」

（なによ。今さら、たまたま赤いリボンを選んだとでも言うつもり？）

　言い訳にしたって、ちょっと苦しい。

　でも、フェルを見据えるクロウの瞳は、存ぞん外がいに真しん剣けんな光を宿していて。静かで深い群ぐん青じようの一いつ対ついに、思わず、どきりとする。

　聡そう明めいな彼が、そんな言い訳をしてくるとすれば。

　フェルがここまで怒ると思わなかったから、ひょっとして少し気を遣つかってくれている、のだろうか。

（なんて、まさかね）

　一瞬黙るフェルに、クロウは曇くもりなき眼まなこで、はきはきと告つげた。




「宿に入ったらたまたま女中がみんなヤーリナ族だったわけじゃない。最初からお前をはめるつもりで、ヤーリナ族の未婚女性ばかり雇やとっている宿を選んだんだ」




「……」

　──続きは予想以上に外道だった。

「このド鬼き畜ちく毒どく龍りゆう公こう──!!」

　一拍置いて、夜の宿に、フェルの怒ど声せいが響き渡った。




　ぎゃーぎゃー叫んでクッションを投げつけるフェルの抗議を、「規き則そく違い反はんはしていないが？」とひと言でねじ伏せ、クロウはにやりとほくそ笑んでいる。

「さて。晴れて俺の勝利となったわけだが」

「晴れてと言うと納得いたしかねますが、まああなたの勝ちといえば勝ちですわね……」

　がっくりうなだれるフェルは、賭けの条件を思い出していた。

（旦那さまの命令を何かひとつ聞かなきゃいけない）

　気が重いことこの上ない。

　追い打ちをかけるように、クロウは楽しげに続けた。

「哀あわれな敗者への罰ばつは何にしようかな」

「嫌な言い方しましたわね！」

　警戒して距離を取るフェルに、「……とまあ、実はもう決めてあるわけだが」とクロウはどさっと何か手渡してきた。

　いつの間に運ばせたのか、大きな袋と、大小の箱だ。

「先にも言ってあると思うが。この賭けで勝ったところで、大した無理を命めいじるつもりはない」

「はい？」

「開けてみろ」

　フェルは手元の荷物を見下ろし、首を傾かしげる。

　ひと抱かかえもあるそれらを一度椅い子すに置き、とりあえず小さな箱を開けてみた。

　青い輝きが、きらきらと銀のパティナを伴って、目に飛び込んでくる。

（あっ……）

　ひと目め惚ぼれした、あの青い古こ代だい硝子ガラス。

　もうひとつの袋からは、綿雲のような白いドレスが出てくる。別の箱からは、素朴な革靴が。

「これ……今日の『華争い』でわたくしが選んだ……あと、あなたが選んだ夏物の黒いドレスも？」

「誰かが一度身に着けた衣装をお前に渡すのは気が乗らなかったからな。『華争い』では木の人形を使ったんだ」

　フェルは混乱し、クロウの意図を探ろうと、じっと彼の顔を見つめてみた。

「えーと、わたくしに同性専門の娼婦になれと……」

「あのな。それはヤーリナ族だけの話だ。だいたい、同性専門の娼婦って、俺の立場がなさすぎだろう。それでは」

　呆れたようにため息をついたあと、クロウは「改めて、俺からの命令だが」と口元を緩めた。

「これを着て、たまにキカラの市いち場ばに付き合ってくれ。お堅い視察じゃなく、気晴らしに」

　お前の体調を考えれば、もう少し水がぬるんだ頃がいいかな、とうそぶく彼に、フェルは息を吞む。

「市場に……お忍びで？　あなたといっしょに？」

「ああ」

（うそ）

　今日だけで終わる夢だと思っていたのに。

（また、二人で歩ける？）

　頭が追いつかず、ぎゅうっと無言で石を握りしめるフェルの髪を指先で梳すき、クロウは「この際だから言っておくが」と続ける。

「好みなんてない、自分のことなんて気にするなといくら言われても、こっちは気になるし、気にするんだ。実際、ちゃんとあっただろう。お前にも好きなものが」

　細かな銀の星が光る、青い古代のガラス玉が好き。

　服の形にこだわりはないけれど、派手なものより控えめなものが。そんなに露ろ出しゆつの多くない、上品なあつらえが好き。

　素朴な革靴の匂におい、造花の優しい華やかさ、色とりどりのビーズの楽しさが。

「お前が気軽だと思える状況でいい。少しずつで構わない。教えてくれ、お前のことを」

　俺はお前の夫で、お前は俺の妻なんだから。

「だろう？　我が花嫁どの」

　そう言って、指にひと房ふさ巻き取った髪にくちづけるクロウに、フェルは、ぼっと頭の中が燃え上がる心地がした。

　思えばそう、予よ兆ちようはあった。

　なぜそんなに頑かたくななんだ、と言ったときに。

（策で陥おとしいれてきたのも、意地悪を言ってきたのも。結局のところ、……なんとかして妻のことを知るためだったの？）

　その妻は、本当は『フェル』ではないけれど。

　やり方は、不器用だけれど。

　それでも彼はきっと、彼なりに。

　フェルを自分のところに引き上げるのではなく。フェルのところに一歩下りてくるための方ほう策さくを、考えてくれていたのかもしれない。

（やっぱり、彼は毒龍公）

　蜘く蛛もの巣すに誘い込まれた蝶ちようの気持ちが少しだけ分かった。

　きらきら光って美しい、透とう明めいな糸に捕まって。気づけばがんじがらめで、毒どく牙がを突き立てられても逃げられない。

（なんてね。そんなはずないし!!）

「返事は？　シレイネ」

「……夏服なんて頂いても。その頃にはわたくし、離婚して故郷に戻っていますもの」

　フェルは視線を逸らし、いつもの憎まれ口を叩たたいた。

「言うと思った」

　それを聞くなり、クロウはすっと醒さめた表情になる。

「どのみち俺の選んだものなんて、お前が喜んで着るはずも──」

「だから」

　フェルはクロウの平へい淡たんな声を遮さえぎると、赤あか葡ぶ萄どう酒しゆ色いろのリボンを手に取る。くるくるとひと房髪に結わえてしまうと、今度は黒のドレスを手に取り、しかめっ面つらでクロウを見上げた。

「ちょっと部屋から出ていらして。……夏まではいませんから、今ここで着ることにいたします」

「……お前」

（ああもう、だからなんで！　こういうときだけ、ちょっと普通に面食らってくれるわけ!?　悪あく態たいのひとつもつけばいいじゃない！　読めない。全然分かんない！）

　ドレスをぎゅっと抱えたまま、フェルは俯うつむいて胸に誓う。リボンを結わえた髪をそっと梳くその指先を、努つとめて意識しないように。

　こんな奴。こんな奴！　ほだされるのは今日限りだ。

（策さく略りやくばかりのド鬼畜のこと、絶対、好きになんてなれるはずないんだから──！）

　優しい指先から、そっと触れられた緋ひ銀ぎんの髪から。

　──じわりと広がる、この甘ったるい心地と、めまいがするほどの痺しびれは、彼の毒に冒おかされてしまっているせいかもしれない。




　新婚旅行の終わりに、固い決意がどんな転び方をするのか。

　このときのフェルは、まだ知らない。


Ｆｉｎ．




























　──〝シレイネさま。今、ベルファスティスは夏リ至ー祭ザだから、すっごく綺き麗れいなんです〟

　市し街がいに立てる飾り柱には、雛ひな菊ぎくの白と、撫なでし子この紅あか。竜りん胆どうの青あお紫むらさき、薬やつ効こうのある兎菊アルニカの黄色もあしらって。並木道の緑には、数えきれないほどの銀のベルを糸で連ねて吊つるす。

　木こ漏もれ日びでベルがきらきら光って、澄すんだ音色に小鳥の啼なき声ごえと梢こずえのざわめきが混じれば。まるで太陽に祝福されているみたいなのだ、と。

　城下の様子を教えてと言った彼女に、同じ顔の少女はそう言って笑った。

　彼女は笑い返した。それは素敵だわ。見てみたいわね、と。

　そんなこと、できるはずもないのに。




（そう言えばもう夏至リーザなの。いやだわ。太陽が最も力強い時期ですもの。道どう理りで、身体からだの調子がすぐれないはずね）

　どこかで小夜啼鳥ナイチンゲールが鳴いている。ラベンダーやセージを調ちよう合ごうした浄じよう香こうをたいた室内で、長なが椅い子すに身を預あずけてまどろんでいたシレイネは、ゆっくりと瞼まぶたを押し上げてみた。

　硝子ガラスの窓から夜空を透すかし見る。いい月夜だ。

　こうやって、一度月という鏡かがみを経へた光なら、シレイネにとっても心地ここちよいのだけれど。

（ごめんなさいね、フェル。……お祭りを見たくないわけじゃないの）

　今度、シレイネさまもご一緒しましょうよ！　と。フェルは瞳ひとみを輝かがやかせて誘ってくれた。

（夏至の太陽は、わたくしにとっては猛もう毒どく。せっかく、十四歳までこうして生き延のびたのだもの。……命を無む駄だにすり減らすわけにはいかない）

　手を伸ばして、磁じ器きの浄じよう香こう炉ろをつつく。浄じよう石せきの青い光に照らされ、くゆる煙けむりがぼんやりと不ふ可か思し議ぎな模も様ようを中ちゆう空くうに描く。指先で搔かきまわすと、それはたちまち霧む散さんした。

（ああ、でも）

　銀のベルを、無数に、緑に吊るして。

　きらきら光って、太陽に祝福されているみたいな。

（……どんな、様子なのかしら。夏至の頃にはいつも伏せっているから。ベルファスティスの祝祭見物になんて、一度も出たことはないもの）

　──ちりん。

　考え事は、不意に、夜のしじまを揺ゆらす音に遮さえぎられた。

（ベルの音？）

　こんな深夜に？　ちょうど夏至祭のことを考えていたから、幻げん聴ちようだろうか。

　シレイネは身を起こすと、寝ね間ま着ぎの上から薄うす手での肩かた掛かけを羽は織おり、長椅子からするりと下りた。不思議な音に誘われるように、中庭に出てみる。

（やっぱり、少し蒸むし暑あつい……けど）

　風があるだけましだ。巻きあげられる緋ひ銀ぎんの髪を手で押さえながら、彼女は歩を進めた。

　ちり、りりん。ベルの音はやっぱり続いていた。聞き違いじゃない。

（あら？　今、何か光った）

　すっかり夜の闇やみに沈んで、ただ影ばかりとなった中庭の木々の下に。細長い物が吊るされている。おまけに、たくさん。

　風が吹くたび、月の淡あわい光を鈍にぶく照り返し、それらは金きん属ぞく質しつな歌を奏かなでた。りり、りん。

　──と。

「ああ、よかった。まだ起きていて」

　急に声をかけられ、シレイネははっと振り向いた。

「セタンタお兄さま」

　蜂はち蜜みつ色いろの髪も、孔く雀じやく緑みどりの瞳も、今は鮮あざやかさを落としているけれど。

　すぐに分かる。誰よりも大好きな、この世にただ一人の『セタンタお兄さま』だ。

「こんな時間に済すまないね。おまえは夜よ更ふかしが好きだから、まだ大丈夫かもしれないと思ったんだ」

　あんまり遅い時間だからね、使用人たちの目を盗ぬすんで来るのが大変だったよ──と、セタンタは笑った。

　その手に握られている物を見て、シレイネは、あっと声を上げる。

「セタンタお兄さま。それ……ひょっとして、夏至のベル、ですの？」

「ああ。今は、夏至祭でベルファスティスがきれいだから。……いつも体調を崩して祭りには出られていないだろう？」

　今年こそは見せてやろうと思ったんだ、と。セタンタは微笑ほほえんでベルを掲かかげた。

「お前の友はすこし凹へこんでいたようだよ。……暑さも外気も身体に障さわるから見に行けないのに、祭りの話なんかして申し訳ないって、わざわざ従じゆう者しやに告つげに戻ってきたらしい」

　月の柔やわらかな光の下で、セタンタは苦笑した。

（フェルったら。話をせがんだのはわたくしなのに）

　シレイネは俯うつむく。だが、続く一言に、思わずはっと顔を上げた。

「だから私がお前に届けることにしたのさ。……見たがっていたと聞いてね」

「これ。お兄さまが全部おひとりで？」

　思わず、シレイネは庭を見渡した。

　よく見れば、庭木のほとんど全部に、糸で連ねたベルが絡からめられているではないか。

（こんな時間まで。召めし使つかいたちの手も借りずに……）

　きゅうっと、心臓が苦しくなる。

　嬉うれしくて、切ない。──彼の妹は、本当は自分ではないのに。

「用事はそれだけじゃなくてね。ほら、これ。あの子が走って届けたのは、謝しや罪ざいだけじゃなかったようだ」

「？」

　セタンタは悪戯いたずらっぽく唇くちびるに人差し指を当てると、シレイネに何か手渡してきた。

　ぽんと掌てのひらに載のせられたのは、リボンで口を縛しばった、小さな布袋。

　中から出てきたのは──

（氷こおり砂ざ糖とう？）

　袋の下には、紙切れが一枚。走り書きはフェルの字だ。

『少しでも涼すずしくなりますように。ベルファスティスの夏至市場リーザマーケツトで、わたしが一番好きな店の、ミントとオレンジと、ベルガモットの氷砂糖です』

　知らず、シレイネはくすりと笑っていた。

（……孤こ児じ院いんのために頑張って稼かせいだ、大事なお金なのに）

　氷砂糖をひとつぶ指先でつまみ、口に入れる。

　材料も、職人も、どこまでも安物の飴あめ。でも、そんなことどうでもいい。すっと爽さわやかな果実やハーブの風味と、ひんやり咽の喉どを冷やす感覚は、素直に美お味いしい。

「私も夏至をお前に届けたかったけれど、これは失敗かな。……音は鳴るんだが、鮮あざやかな深しん緑りよくは闇で黒くつぶれてしまっているし、月の光ではベルがあまり輝かない。残念だ」

　氷砂糖をころころ舐なめていると、セタンタが対たい抗こうするように呟つぶやいた。

　拗すねたようなそれがなんだか子供っぽい声で。シレイネはとうとう噴ふき出だしてしまう。

（ああ、なんて幸せ）

　表通りの歓かん声せいも、目に賑にぎやかな色もいらない。

　たとえ、本来のお祭り騒さわぎに行けなくても。世界で一番大事な二人が──フェルが、そしてセタンタが。自分のためだけに、こうして祝ってくれるから。

「いいえ、十分輝いていましてよ」

　シレイネは目を閉じ、耳を澄ませた。

　夜風にさやさやと梢こずえが揺れて、ちりん、りん、とベルが鳴る。

　被かぶせるように、小夜啼鳥が歌う。気温は高いはずなのに。

音色が、──涼しい。

「目では視みえなくても。音がきらきら、光って聴きこえますもの」

　微笑んでそう言うと、兄は少しだけ目を瞠みはり。

　それからすぐに、ぎゅっと彼女を抱きしめてくれた。
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「先生。ガウェインせんせぇ！」

　隣りん国ごくエルラントと最後に大きな戦いくさがあってから、もう何年も経たつ。

　ようやく戦せん禍かの傷も癒いえてきたユナイアで、王都ベルファスティスのすみっこにあるおんぼろ孤こ児じ院いんの院長、ガウェイン＝ヘラルドは、甲かん高だかい少女の声に顔を上げた。

　誰の声かは分かっている。ガウェインの大事な『お姫さま』──この孤児院で預かる唯ゆい一いつの子供、フェルディアのものだ。

（なんだ？　今度は。塀へいに頭でもぶつけたか？）

　目に入れても痛くない養やしない子ごは、もう六つになる。「はあい、お待ちなさいねぇ」とガウェインは吞のん気きな返事をした。

　知人のつてをたどって、ガウェインがここの当時の院長に弟で子し入りしたのは、およそ三年前のこと。彼がようやく一人前の聖せい職しよく者しやとして吟遊詩人バルドの位を得た頃、恩おん師しは亡くなってしまい、彼と、たった一人だけの養い子だった少女──フェルディアが遺のこされたのだ。

　古い古い、蜘く蛛もの巣の張った孤児院に、二人ぼっちの〝家族〟。

　街角で見かけた母親の真ま似ねをして女言葉を話すことで、ようやく子供はガウェインに懐なついてくれたものである。──そんな紆う余よ曲きよく折せつも今は昔。

　平和だ。

　季節は立夏ベルテイナを過ぎ、夏至リーザへと歩を進めている。じりじりと太陽は砂を焼き、青みを増した草が陽炎かげろうに色を滲にじませる。

　この孤児院が直面している問題など、なんだかどうでもよくなるような、蒸むし暑あつく、底抜けに平和な昼下がり。

（今日はなんだろうな。虫に刺されたのかもしれないし、石につまずいて足をすり剝むいたのかもしれない。今は庭先で遊ばせてるんだし、いくらあの子が度を越した不器用の塊かたまりだからって、何に襲おそわれるってわけじゃ──）

　高をくくっていたガウェインだが、目に飛び込んできた光景はちょっと想像を超えていた。

「先生、助けてぇえ」

　泣き叫ぶフェルは、地面にべしゃっと倒れ込んでいた。その上から、何羽もの鶏にわとりがわらわら群むらがっていたのだ。

　こっこ、こっここー。

　のどかな鳴き声が逆に寒さむ々ざむしく、白い羽がふわふわ青空に螺ら旋せんを描いている。

「なんでそうなった!?」




　──ガウェインの可か愛わいい養い子は、天才的に不器用だ。




　というか、不器用も才能のうちだとすれば、天才的というか天才そのものだと思われる。それぐらい、輝かがやかしいほど本当に何もできない。

　川に入れば溺れ、井戸に水みず汲くみに行けば転落し、皿を洗えば割る。拭ふき掃そう除じをすれば絞しぼりきれていない雑ぞう巾きんで床が水みず浸びたし。縫ぬい物ものをすれば指を刺さし、挙あげ句くは針を失なくす。

　いっそすがすがしくなるほどで、「何をやってもてんで駄だ目め」とは、まさにこの子供のためにあるような言葉だった。

　六つといえば、ほかの近所の子供たちはそろそろ親の仕事の手伝いを覚え始める頃だが、およそ期待できそうにない。唯一、彼が朝の祈いのりのために町を回るときについてきて、一緒に聖せい詩し篇へんを吟ぎん詠えいすることがあったが、得意なのはそれぐらいだ。

「えーっと、だ、大丈夫かしら？」

「ご、ごめんなさい……」

　鶏を小屋に追い戻したあと、おそるおそる尋ねたガウェインに、鶏とり地じ獄ごくから救出されたフェルディアはぐずっと洟はなを啜すすった。

　肩まで届くようになった珍しい緋ひ銀ぎんの髪は、ぐちゃぐちゃに乱れ、粗そ末まつな麻の衣服は足あし跡あとだらけになっている。砂まみれの手で鮮あざやかな夕暮れ色の目をごしごしこするので、「目が痛くなっちゃうわよん」とガウェインは慌あわてて止めておいた。

「あのね、たまごを採とろうと思ったの」

「ええ」

「そしたら、餌えさ箱ばこのはしっこを踏んじゃって、転んで、転んだら中の餌が上からばしゃって降ってきて、そしたらにわとりさんがみんなこっちに」

「あ、うん……そう。だいたい理解したわ……」

　ガウェインは眉み間けんを揉もんだ。

（うーん。決して動作がとろいわけじゃないし、むしろ結構いいもの持ってると思うんだが……どうしたもんかなぁ）

　泣きじゃくる少女を抱き上げ、ごつい手の指が余るほど薄い背をとんとんと叩たたいてやると、がばっとガウェインにしがみついてきた。

（うわ、っと）

　子供の身体からだはあたたかく、太陽の匂においがする。だが、あまりにか細い。この小さな生き物が、明日まで本当に生きて息をしているのか、たまに不安になるほどに。

「よしよし、怖かったわね。フェルディアちゃん、にわとりさんもう行っちゃったわよ？」

　額と額をこつんと合わせ、涙に濡ぬれた頰ほおをふにふに指でつついてやると、子供は「ちがうもん」とガウェインの祭さい服ふくの胸元を引っ張った。

「こわくないよ。くやしい」

「悔くやしい？」

「たまご、採れなかったの。このあいだ割っちゃったとき、分けてくれたおとなりのおばさんに返そうと思って……。今日はぜったい成功するんだって決めてたのに」

（なるほどな）

　目を真っ赤に腫はらして鶏小屋を睨にらみつける少女の頭にぽんと手を乗せ、ガウェインは苦笑した。

「先生、わたし、もう一回……」

「いいのよ。卵ならアタシが採っておくわ。気にしないで、フェルディアちゃん」

「でも、先生」

「あなたは大事なアタシのお姫さま。なんにも心配することなんてないんだから。ね？」

「……うん」

　フェルディアは、こっくり頷うなずいた──のだが。

（あ。こりゃ納なつ得とくしてねえわ）

　ガウェインはぴんときた。幼おさない娘は、いかにも腑ふに落ちない、という顔をしている。

（天才的不器用だけど負けん気は人一倍なんだよな。ま、そこが可愛いんだが。あー、けど気をつけて見とかないと、次こそ酷ひどい怪け我がするかも。ちっとも目ェ離せねえな、こりゃ）

　なんにでも敢かん然ぜんと立ち向かっては、斜め上の失敗とともに大泣きするのが定例化しつつあるフェルディアのことだ。五歳の頃、池に魚を摑つかみに行き、巨大な鱒ますをガップリ腕に喰くいつかせて帰って来たときはどうしようかと思ったが、翌日も懲こりずに池に行こうとするのを必死に止めた覚えがある。

　ガウェインは苦く笑しよう交まじりに、絹きぬ糸いとのような髪をわしゃわしゃ撫でた。

「……ごめんね先生」

「なにが？」

「だってわたし、『ゴクツブシ』なんでしょう」

　その言葉に、ぎょっとガウェインは目を剝むいた。

「はぁ!?　やだっ、どこでそんな言葉覚えてきちゃったの!?　ってか本気で誰よそんな単語あなたに教えたの!?」

「えっ。な、……ないしょ」

「……なんとなく想像つくけど……ちょっと発見次第、頰ほお骨ぼねと前歯へし折ってうちの尖せん塔とうから吊つるさなきゃいけないわねぇウフフ」

　子供はごまかしつつ、まだ、拗すねたような、納得しかねるようなふくれっ面つらをしていた。

　──とはいえ、この子供を育てる上で、大きな悩みの種は、もうひとつあったりする。




　そう。

　その子供は、暗くら闇やみと孤こ独どくを異い様ように怖がった。

「わああん！　ガウェイン先生！」

　夜のしじまを裂さくような悲鳴が上がり、ガウェインは跳はね起おきた。

「やめて！　連れていかれる！　助けて、先生、助けて！」

「おい、どうした!?　じゃなくて、どうしたのフェルディアちゃん!!」

「怖い、怖い、怖いっ……！　いやだ、連れていかないでぇ！」

　簡素な木造りの寝台から飛び降り、獣じゆう脂しに火をともして、寝具を縋すがるように握にぎりしめる小さな身体に手を添える。

（また、夜泣きか。いつから始まったっけ……ジジイがいなくなったあたりだな）

　おかげでここのところきちんと眠った覚えがなく、決まって深夜に悲鳴で叩き起こされる。従じゆう来らいの仕事柄、敵に夜や襲しゆうをかけるやら何やらで、連日の徹てつ夜やも慣れてはいたが、こうも続くとそろそろきつい。心もとない明かりに浮かび上がるように、涙に濡れた夕暮れ色の瞳ひとみが、はっきりとこちらを捉とらえた。

「ガウェイン先生！」

　胸に飛び込んでくる幼い少女を、ガウェインは抱だき留とめる。

（何か怖い夢でも見たんだろうな。……ってか、そう、だよな？）

「ねえ、フェルディアちゃん。どんな夢を……」

　見たの、と。

　理由を訊きこうとして、──いつも何な故ぜか、声が咽の喉どで凍こおりつく。

（夢の内容なんてどうだっていいだろ。余計なこと考えんなって話だ。なんにせよ、今はこの子が安心できることが先決。それだけでいい）

「大丈夫、大丈夫だから。ね？　アタシがいるわ。何も怖いことなんてない。お化ばけも妖よう精せいも、みーんなやっつけてあげる。あなたは、一人なんかじゃないんだから」

　ガウェインは気を取り直し、怯おびえて震える背を優しく撫でる。

　そうして半はん刻ときほども泣き続け、ようやく少女が落ち着いてきた頃。

（で、どうするか。……今日の仕事）

　駆かけ出だしとはいえ吟遊詩人バルドだ。家々を回り、聖詩篇を詠よむ仕事がある。しかし、この状態のフェルから目を離すのは心配だった。夜泣きをしたあと、この子は一人で取り残されることをひどく恐れる。

「大丈夫。今日はずっと一緒にいるから」

「？　でも先生、お仕事だって言ってたよ」

「いいのいいの。お仕事は、急用ができたってお断りしてくるわ。今日は一日一緒にいましょ、フェルディアちゃん」

「……わたし、お留守番できるよ！」

「気にしないでったら。アタシが一緒にいたいだけなんだから」

　そう言うと、子供はどこか迷うようなそぶりを見せつつ、ぐず、と鼻を啜り頷いた。

（しかしこれで、今日あるはずだった収入がまるっとなくなったわけで……うーん、どうすっかな）

「先生。ごめんなさい……」

「え？」

　唐とう突とつにガウェインを見上げ、フェルディアはまた謝った。

（しまった。顔に出てたか？）

　何に対する「ごめんなさい」なのかは分からないが、幼いなりに感じるところがあったのだろう。不安を覚えさせるような表情をしてしまっていたことを、ガウェインは反省した。

「いいのよ。心配することはちっともないんだから。ね？」

（この子のせいじゃない）

　夜泣きも不器用さも、時間が解決してくれるだろう。いや、それよりも──苦労なんてさせたくない。

　この子を守ると誓ちかった。神にではなく、自身の魂たましいと、亡き恩師に。

　言葉を決して違たがえはしない。
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『のうガウェイン。お前、聖詩篇じゃあ何が好きか？』

　あれはいつのことだっただろう。

　恩おん師しがまだ亡くなる前──そうだ。燃もえ盛さかる暖だん炉ろのそばに座って語らっていたから、きっとおととしの冬だろう。手て垢あかだらけの古い聖詩篇を繰くっていた彼に、恩師はふと話しかけてきた。

『急になんだよジジイ。こっちは教会の試験が控ひかえてるんだから邪じや魔ますんな』

『わしゃあ、あれだ。三大詩トリスケリオンの減少の人の迷いに関する第七十四枝し節せつが好きじゃのう。どれ、ひとつ肩慣らしに試験してやろう。お前ちょっと復ふく誦しようしてみぃ』

『聞けやオイ。減少迷いの七十四？　……しゃあねえな』

　恩師の膝ひざに頭を乗せて眠る子供が、ころんと寝返りを打つ。黒い祭さい服ふくの裾すそにはっしと取りつく、木の葉のような手を見守る老人の瞳は穏おだやかだ。

『なんだっけ……ああ思い出した。〝種たね播まく者よ。汝なんじ、土をあたためるなかれ。冬の寒さが、その芽を強くする。苗なえ木ぎを培つちかう者よ。汝、水を過ごすなかれ。乾かわきを知らぬ苗は、いずれその根を腐くさらせる〟』

『ふうむ。せっかくの良い詩じゃが、むっさい野や郎ろうの声で聞いても嬉しくもなんともないもんじゃのう』

『おい！　お前が詠めっつったんだろうジジイ!?』

　いいから続けろ、と顎あごで示され、舌した打うちする。クソジジイめ。

『樹を愛めでる者よ。汝、枯れ落ちた葉を惜おしむなかれ。楪ゆずりはの芽は、老いたる屍しかばねより萌もえ出いづるもの……』

　そこまで詠んだところで、恩師は笑った。

『ガウェイン。傭よう兵へいを足抜けしてきたとはいえ、お前はまだ若い。無事に聖職者になった暁あかつきには、いずれ、この老いた楪も退しりぞき、お前に孤児院や……この子を任まかせにゃあならんかもしれん』

『……まだ早いだろ。下へ手たすりゃ、おれより長生きしそうな奴やつが何言ってやがる』

『ま、それもそうじゃのう。第一お前じゃあ危なっかしくて、あと百年は死ねんなぁ』

『だぁもう！　いちいち嫌いや味み言わねえと気が済まねえのか!?』

　ガウェインの文もん句くを聞き流し、恩師は張りのある声で続きを詠み上げた。この恩師は、今こそ一いつ介かいの吟ポ詠エ詩ル人ジだが、物置にゴミよろしく突っ込まれた肩掛けを見ると、かつて、ユナイア現王コノール陛へい下か直属の預言者ウアテスだったようなのだ。年齢を感じさせない朗ろう々ろうとした吟詠は、往おう年ねんの面おも影かげを思わせた。

『朽くち木きに縋すがる者よ。汝、忘るるなかれ。尽きた命は蘇よみがえらずとも、汝には、新しき種を育はぐくむ手があることを』

　──もしもがあれば、思い出せ。

　そう言われて投げやりに頷いたのは、まだまだ彼が生きていると思ったからだ。

　子供の肩に毛布をかけ直してやるその手がまるで枯れ木のようであることなど、気にしてもいないで──。
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（そーいやジジイは、どうやってあの子をあやしてたんだっけか。夜泣きなんてさしてんの、いっぺんも見たことなかったけどなぁ）

　考え事をしながら視線を巡めぐらせると、かつての戦いくさで炎ほのおに舐なめられて黒ずんだ石壁や、焼やけ崩くずれた柱が目に入る。放っておくと危険なのは分かっているが、修しゆう繕ぜんする費用などない。

　いよいよ残り少なくなった食材を確認するため台所に下りたガウェインは、ふと思いつき、裏口から外に出て夜空を見上げてみた。

　新月だからか、星が綺き麗れいだ。夏の暑さはいよいよ増し、食材は日持ちせず、ますます生活は苦しくなるだろう。肉や魚の燻くん製せいは、防ぼう腐ふのハーブをまぶせば多少はましだが、そのハーブを買う金もない。

「さあて、どうすっかな」

　ぽつ、と呟つぶやいた瞬間、誰もいないはずの夜の裏通りから、だみ声で返事があった。

「何がで？」

「！」

　驚いて振り返るガウェインの視界に映ったのは、自分よりひと回り年かさの、身なりのいい男だ。

　はしばみ色の瞳を中央に据すえた三さん白ぱく眼がん気味の目に、実年齢より老ふけて見える疲れた表情。ひょろりと瘦やせぎすの身体を黒い祭さい服ふくと黄色の肩掛けで包み、若わか白しら髪が交まじりの茶色い髪を撫なでつけたその姿に、ガウェインはほっと肩の力を抜いた。

「お前、ゼファじゃねえか。どうしたんだ、こんな時間に」

「おー、久しぶりっすねぇ、ガウェインの旦だん那な」

　片手を挙あげてぞんざいな挨あい拶さつをする男──ゼファは、ガウェインの昔むかし馴な染じみだ。

　以前は、武器や兵ひよう糧ろうを扱あつかう商人だった。それが最近形ばかりの転てん職しよくをし、ベルファスティスで流しの語フりイ部ラをしている。隊たい商しようの護ご衛えいとして幾いく度どとなく命を救われたことに恩おん義ぎを感じ、傭よう兵へいを廃業したガウェインに、この孤児院の前院長を紹介してくれた人物でもある。

　以来、時おりこうして孤児院に立ち寄っては近況を気にかけてくれるのだが、会うのはふた月ぶりだった。

「ふーん……」

　聖職者の祭服を着たガウェインを頭のてっぺんから爪つま先さきまで眺ながめ回し、ゼファはわざとらしく鼻を鳴らした。

「ガウェインの旦那。なんでぇ、エセ聖職者くせえって今日こそさんざん笑ってやろうと思ってやしたのに。案外ちゃんと板についてきてんじゃねえですかい、祭ソ服レ」

「馬ば鹿か。エセはテメエだろ。信心深さなら、『商売すんのに聖職者の肩書きがあったほうが、出入りできる場所が増えるから』なんてよこしまな理由で語フりイ部ラになったテメエよりかは、おれのほうがいくらかマシなはずだ」

「おーよー。おかげさんで、最近は貴族の御ご用よう達たしのはしくれまでできるようになって、感謝しきりの教会様さまっすよ。金のためなら、聖詩篇でも淫いん文ぶんでも唱となえるし、樫かしの木でも太陽でも、傭兵の使い古しのくっせえ靴くつ下したでも豚ぶたのケツでも拝おがむぜーってな」

「お前、変わんねえな……」

　誰相手であろうと、失礼にしか聞こえないほどいい加か減げんな敬けい語ごで、思いつきを立て板に水でつらつらのたまうのは、ゼファの昔からの癖くせだった。

　夜中の急な訪問者を、「まあ、もてなしはできないけど寄っていけよ」とガウェインは扉を広く開いて招き入れる。古びた客間に案内してもよかったのだが、結局そのまま、暗い台所で話し込む運びになった。

「どうしたんだゼファ。王都にいるなんて珍しいな」

「へえ、カトス地方に仕入れに行ってたもんで。ご存じたぁ思うが、あそこ、いい鉄でも、いい刀かたな鍛か冶じでも有名なとこでねぇ。王立騎士団に商品卸おろしに行った帰りに、昔馴染の顔でも見とこうって思った次第でさぁ。ほらこれ、土産みやげ」

　そう言ってゼファが差し出したのは、脂あぶらが程良く乗った上等のベーコンの大きな塊と、白パン、大ぶりのかぼちゃや芋いもなどの詰まった袋だ。

「これ全部か!?　助かる！」

「言うと思った。存分に感謝してくだせぇよ。崇あがめよたてまつれーってな」

　思わず本心から礼を言うガウェインに、ゼファはクックッと咽の喉どの奥を鳴らして笑った。

「しっかしまー、あっしは変わらんでもさ。あんさんのほうはすっかりアレだ、見れば見るほど往年の『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』様とは思えねえ変わりっぷりじゃねえですかい。それこそ祭服が馴な染じんでるくれえに、すっかり牙きばも爪つめも抜かれちまって。ああそう、あの気ッ色悪わりィ謎なぞのオネエ言葉も健けん在ざいなんで？　前聞いたときはびびって目ん玉飛び出るかと」

「うるせえよ。あと、目玉は出したらちゃんと拾っとけよ。掃除が面めん倒どうだ」

「その発想は……なかったっすねぇ……」

　あっしはまた、平へい凡ぼんな日々に飽あいてとっくに戦場に返り咲きしてると思ってたんですぜ、と呆あきれるゼファに、「おかげさまでな」とガウェインは返す。

「まあ元気にやってるならよし、かくいうあっしもだいぶ聖職者のあんさんを見慣れてきたもんで。慣れって怖いっすな。にしても、前院長……ダグザの爺じいさんは残念っしたねぇ。向こう百年は安あん泰たいそうなほどぴんぴんしてたのに」

「ああ。……だが、あの人を紹介してくれたゼファには世話んなったよ。今は平へい穏おん無事のありがたみを嚙かみしめてる」

「嚙みすぎると味がなくなるんじゃねえかと心配してたんすけどねぇ」

「ところが、嚙むほど味が出るんだ」

「あっそ。幸せそうで何よりって言いてえけど。ガウェインの旦那、あんさん、そう言う割に瘦せたよなぁって」

　その言葉に、「あー……」とガウェインは反応に困った。

「あのガキんちょは、まだなんにもできないままなんで？」

　ゼファの次の言葉が、ざくっと胸に突つき刺ささる。

「うぐ」

　今、いちばん気にしていることを、よくも無む造ぞう作さに口にしてくれるものだ。黙るガウェインに気づかず、ゼファは視線を巡らせた。

「名前は、えーと、フェルディアとかいったっけ。いくつっしたかねぇ？　あ、六つか七つか、そこらだっけか。そろそろ家事のひとつも覚えていい頃ですやねぇ」

「……遅咲きなんだよ」

　目を逸らすガウェインに、ゼファはぎょっとした。

「まさか、本気でまだ何もできない？」

「……いいんだ。あの子はまだ幼い」

「まだ幼いっても、ガウェインの旦那……。まあ、いいっちゃいいけど。なにせ、あれで育てばかなり美う味まそうだし、娼しよう館かんにでも売れば十分元が取れ──」

「！」

　本当に、軽い気持ちで出た言葉なのだろう。

　けれど、それを聞いた瞬間、昔馴染の頰ほおを、ガウェインははたき倒していた。べしっといい音がして、ゼファはいとも簡単に吹き飛ばされる。

「……!?　いって、……な、なんですかぃ、いきなり」

「うちの子をどういう目で見てやがる!?」

　過去の片へん鱗りんを覗かせ、獅し子しのように吼ほえる吟遊詩人バルドに、ゼファは目を瞠みはった。

　一方のガウェインの頭は、一度噴ふん火かしたおかげで、一気に冷える。見れば旧友の唇くちびるの端は切れ、頰は赤く腫はれてきていた。慌てて助け起こす。やりすぎた。

「悪いゼファ、つい頭に血が上のぼった。平気か？」

「いや、とっさに加か減げんしてくれたみてえだし、大丈夫だけどさ。商売人は顔が命なんだから勘かん弁べんしてくだせぇよ。……って、あんさん、マジで変わったっすねぇ」

「は？」

「ホントに大事なんだなァ。あのガキがって」

　しみじみ呟くと、「さぁせん。今のはあっしの失しつ言げんっす」と謝るゼファに、ガウェインはなんと返していいか分からず目を伏せた。

「だが、大事なんだったら余計に、何もできねえのはマズイんじゃねえですかい。あんさんってか、あの餓ガ鬼キのためにも」

「……」

　ゼファは、「このままじゃ自分も餓鬼も、自じ滅めつですぜ」と冷静に諭さとした。

「いいんだ、まだ。……あの子はしばらく、あのままで。成長したあとのことなんざ考えるのは早はえぇよ」

「分かってねえなぁ。悪いこた言わねっすよ？　あんだけ器き量りよう良よしだし、貰もらい手てはあるでしょうや。たとえば里さと子ごに出すとかしなせえよ。なんにもできないガキを、おんぼろの教会で、金も経験もねえ若い男が一人で育てるってそりゃ無茶だって」

「るせえ」

「まあ見てなせえ。今にあのガキをお荷物だって思い始める」

「違う!!」

　鋭するどく否定したきり、ガウェインは言葉に詰つまる。

「……違うんだ。あの子じゃなくて、おれが……」

　やがて、ガウェインはぽつりと呟いた。違うのに。それ以外が、出てこない。

「ガウェインの旦那。あんさん、鏡見なせえよ」

　俯うつむくガウェインに、ゼファはやんわりと、だが容よう赦しやなく指摘した。

「ひでえ顔色だし、骸がい骨こつみてえにやつれてんよ。今のあんさんの状況、昔みてえなそこにある危機じゃなくとも、ゆっくり確実に自じ死ししてくようなもんだ。あっしの話、まあ、よーく考えてくだせぇ」

「っ……」

　ここずっと胸に巣すくっていた焦しよう燥そうの正体を言い当てられ、ガウェインは黙り込む。

　動どう揺ようのせいで気づかなかった。

　扉の陰で、小さな影が、じっと話に聞き耳を立てていたことに。
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　フェルディアはガウェイン先生が大好きだ。

　優しい声も、大きな手も、世界でいちばん安心する。

「先生、だーいすき！」

　フェルがそう言って飛びつくと、先生はひょいっとフェルの脇わきに手を差し込んで抱き上げてくれる。

「大大、大好きよ！　アタシの可か愛わいいお姫さま」

　青空がぐんと近づくように思えるくらい、彼の背は高い。そのたび、フェルはきゃあっと叫んでは笑う。先生も笑い返してくれる。

　アタシのお姫さま、と。

　ガウェインはフェルのことを呼んでくれる。

　何も分からない頃は、そう呼ばれて、ただ抱きしめてもらうだけで幸せだった。

　──お姫さま。その言葉が、最近ちょっとだけ苦しい。




（ガウェイン先生、最近元気ないなあ……）

　夜、なかなか寝つけず、フェルは簡素な寝しん台だいにちょこんと座って、足をぱたぱたさせていた。

　──どうしたの？　先生。

　フェルが訊いても、彼は「なんでもないの」と微笑ほほえむだけだ。

　あなたがいちばん大切なんだから、と。彼が言ってくれるたび、フェルはほっこり心があたたかくなる。……でも。

（いのちに代えても守るから、って）

　だからこそ時々、歯がゆくなる。

（いのちに代えて、なんていらないよ。先生がげんきでいてくれるほうが嬉うれしいよ。わたしだって。わたしだって……）

　ベッドにころんと転がり、小さな身体を子こ猫ねこのように丸める。夏の太陽をたくさん浴びた布団ふとんは気持ちいいはずなのに、ぜんぜん眠くならない。

（ねむるの、怖い）

　暗いところに独ひとりでいるのは嫌だ。怖い夢を見るから。

　──どこか知らないところに連れていかれる夢だ。

　おいで、迎えにきたよと。顔の見えない誰かがやってきて、フェルの手を取るのだ。

　声だけは優しい。けれど指先は氷のようで、その瞬間、恐きよう怖ふが胸に溢あふれる。

　……その『誰か』に一度でも連れていかれれば、二度と戻ってこられないと、なぜかフェルは確信していた。

（先生）

　暗闇が目に入ってこないように、ぎゅっと目を閉じ、シーツにぺたっと頰ほおをくっつけて、先生の気配を耳で探さぐる。その瞬間、何かぶつかるような激はげしい物音と、言い争あらそうような声が聞こえた。

（先生の声？　お客さまが来てるのかな）

　少し迷ったが、フェルは寝台からのそのそ下りると、廊下に出る。できるだけ足音を立てないよう気をつけて、話し声が聞こえるほうに歩いていった。

　やがて着いたのは台所だ。扉の陰で、息を潜ひそめて、じっと耳を傾かたむける。

（あっ。もう一人は、知ってる人だ。話したこと、ないけど）

　こっそり、『ゴクツブシのおじさん』とフェルは呼んでいる。といっても、別に彼がゴクツブシなわけではなく。

「言いたかねえすけど。ついでに繰くり言ごとっすけどね。今あんさんが育ててるのは、ぴいぴい泣くだけのごくつぶしでしかない」

「黙れ！　ってか、あの子に変な言葉教えやがったのはやっぱりテメエか!?」

　がたん、とテーブルか何かを叩くような大きな音に、フェルは身を震ふるわせた。続けて、一瞬、場に沈ちん黙もくが落ちる。

　ごくつぶし。

（わたしのこと、だよね）

　静かになると、その言葉が、じわじわと胸に不安の染しみを広げる。

（うん、前にもきいた。あんまりいい意味のことばじゃないとおもう。どういう意味なんだろう）

　落ち着かない。その言葉を聞くたび──おまけに自分が言われているのだと思うと。

「……そんなことどうだっていい。ちっぽけな負ふ担たんより、おれには、あの子が何不自由なく、苦労することなく、笑顔でいられることのほうが大事だ」

「そのうち不自由しますぜ。今だってそのざまだ」

「はっ、おれが戦場で何日食わずに動き回ってたと思ってんだ。こんなもん屁へでもない。大事かって？　当然だろ。今のおれにとって、あの子がおれの全部で、魂たましいで、心臓だ」

　先生が、フェルの悪口らしきことを言われて、とても怒ってくれているのも分かる。それはすごく嬉しいのに。

　でも──。

　なぜだろう。

　知らないおじさんより、ガウェイン先生の言葉のほうが、ざくざく胸に突き刺さる。

（先生。わたしのこと、好きだって言ってくれてるけど。でも、……がまんなんかしてないとも、言ってないんだ）

　ガウェインは、絶対にフェルのことを叱しからない。どれだけ泣いてもわがままを言っても許してくれる。

　だが、それが『ごくつぶしのおじさん』の言葉を否定することにはならないのだ。

　フェルは膝ひざを抱かかえて、その場に座り込む。じっと息を潜めて、彼らの言い争う声に耳を傾けた。

　食事作りに皿洗い、何か手伝いをしようとしても駄だ目め。夜に一人で眠ることもできない。どうしてあんなに夜の暗闇が怖いのか、フェル自身にもよく分からないのだ。

　本当は役に立ちたい。でも、失敗をすると、ガウェインは笑って許してくれ、慰なぐさめてくれ、それっきりフェルは、その『失敗』に触ふれることはできない。

（おじさんの話も。先生の言葉も。すごく、もやもやする……）

　フェルがぐるぐる悩んでいるうち、気づけば話はすっかり終わっていたらしい。

「じゃ、あっしはこれで。辛しん気き臭くせぇ話して悪かったっすよ」

　ひと言断って勝かつ手て口ぐちをくぐるおじさんを無言で見送り、ガウェインが台所から出てくる。慌あわてて物陰に隠れたフェルは、先生がいなくなるのを待って、自分も裏通りに飛び出した。




「ねえ、待って。ゴクツブジのおじさん！」

「ちょっと、人を役立たずかつ痔じ持もちみたいな呼び方せんでくれますかね!?　あっしにゃ『ゼファ』って立りつ派ぱな名前があってですね！　……って」

　息を切らせながらやっとのことで追いつき、フェルが後ろから声をかけると、『ごくつぶしのおじさん』──ゼファは、じろりと三さん白ぱく眼がんで睨にらみつけてきた。

　しかし、フェルの姿を認めた途と端たん、彼は毒どつ気けを抜かれたように目を瞠みはる。

「あれ。ガウェインの旦那のとこのガキんちょ、じゃねえや、お子様か。なんだなんだ。チビッコはおねむの時間ですぜ」

「おじさん。ゴクツブシってなに？」

「はァ？」

「今日もこないだも。わたしのこと、ゴクツブシって言ってたでしょ」

「あー、聞かれてたのか。やっちまったなぁ……ま、しゃーねえですわな」

　ゼファはガリガリ頭を搔かくと、面倒くさそうに答えてくれた。

「金と手間ばっかりかかるのに、全然役に立たねえお荷物のことをそう言うんっすよ。ちょうど今のあんさんみたいな、ね」

「！」

　返答は、容よう赦しやなく辛しん辣らつだ。ずきん、と心臓に釘くぎを打たれるような痛みが走る。

　──が。

「……そっか。教えてくれてありがとう。おじさん」

　フェルは唇くちびるを嚙かむと、ぺこ、と頭を下げた。ずいぶん低い位置にある緋ひ銀ぎんの頭を、ゼファは意外そうに見下ろしている。

「あれ？　結構キツいこと言ったつもりなんすけど」

「だってちゃんと教えてくれたもん。うそじゃないんでしょ？」

　ぱちぱち目をしばたたくフェルに、「へえ？　意外に変わったガキんちょっすな」とゼファは面おも白しろがるように呟つぶやいた。

「ねえ、おじさん。わたし、ゴクツビシやめたい。どうしたらいい？」

「嚙んでる嚙んでる。ごくつぶしだって。そうさなあ、まずは働くこったなぁ」

「はたらく？」

　首を傾げるフェルに、「つまり、金を稼かせぐこってすわ」とゼファは付け足した。

「自分の食いぶちを自分で賄まかなえる奴やつのことは、そう呼ばねぇ。ガウェインの旦那──あんさんの先生な。今、いちばん困ってんのは極ごく貧ひん、つまり金がねえってことだ。まずは仕事を見つけて、ちったあ役に立つことを証明するこったね。ま、根性無しにゃ無理かなぁ」

　じゃあ、早く寝なせぇよとヒラヒラ手を振り、ゼファは背を向けてしまう。

　冷静に考えるとなかなかひどいことを言われたはずなのだが、フェルディアはそれどころではなかった。

（しごとで……お金を稼ぐ……！）

　素晴らしい提案に思えた。

　そうだ。せっかくだから、内ない緒しよで、こっそり仕事をして、貯ためたお金を見せて、先生をびっくりさせてあげたい。

（役に立てるかもしれない。先生の）

　小さな高こう揚ようを抱きながら、フェルは裏通りをあとにした。




　翌日から、フェルはお仕事探しを始めた。

　近所の子たちと遊びにいくと言うと、先生には特に疑われもせず、むしろ歓かん迎げいされて出かけることができた。昨晩は結局ベッドに戻っても眠れなかったので、夜泣きしなかったことも幸いした。

　先生と一いつ緒しよに回ったことがある通りを抜けると、途と端たんに知らない町並みが広がる。磨みがかれた石いし畳だたみ。白い壁に映える、赤い薊あざみの花。

（こ、怖い）

　明るいうちとはいえ、まったく初めての世界だ。

（今ならまだ帰れ……だめだめ！　先生のためにお仕事するって決めたし！）

　固い決意とともに、「よし」と気合を入れたフェルだが。

「ここで、おしごと、させてください」

　小さな手でとんとんと扉を叩いて、つたない舌したで同じ言葉を伝える。反応はそれぞれだが、結果は同じだった。

「もうちょっとでかくなってから来な。それかおうちでお手伝いでもしてろ。……ったく。親は何してんだよ」

「うち、子供は使わないのよねぇ」

「この砂ジヤ利リが！　甘ったれんじゃねえよ、うちの皿何枚割ったら気が済むんだ！」

　ベルファスティスの町中を歩き回って仕事を探すが、門前払いや、運よく試しに雇やとおうとしてくれても、不器用すぎてヘマをしては追い出されてしまう。

　一日『お仕事探し』を続ける頃には──ただし、遊んでいると言ってごまかせる程度の、昼過ぎまでの短い時間ばかりだが──フェルはすっかりしょげ返っていた。

（がんばったのに……どうして、こんな何もできないのかな）

　萎しなびた野菜のような気持ちで、ぎゅうっと唇くちびるを嚙み、とぼとぼと帰り道に就つく。世界中が、自分を指さして、「ああ、できそこないの子供が来たよ」と嘲あざけっている気がした。

　日が暮れる前に孤児院に帰ると、思ったとおり、先生が満面の笑みで「おかえりなさい」と迎えてくれる。

「楽しかった？　今日は誰と遊んできたの」

　紅い髪が、午後の柔らかな日の光を浴びて明るく輝いて見える。

　あたたかくて、大らかで。大好きなフェルの先生の、見慣れた笑顔。それだけで、じわっと目が熱くなる。

「先生！」

　そう言って、腕を広げる彼の胸に飛び込む。たくましい肩に頰をくっつけ、先生の横顔を見上げて。そこで、はっとした。

（……あ）

　──〝鏡を見ろよ、すっかり骸がい骨こつみてえになって〟

　あの晩台所で盗ぬすみ聞ぎきした、『ごくつぶしのおじさん』の話が耳によみがえる。

　フェルは小さな手を伸ばして、ぺちぺちと先生の頰に触れてみた。

　気づかなかったが、大好きな育て親はすっかりやつれ、顔色も悪い。けれど、まったくおくびにも出さず、こうしてあたたかく抱きしめて迎えてくれる……。

（がんばった？　ほんとのほんとうに、そう？）

　世界中が自分を指さして笑っているわけがない。だって、世界中の人に、自分を知ってもらう努力すらしていないじゃないか。

　やつれて疲つかれて。きっと先生は、今までもずっとそうだった。彼は、フェルのために、いろんなことを我が慢まんしたり、諦あきらめたりしてきたのかもしれない。

（泣いちゃダメだ）

　頭を撫なでてくれる手はあたたかい。

「……今日はね、かくれんぼしたんだ。楽しかった」

　フェルは、精いっぱい声を作った。彼がいつもしてくれているように、あたたかい声が出せるように。

「そう！　よかったわね！」

　フェルが一日楽しく過ごせたことを、ガウェインは純じゆん粋すいに喜んでくれているようだ。

　噓までついてしまった。

（もう──あとには引けない）

　フェルはごくりと唾つばを吞のんだ。




　次の日も、その次の日も、フェルは仕事を探してベルファスティスをさまよった。しかし、どこも断られ、下へ手たをすると店に入れてすらもらえない。

　表通りは全ぜん滅めつだったので、とうとう、いかめしい顔のお兄さんや、肌を出した綺き麗れいなお姉さんがたくさんいる薄うす暗ぐらい裏路地にまで、こわごわ入ってみたのだが。

「ウチで働きたい？　でもあなた、顔に一本傷が入った男のとこのカワイ子ちゃんよね？」

「ああ、例の……荒っぽい女や衒つが目をつけて、若いの数人連れて強ごう奪だつまがいの引き取りに行ったら、一瞬でみんな歯を全部ヘシ折られて帰ってきたっていう。ごめん無理だわ！」

　ここでも、なぜかよく分からない理由で断られっぱなしだった。

「お嬢ちゃん。気持ちは嬉しいけど、あと十年後に来ような」

　また一軒、ばたん、と鼻先で扉を閉められてしまう。

（どうしよう。はやくお仕事見つけないといけないのに）

　歩き疲れたフェルが、とうとう王都の中心にある広場の噴ふん水すいの縁えん石せきに座り込んで途と方ほうに暮れていたところ、後ろから声がかかる。

「おやおや。さてはお困りっすね？」

「？」

　振り返ると、見覚えのある若わか白しら髪がの男が、広場の石像に背をもたせかけ、にやにやしながら立っているではないか。あ、とフェルは声を上げた。

「ゴキツブシのおじさん！」

「やあ無む能のうなお子様。だから、人を家庭内害がい虫ちゆうを潰つぶす専門職みたいな呼び方すんなって。ま、それはさておきだ。どうせ仕事見つかってねえだろなーって思って、優しい優しいおじさんが助け舟を出しにきましたよー」

「タスケブネ？」

「仕事、欲しいんしょ？　あっしが見つけてあげましょうかって話っすわ」

「うん！」

　フェルが勢いきおいよく頷うなずくと、おじさんは像から背を離し、フェルを手て招まねきした。

「じゃ、おいで」

　口元に手を当てているということは、耳打ちの仕草だ。フェルはとてとて歩いていくと、おじさんの話を聞こうと、爪つま先さきで立って首を傾かたむけた。

　どんな秘密の話かと思えば、内容は実に簡かん潔けつだ。

「明日の朝、一いち番ばん鶏どりが鳴いたら、ここに来てくんなせぇ。ガウェインの旦だん那なにゃ絶対内緒ですぜ。──とっておきの仕事を教えまさぁ」
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　翌朝、ガウェインが仕事に出かけるのを息を殺して待って、フェルは寝床からもぞもぞ這はい出だした。

　質しつ素そな洗いざらしの木も綿めんの服に着替えると、さっそく待ち合わせの場所に向かう。

「お、ほんとに来たんすね無能っ子」

「おはようございます、ロクデナシのおじさん」

「もはやほとんど原形残ってねえし……もういいけど。じゃ、行きますか」

　おじさんは、すぐに背を向けて歩きだす。子供の歩ほ幅はばなどお構いなしで、ずんずん進むので、フェルはついていくのが大変だった。

（先生なら、置いて行ったりしないのに。おじさんより先生のほうがずっと背がおっきいのにな）

　フェルはぷくっと頰を膨ふくらませかけ、はたと気づく。

　そうだ、あんなに大きな先生と小さなフェルの歩く速さが同じなわけがない。あれは合わせてくれていたのだ──考えたこともなかった。

　おまけにゼファは、行き先も告つげずにどんどん通りを抜けていく。

（……どこまで行くのかなぁ？）

　そうこうするうちに、ずいぶん遠くまで歩いてきてしまった気がする。

　見覚えのある家はもはやひとつもなく、ベルファスティスの外門も、もう目前に迫せまっている。まばらな民家の合間に、小さな作業小屋が点在するような地区だ。

（ここ、どのあたりだろ……）

　まったく知らない町並みだ。帰るのに、少し時間がかかるだろう。

　朝方とはいえ初夏の陽ひ射ざしは強く、土の吸った熱が空気を蒸むし、草の緑が濃こさを増す。ごく細い小川がちょろちょろと心もとない潤うるおいを視界に与え、ライム色をした石積みの家の屋根では、湿しつ気け除よけのアイリスが萎しおれていた。

　急に心細くなる。

　帰りたい、という気持ちを押し殺し、「まだまだ！」とフェルは気合を入れる。

　やがて着いたのは、古い孤児院よりもみすぼらしい、一軒のおんぼろ小屋だ。

「おーいババアさぁん。生きてんだろ。小屋は死にかけだけど。あっしです、ゼファだ」

　大声で無ぶ遠えん慮りよに呼びかけるゼファをおそるおそる見上げていると、やがて、ギイ……と錆さびたちょうつがいが軋きしみを上げる。

「……さん付けしてもババア呼ばわりはおよしゼファ。礼れい儀ぎがなってないね」

「だって、事実ババアじゃないっすか」

　扉を開けて出てきたのは、すっかり髪が白くなり、腰も曲がりかけた老ろう婆ばだった。

（魔ま女じよのおばあさんだ）

　幼いフェルは、ごくりと唾を吞む。

　本当に見えているのか分からないほど皺しわの中に埋うもれた目、大きな鷲わし鼻ばな。孤児院にあった、聖せい詩し篇へんを題材にした古びた絵本に出てくる魔女にそっくりだ。妖精に魂たましいを売り、ワルプルギスの晩に生いけ贄にえの赤ん坊を探し求めるという。

「ふん、それが例の餓ガ鬼キかい。小枝みたいな身体からだだねぇ。……いいさ、入りな」

　震えるフェルを一いち瞥べつすると、『魔女のおばあさん』は顎あごをしゃくって中を示した。少し迷ったが、意を決して踏ふみ入ることにした。

　狭い小屋は薄うす暗ぐらく、熱ねつ気きが籠こもってむっとする。

（とっておきのお仕事って……？）

　救いを求めて、後ろにいるゼファを振り返ろうとしたところで、バタン、と大きな音がして、フェルは身をちぢこめた。

　なんの音かと思ったら──ゼファが後ろ手に扉を閉めた音だ。室内はますます暗くなり、古い木のにおいが鼻をつく。

（と、閉じ込められた……？）

　なぜそんな風に感じたのかは分からない。茫ぼう然ぜんとするフェルそっちのけで、ゼファは明るく老婆に話しかけている。

「このほったて小屋も、いい加か減げん新しくすりゃいいのに。それに、相変わらず雇やとい人にんいねえなぁ。あ、みんな逃げたんだっけ、あんさんが金の亡もう者じやすぎて」

「ヒヒヒ、まだ使えるものをいちいち建たて直なおすもんかねもったいない。壁も扉も壊れるまで活用すんのが筋すじってもんさ。それに、金は取れども取られるなっていうのがアタシの信しん条じようだからねぇ、ヒヒ……」

　怪あやしげな笑い声に委い縮しゅくするフェルに、ゼファが「このババアはね」と人差し指を立てる。

「羊よう毛もうを安く仕入れて糸に加工する、ちっせえ個人の業者サンなんすわ。ただし、どけちな上に偏へん屈くつすぎて、人がすぐにやめちまう」

　たしかに小屋の中には、古びた糸車が数台──ひとつを除のぞき、使われなくなって久しいのか、埃ほこりが積もって──並んでいる。一歩足を踏み出すと、木き枠わくの窓から射し込んだ朝日に、舞い上がる塵じん埃あいがきらきらと道筋を作って見えた。

「うるさいよ減らず口ゼファ。それより、約束どおりだね？　この餓鬼が使いものにならなかったら、女ぜ衒げん呼んで売り飛ばしていいんだろう？」

「ああ。好きにしなせぇ。言っとくけどトンでもなく不器用な餓鬼だから、ほぼ色いろ宿やど決定だろうと」

（ゼゲン？）

　きょとんとしているフェルに、親切にもゼファが解説をくれた。

「女衒ってのはね、若い娘を娼しよう婦ふにするために……ってな細かいところはおいといて。早い話、人買いのことっすわ」

「ひとかい!?」

　ぎょっと飛とび退のくフェルに、『魔女のおばあさん』がさらに追い打ちをくれる。

「キヒヒ……こんな色合いの子供ははじめて見るからねぇ。別べつ嬪ぴんだし、どんな値段がつくか楽しみだよ……」

「わ、わたし帰るっ！　おうち帰る！」

（人買いにさらわれたら、もう先生に会えなくなっちゃう！）

　真っ青になって扉に駆かけ寄よろうとしたフェルの腕を、すかさずゼファが摑む。

「おーっと、もう遅い。なぁに、ここで仕事って話は噓うそじゃねえっすよ？　女衒を呼ぶのは、いっぺん糸いと紡つむぎを普通にやってみて、もし使いものにならなかったらって条件付きっすからね。要は仕事ができるようになればいい。ただし期き限げんは今日の日暮れまでだ」

「やだ、放して！　やだよう、助けて先生……！」
















　ゴクツブシのおじさんの顔は、絵に描いたような極ごく悪あく人にんの相そうに変わっていた。泣き叫ぶフェルを捕つかまえたまま、彼は、さらにこんな補足をくれる。

「助けて先生、ねえ……。ガウェインの旦だん那なに救いを求めても無む駄だなんっすけどね。一個いいこと教えときましょう」

「……な、なに？」

「あんさんの大好きな先生の昔話っすよ。『紅あか髪がみの悪あつ鬼き』って名前、知ってますかい？　知らねえかもなぁ。なにせ、数年は前の話だもんなあ」

　眉まゆをひそめるフェルに、「今でこそお優しい院長先生だが。その昔は、あの旦那は血も涙もねえと噂うわさの、冷れい徹てつ非ひ道どうな傭よう兵へい隊たい長ちよう様だったんすわ」とゼファは告げた。

「ピンとこないかもだが、要は、そこら中で恨うらみを買いまくってんのさ、ってこと」

（うらみ？　……ヨウヘイタイチョウ？）

　なんの話だろう。意味が分からず、フェルは目を白黒させた。

　それより重要なのは、「あの人に復ふく讐しゆうできれば大金積んでもいいって人間もたくさんいるし、実際に心当たりもある」とゼファが続けたことだ。

「もし、勝手に仕事を投げて逃げ出したり、誰かに助けを求めたら。あんさんの先生を死ぬほど殺したがってる連中に、孤児院の場所を教えちゃいましょ」

「!?」

　啞あ然ぜんとするフェルに、ゼファはにいっと唇の端はしを持ち上げた。

「や、やめてよ！　おじさん、先生のトモダチじゃないの!?」

「そこはそれ。友達も売りさばいてこそオトナの商売ってやつで」

「おじさん、最低!!　ひどい！　ごくつぶし！　ろくでなし！　ひとでなし！」

「はは、好きに言いなせぇ」

「たまなし！」

「それは自じ粛しゆく！　別のところに引っかかる」

　じゃ、せいぜい頑がん張ばりなせえよと言い置いて、ゼファは小屋から出ていってしまう。

（うそ……逃げられない……）

　やっと、お仕事が見つかると思ったのに。

　思わずフェルは、その場にぺたんとへたり込んだ。

　逃げれば、先生に迷惑がかかる。でも、恐ろしく不器用な自分が、日暮れまでのわずかな時間で、やったこともない糸紡ぎを完かん璧ぺきにこなすなんて。

（絶対、むり）

　どうする──？

「キヒ、どうする？　諦あきらめてもいいよ？　ヒヒ」

　お婆さんの追い打ちに、じわっと目頭が熱くなった。かさかさした声を聞いているうち、先日のゼファの言葉を思い出す。

　──ぴいぴい泣くばっかりの、ごくつぶしでしかない。

　あの夜に感じたもやもやが、同時に胸によみがえってきた。先生の態度にも、おじさんの言葉にも、ずっと仕事を断られ続けながらも。同じものはずっと溜たまっていたのだ。

（たしかに、わたし。すっごくぶきようだし、夜はこわいし。ホントになんにもできない、役立たずのゴクツブシなんだ……）

　けれど。




（簡単にあきらめられるか──!!）




　フェルの頭の中で、ぶちんっと何かよろしくないものが切れる音がした。新しい感覚だった。

　ああそうだ。たしかに何もできなかった。泣き虫で怖がりで、先生に迷めい惑わくばかりかけてきた。それはまったく間違っていない。

（でも、ここであきらめたら、先生が危ないんだ。絶対絶対、先生の役に立つって決めたんだよ。むりなんてことはない。こんどはわたしが、先生をまもるの）

　ここで引いたら、確実に一生後こう悔かいする。だから！

（なんていうんだっけ。そうだ、ショウネンバ、だ！）

　大きく息を吸うと、フェルは顔を上げ、すっくと立ち上がった。

「お仕事、ちゃんとできたら……先生やわたしにひどいことしないで、あとお給きゆう金きん、もらえますか？」

「お？　意外に抜け目ないじゃないか。いっぱしにあたしから金を取ろうってかい。そうさな、ちゃんとできたらね」

（しかも、やればお金がもらえる）

　訝いぶかしげに目を眇すがめるお婆さんに、がばっと勢いよく手を上げる。

「じゃあ、やる！」

「は？　やるったってねぇ。たしかに、ゼファとはそういう約束にゃなってるが、……バカお言いよ。あんた糸紡ぎなんてしたことないんだろう？　手を見りゃ分かるよ」

（うっ）

　そのとおりだ。

　でも、今だけは引けない。ほかでもない、先生の安あん否ぴがかかっているんだから。

「がんばりますから。わたしにお仕事をおしえてください！　お願いします──ババアさん!!」

「敬うやまう気があるならババア呼びはおよし!?」




「しょうがないねぇ。一度しか説明しないからよぅく聞きなよ」

　お婆さんに示されたのは、古びた机に積まれた羊毛の塊かたまりだ。

「いいかい、これがはずみ車、これが錘つむ。羊毛はもう全部梳すいてあるからね。毛の塊を持って、もう片手ではずみ車を回したら撚よりがかかって、勝手に錘に巻き取られてく。あとはバカでも分かるだろ」

　面めん倒どうくさそうながらいちおう教えてくれるお婆さんの説明を、フェルは脳に鑿のみでひと言ひと言刻み込むように真剣に聞いた。

「絶対に毛を汚すんじゃないよ。そうしたら、もう売り物にならないからね」

「はい」

　さっくり説明すると、お婆さんはとっとと自分の糸車に向かってしまう。

（ん？　でも、このカタマリは糸車のどこにひっかけるんだろ？）

　戸と惑まどったフェルは、手元の羊毛とお婆さんをしきりに見比べる。「迷ってます！」と念じてみたが、お婆さんはすでに作業に没ぼつ頭とうして気づくそぶりもない。邪じや魔ましたらまた機き嫌げんを悪くするのは確実だった。

（えーと。どうしよう。分かった、きっとここだ！）

　確信を持ってそのまま錘に塊をぶっ刺したところで、さっきまでこちらに見向きもしなかったはずのお婆さんが青い顔ですっ飛んできた。

「ちょっとちょっとちょっと何やってるんだい!?　羊毛は、はじめっからちょっとだけ細くねじり出しておいて、その先を錘につけるんだよ！　人の話聞いてたかい!?」

（ええと、聞いてた、けど分からなかったの）

　一瞬反発心がわいたが、すぐに考え直す。分からなかったから悪いわけじゃなくて。

（そっか。わからないのにすぐに訊かなかった……からなのかな？　今までだって）

「ごめんなさい。でも、ありがとうございます」

　お婆さんは怒りながらも、フェルから糸車を取り上げはしない。ぺこんと頭を下げるフェルに目を瞠みはったあと、「次にしくじったら承しよう知ちしないよ」とため息をついただけだった。

「だいたい、なんだいその危なっかしい手つきは!?　すぐに勢いよく紡ごうとしない！　しっかり糸の張りを見る！　気をつけな!!」

「はいっ！」

　いちいち怒鳴られながらも、教わったことを頭の中で唱えては、おぼつかない指で糸を繰くる。

　四し苦く八はつ苦くしつつ、かなり不ふ揃ぞろいではあるものの、なんとか少し紡げるようになった頃。唐とう突とつに、それは起きた。

「あ、痛っ」

　ぷつ、と小さな音がして、紡ぎかけの羊毛に赤い線が走る。

　当然といえば当然なのだが、──まだ柔らかい子供の皮ひ膚ふ、おまけに働き慣れていない指先が、切れて血を滲にじませたのだ。

　しまった、と思ったときにはもう遅い。白い毛には、はっきりと色がついてしまっている。

（糸を汚した……！）

　謝ろうと、お婆さんのほうを見ようとした瞬間。

　ばちん、と。

　目の前に火花が飛び、頰に熱い衝しよう撃げきが走った。

「何をやってるんだ!!」

　枯れ木のような身体の、どこからこんな声が出るんだ、と。

　恐ろしい、魔女そのもののような声で、お婆さんは怒ど鳴なった。

「おどき役立たず！　あんたのせいで羊毛がひと束たば無駄になった。あたしゃバカと無む駄だ遣づかいがいちばん嫌いなんだよ、あんたどっちもじゃないか！　そんな仕事も知らない指で、どうやって働くつもりだったんだ。大おお損ぞんだよ、え!?」

「ごめんなさい。ごめんなさい！　もう、絶対に、しっぱいしませんから。だから、もう一度やらせてください!!」

　お婆さんは恐ろしかった。打たれた頰はひりひりするし、切れた指先もじくじくと痛む。泣き叫んで、もう嫌だと投げ出してしまいたかった。

　でも。

（先生を守るためなんだ。逃げ出すもんか……!!）

　そうだ。きっとまたダメだ、ドジだからできっこない。今までそうやって諦めてきた。

でも。──全部、甘えだったんじゃないだろうか？

　何もしなくて大丈夫だから、と。

　そう言ってくれる先生の優しさにつけ込んで、できない自分だって好きになってもらえるんだと胡坐あぐらをかいて。甘やかされるままに怠なまけていたんじゃないか。

（くやしい。くやしい、くやしい!!）

　その優しさは嬉うれしくて、ありがたくて──けれどフェルは、本当は悔くやしかったのだ。

（なんにもできないままでいたくない。先生の役に立てないままおわりたくない!!　わたしは変わるんだ）

　すごすご引き下がるのはもうやめだ。目の奥に溜たまった涙が溢あふれかけるのを、フェルはぐっと唇を嚙んで耐たえる。仕事を続けたいなら、今泣いたら駄目だ。視界が滲んで、きっと、糸車も羊毛も、よく見えなくなってしまうから。

　何もできない、『泣き虫フェルディア』は、今日これっきりでさよならだ！

「のろまで愚ぐ図ずなくそ餓鬼め、もうたくさんだ！　よっぽど売り飛ばされたいんだね！」

　フェルの腕を摑んで引きずり、大嵐が戸を打つような声でお婆さんは怒鳴った。フェルは糸車にしがみつき、それでも糸を紡ごうとする。

「やだ、働くったら働くの!!」

「ごねたって無駄だよ。どうせ餓鬼なんて泣けばすむ、大人が許してくれると思ってんだろ。人生はそんなに甘くないんだよ！　根性なしで要よう領りようも悪い、穀ごく潰つぶしなんざにくれてやる仕事も給金もないよ！」

「ゴクツブシじゃない！　わたしゴクツブシやめるの、泣くのもやめる！　働くなら売らないって言ったくせに、ババアさんの噓つき！　そういうの、噓つきって言うんだから」

「だぁからババアはおよしって言ってるだろう!?　まあババアなんだけどさ！」

　フェルも足を踏ん張って耐え、小さな獣けもののように怒鳴り返した。




「わたしを売るなら……わたしがババアさんをゼゲンに売っちゃうんだから!!」




　その瞬間、お婆さんはぴたりと沈黙した。

「あ、うん。そうだね。それは……売れるといいねぇ……」

　フェルの襟えり首くびを摑んで引きずり出そうとしていたお婆さんは、「あんたと話してると、なんかどうでもよくなってくるね……」と脱だつ力りよくしたように折れてくれた。

「あと一度だけだよ」と冷たく言い放って。




　服の端を破やぶいて指に結び、血止めをする。

　しかしこのままでは、また同じことが起きてしまう。

（そうだ。ケガしないように工夫したらいいんだ）

　思いついて、ほかの指も余った布で覆おおってみた。これでもう、擦すれて切れることもないだろう。

（ゆっくり、ゆっくり。絶対に失敗しない）

　小さな左手で羊毛を握りしめ、人差し指と親指で撚よりをかけながら後ろに引いて、右手ではずみ車を回す。引いて、回す。繰り返し。

　不揃いだった糸が、少しずつ、細くきれいに整ってくる。

（ゆっくり、ゆっくり、ゆっくり──）

　全神しん経けいを指先に集中させ、羊毛から絶え間なく生み出される糸を凝ぎよう視しする。

　くるくる、からから。糸車の立てる音は、すぐそばで鳴っているはずなのに、どこか遠い。身体が糸車に馴な染じんでいく、そんな感覚。どこかそれは快感でもあって。

　いつしか、涙はおろか、泣きたい気持ちさえすっかり引っ込んでしまっていた。

　かつてないほど集中し、──やがて、日がすっかり暮れかけ、空が茜あかね色いろに染まる頃。

「できた……！」

　フェルは、手の中の真っ白なひと束を掲かかげ、小さな快かい哉さいを上げた。

「ちょっと細さはまちまちだが、売れないこともない。はじめてならこんなもんか。まあまあよくやったほうさね」

　フェルの手から糸束をひょいと取り上げ、お婆さんは目を眇めた。ぎょろりと大きな目玉の中にあるはしばみ色の小さな虹こう彩さいが、睨むようにフェルを見る。

「あんたは愚ぐ図ずで、のろまだが」

「う」

　また叱られるのか、とフェルは身を竦すくませたが。

「だが……まあ、ちょっとそこでお待ち」

　お婆さんは奥に進むと、古びた木造りの作業台に向かう。引き出しを開けて何やらごそごそ探り始めたので、フェルは所しよ在ざいなくなって、天板に散らかった、羊毛を食う虫むし除よけのハーブや染めかけの糸をぼんやり眺めていた。

　と、目の前に、小さな薄汚い麻袋が突き出され、フェルはきょとんとする。

「？　なんですか？」

「今日の分の給金だ。なんだい、金も出さずに働かせるババアだと思ったかい。だいたい、売り飛ばす云うん々ぬんもゼファの仕組んだ芝居に付き合っただけで、人の道をはずれてまで金をせしめるつもりは……や、それはいい」

「ババアさん、ほんとにお金くれるの……？」

「いらないなら構わないよ」

「いる！　ありがとうございます!!」

　フェルは両手を掲かかげて小さな袋を受け取った。

（わたしの、おかね！）

　袋を両手で抱かかえる。手て垢あかで薄汚れ、繊せん維いがところどころ飛び出したみすぼらしい麻袋だ。きっと、相場に比べれば額も大したことはないのだろう。

　けれど今は、銀の延のべ棒ぼうよりもずっしりと重く、宝石をちりばめた黄金の冠かんむりよりもきらきらと輝いて感じられた。

（おかね、稼ぐのって大変だったんだ。ガウェイン先生は、ずっとこうして、稼いでくれてたんだ。先生……！）

「袋は返すんだよ」と不ふ貞て腐くされたように言うお婆さんに、フェルは首を傾げた。

「こんなに汚いのに？」

「あんた、どこの王国の王女さま気取りだね。使えるものはとことん使う、カモは骨までしゃぶったらすりつぶして骨ほね湯ゆにするのが常識だろう！　世界はもったいないで回ってるんだよ！」

　そうなのか。

　衝しよう撃げきを受けるフェルを、お婆さんはぎょろりと睨む。

「その汚い袋も昔、あたしが稼いだ金で買ったものさ。今日のあんたと同じように、泣きながら働いてね」

「!!　はい」

（もったいないで世界が回る）

　フェルは脳内で復ふく誦しようした。

「明日はもうちょっと練習しな。あとは糸の染めを教えてやる」

「！」

　フェルは弾はじかれたように顔を上げる。

「ほんとう？　わたし、明日も来ていいんですか？」

「人ひと手でが足りないからね。猫の手も借りたいだけさ。そんなに期待した目で見るんじゃないよ！」

　ぴしゃっと言われ、即座にフェルはしゅんとする。まあ、毛を汚したし、時間はかかるし、まだ『愚図でのろま』なのだろう。

　しょんぼり肩を落としていると、お婆さんは急に尋ねてきた。

「あんた、名前は？」

「ふぇ、フェルディア、です」

「そうかい。あたしゃベアさ」

「？」

　それが名前だということに、フェルはしばらく気づけなかった。

「だが、まあ……愚図でのろまな穀潰しをやめたいって姿勢と根性だけは認めてやろうかってことだよ」

　せっかく神しん話わの英えい雄ゆうの名前なんて貰もらったんだ、せいぜいお気き張ばりよ、とお婆さん──ベアは言った。

　今日一日、彼女から仕事を教えてもらったフェルは、こっくり頷いた。ベアは結局覚えの悪いフェルをやれ役立たずだ大バカだと罵りながらも、匙さじを投げなかった。

　皺に埋うもれた目も、鷲鼻も、いつの間にか魔女には見えなくなっていた。

「明日もおねがいします。……糸のソメと、あと、カモをホネユにして世界を回す方法もおしえてください」

「だから、なんでそんな微び妙みような抜き方を……まあ、教えてやらんでもないけどね」

　すっかり白くなったほつれ髪が、夕陽の赤をそっくり映している。同じ色の瞳をしばたたかせ、フェルは胸の袋をもう一度抱きしめた。

（そうだ。ちゃんと夕暮れまでにお仕事できたんだ。先生のとこに行かなきゃ!!）

　早く帰らなければ、ゴクツブシのおじさんが、ガウェイン先生にひどいことをするかもしれない。

　茜色に熟うれた太陽は、すっかり傾いて、気づけば山向こうに沈もうとしていた。
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「おいゼファ、見つかったか!?」

「いやぁ、こっちも駄だ目めでさぁー。まったく、どこ行っちまったんだろうなぁ、このへんの通りはみんな全滅だなぁ」

　一方。

　仕事から戻ってきたガウェインは、フェルディアの不在に気づいて泡あわを食った。

（いつもなら、こんな時間まで外にいるなんてことはない！　どこに行ったんだ……!?）

　ここ数日は夜泣きも減り、フェルディアが一人で取り残されることを怖がらなくなったので、彼はかなり仕事がしやすくなったのだ。

　しかし、今まで、ガウェインが戻ってきても姿が見えないなんてことはなかった。極めつきに、近所の子供を何人か当たってみたが、ここ数日彼女と遊んだ覚えはないという。そういえば、たしかに「誰それとどこで」という具体的な名前は、フェルディアははぐらかしてしまっていた。

「働き口を探している、夕焼け色の瞳をした子供なら、たしかにうちに来たよ。悪いけど使えないって断ったけど。行き先は知らないねぇ。あんたが親なのかい？」

　目もく撃げき証言は意外に多かったが、足取りは摑つかめなかった。

　しかし。

「あの子が？　仕事を探してたって……急になんでだ？」

「さあ。意外に聞かれてたのかもっすねぇ。こないだの、台所談だん義ぎ」

「まさか」

　日はどんどん西へと高度を下げ、鮮やかな赤い真円は、山やまの端はにぶつかって欠けつつある。空の茜あかね色いろは、紺こん色いろが混じり始めた。ちょうどフェルの瞳と同じ色だ。だが、もう少ししたら、完全に夜の藍あい色いろへと景色は沈んでしまうだろう。

（妙な所に連れていかれて泣いてないだろうか。あの子に何かあったら。攫さらわれて酷ひどい目に遭あわされてたら、おれは……）

　ガウェインは舌打ちした。

　──そういえば、楽しかったと笑う顔がぎこちなくはなかったか？

　目を逸そらされることはなかったか？　どこか気がそぞろに見えやしなかったか？

　ゼファとの話を聞かれていた？　まだ子供だ。内容なんて理解できるはずはないと思いつつ、背中から汗が噴き出す。

（ダグザのジジイはもういない。今はおれが親なのに……いったい普段、あの子と何を話してきたんだ!?）

　落ち着いてくれて助かった。それしか考えていなかった。親失しつ格かくだ……。

「旦だん那な。気持ちは察さつするが、自分責せめんのは、あとにしなせえよ」

　壁に頭でもぶつけたくなるガウェインの背を叩き、ゼファが見計らったように宥なだめる。

　こいつは読どく心しん術じゆつでも身につけているんだろうか。それともやり手の商人というのはそういうものなのか。どうでもいいことを考えれば、少しだけ気分が凪なぐかと思ったが、当然焦あせりは消えない。

「そうか誘ゆう拐かいか？　誘拐だよな？　そうだよ、前にも、女ぜ衒げんがあの子を拐かどわかしまがいに連れ去ろうとしたことがあった……後ろにいた娼館のゴロツキともども、半殺しにして下半身剝むいて並べて木に吊るしてやったが……絶対あいつらだ。許さねえ。あの子死ぬほど可か愛わいいから！」

「あ、うん、旦那ほんと落ち着いて。その人ら、さっきも当たってみたけど無実だったじゃないっすか」

「じゃあ、別の幼女趣味の変へん態たいか？　やっぱ、歓かん楽らく街がいを一軒ずつ……」

「あのね旦那。それも子供攫ってるって悪評あるとこ、さっきひと通りやりましたよね。『その子供なら訪ねてきたけど手は出してない』っていう連中を締め上げて、ガサ入れして、見てるこっちが罪ざい悪あく感かんで死にたくなりそうな尋じん問もんしたけど無実だったっすよね」

　そういえばそうだった。

（頭が働かない！）

　思考が空から回まわる。まるで、空っぽの脳みその中で、落ち着きのないハツカネズミを飼っているかのようだ。

　激情に押し流されるまま、ガウェインは叫ぶ。

「おれが！　おれが守らなきゃいけねえんだよ、あの子は!!」

「……旦那？　何を」

「数えきれないくらい奪うばったんだ。数えきれないくらい殺した！　あの子は……戦いくさで身寄りをなくしたんだ。毎晩、悪夢にうなされているのだって、ひょっとしたら」

　──フェルがどんな夢を見たのか、どうしても尋ねられなかった。

　恩おん師しが亡くなってから夜泣きが始まって、まるで責せめられているような気がして。

　もし、『おとうさんとおかあさんが殺される夢』だと言われたら？

　フェルがどこの出身なのか、恩師に尋ねずじまいで、心の奥底ではほっとしていた。

　もし自分の焼いた村なら、どの面つら下げてあの子に接すればいいか分からないからだ。

　目を背そむけてきた過去の亡ぼう霊れいたちが、一いつ斉せいに自分を指さし嘲あざ笑わらう。ほら、お前に子供など守れるものか。所しよ詮せんは壊すしか能のない悪あつ鬼き如ごときが、と。

「それでも、あの子はおれに笑顔をくれた。おれに手を伸ばして、光をくれた！　おれは……おれは、あの子を守って生きていくって決めたんだ。守らなきゃいけないんだ。おれが苦しいとき、どれだけあの子の笑顔に救われたか。だから……」

「なあ、ガウェインの旦那。──違うでしょうや、それは」

　不意に。

　ゼファがぽつりと呟つぶやいた言葉に、ガウェインははっと我に返った。

「前々から思っちゃいたが、あんさん勘かん違ちがいしてんですよ」

「勘違い？」

「たしかにあの餓ガ鬼キは戦せん災さい孤こ児じだ。だからって、あの餓鬼をお姫さん扱あつかいしたところで、あんさんが今まで殺した人間が返ってくるわけじゃねえでしょう。むしろ、あの餓鬼を逃げ場にして、自己満足の檻おりに閉じ込めちまってる。違いますかね？」

「……！」

「ほら、あれだ。聖詩篇ですぜ、減少迷いの七十四！　分かんでしょ吟遊詩人のガウェイン」

　種を扱うなら、土をあたためてはいけない。寒さを知らない苗は弱くなる。

　苗木に水をやりすぎてはいけない。過ぎた水は根を腐らせる。

「大事だの、守りたいだのって言いながら。あんさんがやってんのは、馬ば鹿かッていねいに扱あつかいすぎて、あの餓鬼が自分で生き抜く力を奪ってることだ」

　がつん、と。

　頭を殴なぐられた気分だった。

（……そのとおりだ）

　フェルディアを大切に守ることで、まるで、過去の罪つみを清せい算さんしていけるような気がしていた。

　──だが、フェルディアはフェルディア。過去の罪は過去の罪。

　守っているつもりだった。だが、結局今のガウェインは、自分の事情を勝手にフェルディアに押しつけて、都合のいい夢を見ていただけだ……。

　あの子は「ごめんなさい」とガウェインに謝りながら、どんな心地だったのだろう。

　──ガウェイン先生。だいじょうぶだよ。

　──ガウェイン先生。お手伝いできるよ。

　一いつ生しよう懸けん命めいこちらに向かって伸ばしていたはずの小さな手を、ガウェインは無意識のうちに振り払い続けてきたのだろうか。




（大バカ野郎じゃないか、おれは）




　何もできない、何もしない。どこで何をしているか分からない。

　そんな状況を作ったのは、ガウェインだ。今の自分と、あの子との関係性だ。

（もしあの子が、自分がおれの邪じや魔まになってるんじゃないかって勘違いでもしてたら）

　口の中に苦いものが広がる。

（くそっ……今はそんなこと考えてる場合じゃない）

　だが、彼女が無事に戻ってきたら。

（そうだったよ、ジジイ）

　──〝朽くち木きに縋すがるなかれ〟

　亡き師の声が耳によみがえる。いつか思い出せ、と彼は言った。このざまでは散った楪ゆずりはも安心して眠れまい。

　過去の罪滅ぼしではない。この手は新しい種を播まくためにある。今は何よりも、目の前にいるあの子が大事だから。

　変えていこう。今度こそ。

「んで、目が覚めたとこで改めて質問。ガウェインの旦那。あの餓鬼に会いてえっすか？」

「は？　ゼファ、なに当たり前のこと……」

　唐とう突とつに尋ねられて、一瞬、間の抜けた顔を曝さらしたガウェインだが。

（なんでわざわざそんなこと尋ねてくる？　って、まさか）

　感情の読めない三さん白ぱく眼がんを見ているうちに、思い至る。要するに──

「あんさんにもあの餓鬼にも、ちっと荒あら療りよう治じが過ぎたかも、たぁ思います」

「……ゼファ……お前？」

　頭で考えるより行動するほうが早かった。

「貴様か……!?」

　ガウェインは瞬しゆん時じに手を伸ばし、ゼファの胸むな倉ぐらを摑む。

　そのまま、瘦やせぎすのゼファの身体を、片手で軽々と吊るし上げた。

「言え、今すぐに。あの子をどこにやった!?　まさか、こないだの言葉どおり、売り飛ばしたんじゃねえだろうな!?」

「待ってくだせぇ、落ち着いてって、ちゃんと一から話すってば！　あーもう！」

　宙ちゅうで手脚をばたつかせ、逃のがれようともがく昔むかし馴な染じみの語フりイ部ラを下に投げ落とす。地べたに転がったまま激はげしく咳せき込こんだあと、「はあ、……人がいいのも楽じゃないっすね」とゼファはため息をついた。

「あのねえ、あのガキんちょなら──」

　ゼファが何か言いかけた、そのときだ。

　ぱたぱたとせわしない足音を、耳が拾ったのは。

（この、音）

　思わず瞠どう目もくし、全ぜん身しん全ぜん霊れいで意識をそちらの方向に傾ける。

「あのババアは偏へん屈くつな金の亡もう者じやだけど本当に餓鬼を売るわけじゃ……って、旦那!?」

　ゼファの泡あわを食ったような説明は、もう半ば聞こえていない。

　気づいたときには、ガウェインは走り出していた。
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　一方。

「それじゃあ、ベアババアさん！　わたし行くね！」

「ああ、気をつけな。それと何度も言うけどババアは余計だからね！」

　立てつけの悪い扉をがたがたやって叱られつつも、なんとか外にまろび出る。中の明かりがこぼれ、昼と夜のあわいに沈んで灰色になった土や草に、四角く光の窓を切った。

　ほとんど日は落ちてしまっており、細い三日月が赤より紺こん色いろの強まった空に上がっている。小屋から離れると、暗い夕暮れ道になった。

　フェルの苦手な、暗くら闇やみだ。

　町はずれで家も少なく、灯あかりはほとんどない。それに今は、先生もいない。ひとりぼっちだ。

　──だが。

（早く早く。早く先生に会いたい）

　話したい。顔が見たい。

　そう思うと、一人なのも暗いのも、どこかに吹き飛んでしまった。

　お金の袋を抱きしめて、息を詰め。フェルは身体を丸めると、一いち路ろ、孤児院を目指す。

「フェルディアちゃん！」

　──と。

　聞き覚えのある声で名を呼ばれ、フェルは顔を上げる。

　少し離れた丘の上からこちらを見ている人影、あれは。

「先生！」

　鮮やかな紅い髪は薄はく暮ぼの闇に沈んでしまってはいるが、並はずれて大柄な体たい軀くのおかげで遠くからでもはっきりと見て取れる。

（先生、無事だった!!）

　フェルは顔をほころばせ、彼のほうへ走り出した。

「見て先生、わたしお給金もらえ……」

　フェルは彼に飛びついて報告しようとしたが、先生が駆け寄って抱きしめるほうが早かった。

　痛いくらいの力で、息が詰まる。

「ガウェイン先生？」

「……無事だった……」

　掠かすれた声は、聞いたことがないくらい弱々しかった。

　ガウェインは、存在を確かめるようにフェルの頰ほおに手を当て、それから自みずからの頰を押し当てるように抱きしめ直す。

　切らせた息と、汗ばんだこめかみ。祭服越しに伝わる、腕の震え。フェルははっとした。

「よかった、本当に……よかった」

　小さな養やしない子ごを強く抱いて何度も呟く先生に、フェルの目が、じわっと熱くなる。

　今日味わった、いろいろなこと。

　先生を失うしなうかもしれない、二度と会えないかもしれないという恐怖。初めての仕事が大変で、でもやり遂とげたこと。先生がフェルのために、たった一人で、ずっとずっと頑張っていてくれたのだと知ったこと──。

　緊きん張ちようの糸が切れた途と端たん、全部が、わっと胸に洪こう水ずいみたいに押し寄せてくる。

　あ、だめだ。

　そう思った瞬間だった。ずっと我が慢まんしていた涙が、堰せきを切って溢あふれる。

「せんせい。ガウェイン先生！」

　ガウェインにしがみつき、わああ、とフェルは大声で泣いた。
















　齧かじりつくように、首筋に顔を埋うめる。紅い髪が照り返す、日の光はごく淡あわいのに、なぜだか鮮せん烈れつに瞳に焼きついた。




「……あ、そっちから来ちゃったか。感動の再会でよかったよかった」

　やがて、ガウェインに遅れてやってきたらしい見覚えのある語フりイ部ラを、フェルは「あっ」と指さす。

　その仕草を見るなり、彼は苦笑して先手を打ってくる。

「はいはい、なんすかね。この際、ろくでなしでも人でなしでもお好きに貶けなしなせえ」

「ウツテナシのおじさんだ！」

「全体的に諦あきらめられた!?　ってか、いい加減覚えましょうや。あっしの名前はゼファだってば」

　連れ立って歩いてきたフェルとガウェインを見て、彼はぼりぼり頭を搔かいた。

「ゼファおじさん、わたし、お仕事ちゃんとしたよ。ほらこれ、ショウコのお給金。だから先生にひどいことしないで」

「はへ？　あ、そっか。そういう設定だっけ」

「……ゼファお前、この子に何吹き込んだんだ？」

「いや、ちょっとばかし本気になるよう悪趣味なお芝居を──って、まじもんの殺さつ気きはやめましょう！　怖こえぇ、怖えっすよガウェインの旦那！」

　にっこり笑って肩を摑むガウェインに、ゼファは真っ青になって震えている。

　しかし、そこでガウェインはふと力を抜いた。

「ってまあ、冗談はおいといて。……ありがとな。なんか、いろいろ心配かけて悪い、ゼファ」

「うっす。超絶今さらっす。けど、あんさんもこのガキんちょも、不思議と一日ですっかり顔つき変わって。なんつーか、ちゃんと親子っぽくなった……かな？」

「？」

「ま、とりあえず、お邪じや魔ま虫むしは退たい散さんっすねー」

　軽く言い置いて、ゼファはくるっと背を向けてしまう。

　去っていく黄色い肩掛けの祭さい服ふくを、ガウェインとフェルは見送った。




「ちゃんと向き合わなきゃいけない、と思ったのよね」

　すっかり日は落ちきった。月と家々の明かりが照らす路ろ地じを、手をつないで歩きながら、ガウェインはぽつり、と口にした。

「アタシ、自分でも無自覚のまま今まであなたを侮あなどってたんだわ。守る助けるって言いながら、あなたの道を塞ふさいじゃってたのね。はーあ。ままならない。……親代わり失格だよな。じゃなくて、だわね」

「先生？」

「いろいろ考えたのよ。あなたを捜しながらね」

　片手で前髪を摑つかむように額を覆うガウェインに、フェルが首を傾げていると。

「明日から、ちょっと稽けい古こしてみましょっか、フェルディアちゃん」

「けいこ？」

　唐とう突とつな提てい案あんに、フェルはおうむ返しに訊ねた。

「いっぱい身体を鍛きたえて、自分で自分の身を守れるようにする練習のこと。まあ、痛かったり、怪け我がしたり……はしないように気をつけるけど」

「うん」

　今日、暗闇は少しだけ怖くなくなった。

（怖かったのは、何もできないからだったのかな）

　自分は無力だから、怖いものに見つかったら、もうどうしようもない、と。そんな風に思い込んでいたから。

　でも、思いっきり働いてへとへとに疲れて布ふ団とんに入ったら、──きっともう悪い夢も見ない。

　明日は、先生と一緒に「けいこ」をして、ベアババ──おばあさんに仕事を教えてもらって。そうすればもっと、平気になれるだろうか？

　そうだ、とフェルはぴょんと跳ねた。

「あのね先生。明日からね、ベアおばあさんのところで、わたしもお仕事することになったんだよ。いい？」

　明日はソメを教えてもらえるの、と瞳を輝かせるフェルに、ガウェインは複ふく雑ざつそうだ。

「……さっきゼファから、その婆さんかなり偏へん屈くつな守しゆ銭せん奴どだって話を聞いたけど……まあ、普通に給金くれたみたいだし、面倒もみてくれたそうだし大丈夫か」

「うん。さっきベアおばあさんにいろいろ教えてもらったの。ええとね、『かわいい子には出で稼かせぎをさせよ』と、『弱り目がタカり目』、『くるしいときも銭ぜにだのみ』……」

「ちょっと待ってフェルディアちゃん。お仕事を始めるのはもうちょっとあとにしない？」

「え、ううん。もう約束しちゃった」

　ざあっと蒼あおざめるガウェインに、フェルはほくほくと嬉しげな笑みを浮かべた。

　ガウェインの祭服を、くいくい引っ張る。

「わたしね、ゴクツブシ、そつぎょうするの」

「えーっとね、フェルディアちゃん。そもそもあなたゴクツブシじゃないし、その件についてはゼファの馬鹿をキリキリ締め上げるから、アタシとしてはその言葉はもう忘れてほしかったりとか……」

「でね、ゴクツブシじゃなくなったらね、先生をおよめさんにするんだよ！　それでばりばり働いてがっぽり稼いで、先生を幸せにするの」

「こ、この子ったら……可愛すぎるけど割と男親として立場がない！」

　フェルのお仕事について、悩みつつも、ガウェインは結局頷うなずいてくれた。

「はあ。……なんだか、複雑だわ。アタシの知らないところで、どんどん大きくなっていくのね、あなたは」

「どうしたの、先生？」

「いいえ、なんでもないの。フェルディアちゃん。あなたは、どんな大人おとなになるのかしらって、少し考えてただけ。でも、素す敵てきな女の子になるわ、きっと」

　眩しいものでも見るように目を細め、けれどどこか寂しげに、ガウェインは続けた。

　おしゃれをして恋をして、清せい楚そで可か憐れんになって。いつか、そんな日が来るかしら、と。

「ええ。お金よりも興味を持てるものはそのうちできるはずだし。ま、護ご身しん術じゆつをちょっと教えたくらいなら、そんなにびっくりするほど粗そ野やになることもないと思うしね！」

　その「いつか」が楽しみね、と微笑ほほえんで。先生はくしゃくしゃとフェルの頭を撫でてくれた。




　根性だけは持ち前で。

　──守銭奴な老婆に仕事と金の心こころ得えを教わり。

　傭兵出身の養い親から護身術を学んだ少女が、どのような成長を遂とげるかは、また別の話になる。
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「ユアン！　起きて。出かけるよ？」

　突然の窓からの侵しん入にゆう者しやに、ユアン＝エルラントが叩き起こされたのは、空気のきんと冷えきった晩のことだった。




「あのなあ、取とり次つぎくらい出せよパール！　ってか、今何時だと思ってやがる!?」

「そっちこそ、きちんと鍵かぎくらいかけなよね。所しよ詮せんは皇こう宮ぐうの内部と侮あなどるなかれ。最近、意外に物ぶつ騒そうだよ」

「窓から無む断だんで侵入してきた奴やつにだけは言われたくねーよ！」

　寝ねぼけ眼まなこのところを揺ゆさぶられ、あれよあれよと言いくるめられて。

（そんでオレは、なんでこんなとこにいるんだっつー話……）

　連れ出された先は屋内ですらなかった。果はてない闇やみ空ぞらをあおぎ見る。これが本当に昼の青空になるのかと、疑わしく思える程度には、がっつり夜だ。明ける気配もない。

　だが、さすがに目は覚めた。栗くり毛げを搔かきむしり、外がい套とうの前を寄せ合わせたユアンは、呆あきれ交まじりに、目の前にたたずんで同じように空を見上げる少年を見つめた。

　パーシヴァル＝エルラント。明るい南の海を思わせる瞳ひとみは、周囲の寒さむ々ざむしい雪景色にはそぐわず、闇に沈む亜あ麻ま色いろの髪も、まだ見ぬ陽光に似ている。姿を裏切らず気さくで闊かつ達たつな、ユアンの腹違いの兄弟きようだいである。

　ユアンとは、年が同じなだけでなく、唯ゆい一いつ気き兼がねなく話せる相手だ。……ほかの兄弟たちの性格が少々アレすぎるという理由も大きいが。

「横おう暴ぼう非ひ常じよう識しきってガラじゃねえだろ。オレ、お前だけはマトモな奴だと思ってたんだけど？」

　雪を長ちよう靴かで蹴け散ちらすように踏ふみしだく。なにせ真冬の深夜だ。単純に寒い、というより、もはや、痛い。頰ほおや唇くちびるは蒼あおざめるほどに凍こごえ、耳も鼻もちぎれそうだ。

　パールは肩を竦すくめ、いたずらっぽく笑った。彼の笑顔以外の表情を、ユアンはついぞ見たことがなかった。今も、寒くないはずはないのに、それをまったく感じさせない。

「ユアン。ひとつ説得力のある根こん拠きよを挙あげようか」

「なんだよ？」

「おれ、あのクロウ兄上の同どう母ぼ弟ていなんだよね」

「……あー……納なつ得とくしたわ」

「あれ。そこは納得しないでほしかったな」

　彼は飄ひよう々ひようと、今度は声を立てて笑った。笑うと、白い息が頰にまとわりついては、たちまち闇に霧む散さんしてしまう。

「そろそろ、こんな時間に叩き起こして連れ出したホントの理由を教えろよ。『大変だ！　きみのモリガンとマハが父上に襟えり巻まきにされるよ!?』って聞いて跳はね起おきたけど、冷静に考えて、そりゃないだろ。この時間だし、あの親おや父じそこまで暇ひまじゃねえだろうし」

　何より、まだ小さい仔こ獅じ子したちとは、同じ寝台で寝ている。昨晩も、たしか枕元で、元気に丸まっていたはずだ。夢うつつに衝しよう撃げきを与えられ、確認もせずついてきてしまった自分も自分だと思うが。立りつ派ぱに寝ぼけている。

（頭働いてねえな、オレ……って、そもそも遅くまで書庫にいたからあんま寝てねえんだっけ。必死こいて覚えた灌かん漑がい技ぎ術じゆつのあれこれ、全部凍って飛びそうだけど……）

　それにしても、外出してきた先がよく分からない。なにせ今彼らがいるのは、皇宮の裏手に広がる丘きゆう陵りよう地ち帯たいだ。

　小高い丘の上からは、降るような星空が見はるかせる。

　闇に散らばる小さな火花の群れ。『星ほし屑くず』の名のとおり、ささやかで、地味で、取るに足らない、光。

（……月はないのか。星じゃ、やっぱり明かりにはならないな）

　ランタンの中で揺れる炎から、視線を滑すべらせ、再び上を見上げる。

　まるで、極きよく北ほくの暗い海の底にいるようだ。

　ふくらはぎの半なかばまで埋うまるほどの雪の白は、今はくすんだ灰色と化している。強きよう烈れつな冷気は外套の内側に手を差し入れ、肋ろつ骨こつの隙すき間まから心臓を抱きしめてきた。息が詰まる。

「まあまあ、細かいことは置いといてさ。炭すみと小こ鍋なべ持ってきたんだ。団だん茶ちやとバターと、蜂はち蜜みつと胡桃くるみと、ミルクもある。イル族のバター茶作ろうと思ってね」

「あ、前にお前がうまいって言ってたやつか。布袋に道具一式詰めて、妙に用意いいよな……じゃない！　いやいやごまかされねえよ!?」

　ユアンを無視してパールはしゃがみ込み、雪を搔くと、適当な石を見つくろって即そく席せきのかまどを組み上げてしまった。

　ランタンの灯あかりを、紙切れから炭に移し、ミルクを入れた小鍋を火にかける。続けて、ナイフで団茶を削けずって落としていく。

「なんつーか……意外に手て際ぎわいいよな、お前」

「練習してるからね。野宿でもすることになったら、いつか役に立つかもって」

　ユアンの感想に、パールは不思議な答えをくれた。

「へ？　野宿って、なん──」

　首を傾かしげたユアンだが、ふと引っかかることがあって口をつぐむ。

（そういや、順番でいえばこいつが第四皇おう子じなのに。……なんで拝はい領りようまだなんだろ）

　同時に、皇宮に流る布ふするとある噂うわさを思い出しかけ、ユアンは慌てて振り払った。

「ユアン」

　少し大きくなった炎が、地上で揺らめく。それを棒切れでつついていたパールは、ふと口を開いた。

「気のせいじゃなければ、なんだけど。昼間見たとき、きみ、どことなく元気なさそうだなって」

「あー、……まあ、そうだっけな」

「何かあった？」

「別に……」

　ユアンは視線を逸そらした。

「そろそろ龍りゆう公こう位いに叙じよせられんだって思ったら、ちょっと、気が滅め入いった。そんだけだ」

　昨年、長く世話になったエルラント中央教会から本格的に呼び戻され、爵しやく位いを与えられる旨むねや、拝領の話をここにきて矢や継つぎ早ばやに告つげられた。

「えっ……？　大丈夫？」

（大丈夫、も何も。元から分かりきってた話だし……）

　足元から、膝ひざへと。

　じわりと冷えが這はい上のぼってくる。

「昨日の朝には、きみんとこにイグレック兄上が会いにきてたって聞いたよ。なんかヤなことでも言われて、落ち込んだ？」

　かじかんだ指に息を吹きかけながら、パールが尋ねてくる。どんぴしゃりだった。

　こっちの気持ちも斟しん酌しやくせずに、繊せん細さいかつ微び妙みような部分を的確に選んで、よくもまあ突いてくるものだと思う。しかし、このあけすけぶりは、不思議と嫌いではない。

「うーん、ちょっと違うかな」

「違う？」

　──〝お前如ごときに〟

　そこまで考えたところで、ふと、次じ兄けいイグレックの嘲ちよう笑しようが耳によみがえる。

「たしかに、イグレック兄貴が言うとおり。オレなんかが、領主になってもって……思いはするんだよ」

「ん？」

　頭上に広がる、満点の星空。

　あれを読む力を手に入れたら、どうだろう。灌漑のための河か川せんの氾はん濫らん期きは？　鳥ちよう獣じゆうたちの動向は？　気き候こうの正確な読よみ解ときだってできるかもしれない。

　それでも──

（影の薄い第五皇子が、見捨てられた地に封ほうぜられる。なんとも似合いだな、とか言われたんだっけ）

　自分は星だ。

　太陽のまばゆさを持つジルフォード、月の叡えい智ちを持つクロヴィス。どうあがいても、持って生まれた才の差は歴れき然ぜんだ。星屑ごときの光では、広い土地を照らせない。

「ジル兄貴は迷いがないし度ど胸きようがあるし、イグレック兄貴は自分に絶対の誇ほこりと自信がある。クロウ兄貴は、まあ、なんつーか善ぜん良りような人間らしい心以外はだいたいのもんを持ってる」

「最後のは本人に伝えとくよ」

「やめろ殺されるから。お前だって、クロウ兄貴に似て剣の腕は立つし、オレら兄弟の中じゃ珍しく、愛あい嬌きようがあって明るいから周囲に好かれてるしさ」

　──あと、なんだか妙に達たつ観かんしてるところがあるし。

　最後のひと言は、口には出さず心の中だけに留とどめる。

　泰たい然ぜん自じ若じやく。

　パールの笑顔は、乱れない心の表れだ。彼は、朗ほがらかで摑つかみどころがなく、どこか読めない。けれど、不思議と、話していると落ち着く。

「……対するオレは、何もないなって」

　影の薄い第五皇子。その言葉は何も間違いではない。

　幼少期から、教会に放り込まれて育った。おかげでいい出会いをし、よく学ぶことはできたが、そこで得た師も友も地位も知識も、すべては手離さなければならないものだった。

　結局、追いつこうと頑張れば頑張っただけ、思い知らされる。持って生まれた才能の差はどうしようもないのだと。

　今ここにいるのは、生き物の扱あつかいに少し長たけた、聖せい詩し篇へんにやけに詳くわしい、それだけの皇子。卑ひ屈くつになりもする。

「そんなことはないよ」

　小こ瓶びんから掬すくった蜂蜜を鍋に溶かしながら、パールはまた笑った。

　彼は、でき上がったバター茶を、同じ袋に入れてきたらしい、素そ朴ぼくな木のカップに注そそいで渡してくれる。強いシナモンの香りがした。

「あるじゃない、才能。すごいのが」

「は？」

「きみの努力する姿し勢せいは才能だ。報むくわれない虚むなしさも、諦あきらめないといけない瞬間も、知っているはずなのに。きみは絶対に屈くつさない。おれは憧あこがれる」

　三バ人イのヴ戦・魔カ女ハの名をつけた仔獅子たち。

　その名の由来については、このあいだ、こっそりとパールに打ち明けたところだった。

「貧ひん困こんのヴァゼタ領に行くんだってほぼ確定してから、ずっと、文もん句くも言わずに図書室で勉強しているよね。農業のこと、風土のこと、必要だと思ったことを全部」

　これといって取とり柄えのない第五皇子だが。それでも、自分が治める土地と領民には、『影が薄い』なんて言わせたくない、と。

「……だって、そういうもんじゃないのか？」

「そうでもないよ。折れてしまう人はいるからね。たくさん」

　パールは静かに手元のカップを見つめていた。

　北風が、亜麻色の髪を巻き上げる。

　ユアンはぐず、と洟はなを啜すすった。断じて泣いてはいない。純じゆん粋すいに寒いのだ。こんな話をするなら、どうして部屋にいたままではいけなかったのだろう……。

「きみを呼んだのはさ」

　彼は、ふと空からになった小鍋をどけ、燃もえ盛さかる焚たき火びに雪をかけた。

　じゅっと悲鳴を上げると、炎はあっという間に消えてしまう。薄く煙けむりが立ち上った。

（何を……？）

　訝いぶかって眉をひそめるユアンの前で、パールは白い指を伸ばし、空を指さした。

「あれ、見せたかったんだよね」

　ふと。

　見上げると、空が、漆しつ黒こくから紺こん碧ぺきへと次第に色を変えていた。

　白しらみ始める、とはよく言ったものだ。

　地平から次第に色を変え、境きよう界かいから茜あかね色いろが滲にじみ出だす。

（うわ……）

　黎れい明めいの時だ、と。

　ユアンは息を吞のんだ。

　夜明けなんて、教会にいた頃から何度も見てきた。けれど、そんなこと考えられないくらい──ただ、溢あふれる光に圧あつ倒とうされる。
















　見る間に夜は朝となる。闇が晴れる、瞬間だ。

　空気は過か酷こくなまでに澄すんで、肺を冷たく染める。きんと脳のうが冴さえ、ユアンは吐と息いきをこぼした。

「すげえ」

「綺き麗れいだろ？」

「うん」

　ユアンが素直に頷くと、「よかった」とパールは苦笑した。

「まあね。寒かったし、冷たかったし。凍とう死ししたら洒しや落れにならないんだけど、さ」

「？」

「クロウ兄上に教えてもらった。寒ければ寒いほど、湿しつ気けとか、余計なものが空気から吹き飛んでるから。冬は夜明けがいちばん綺麗なんだってさ」

　今日は特に冷えるから、格別なんじゃないかと思ったんだよね、と。

「我が慢まんは無駄じゃない。耐えた分、──こうして、いい夜明けが見られるだろ。って、言いたかったんだ」

「……」

　それだけだよ。

　暁ぎよう光こうを見つめる同い年の異母兄の横顔から、ユアンは目を逸そらした。

　ひょっとしたらパールも何か、思い悩むことがあったのかもしれない。血ち筋すじについて、己おのれの行く末について。彼の言葉は、自らに言い聞かせているようにも響いたから。

　けれど。こうしてユアンを気にかけ、励はげましてくれた。そのことが、何よりも。

（……夜の冷たさは、朝日を美しくする、か）

　──ありがとな、と。

　吐息に紛まぎれるほどの声は、冬の空気に溶とけて消えた。


Ｆｉｎ．




























「はーあ、ぜんっぜんやみませんねぇ、雨」

「一日こんな調子だろうな」

　──その日は、朝から怪あやしい空そら模も様ようだった。

　案あんの定じよう、灰色の雲は大おお粒つぶの涙をこぼし始め、午後の視し察さつがおじゃんになってしまう。仕方ないので、空あいた時間を利用して、クロウは、かねてから気になっていた品をケイに持ってこさせたのだ。

　ざあざあと、雨音が鼓こ膜まくを打つ。執しつ務む室しつの窓からちらりと外に視し線せんをやれば、まるで、大地を丸ごと洗い上げるような激はげしさである。

「……で。これが、お前の話していた『カランビット』とやらか？」

「そう。不思議な形の刃やいばでございましょう。猛もう虎この爪つめを模もしているともいわれます」

　薄暗い部屋のテーブルに並べられたナイフの群むれを見下ろし、クロウは「……たしかに、変わっているな」と頷うなずく。

　鎌かまというか鉤かぎ爪づめというか──まるで、牧ぼく童どうの吹く角つの笛ぶえを、ぺしゃんと潰つぶして平べったくしたような形状だ。大きさも、手のひらに収まる程度しかない。柄つかには黒い麻あさ紐ひもが巻かれ、さらに柄つか頭がしらには指を通すための輪が取りつけられている。

「東とう方ほう帝てい国こくより、さらにずっと南に下った島とう嶼しよ国こくのナイフですよ。帝国支配に抗あらがうためでしょうか、あのあたりは暗あん器きの聖せい地ちなのでございます。ジルフォード殿でん下かの護ご衛えいであるミゼルカ殿どのにもご紹介したところ、たいそうお気に召したようで、よく買ってくださいます」

「ミゼルカか……たしかに暗器が好きそうだな」

　現在の長ちよう兄けいとは対照的な、無表情で言葉少ない女護ご衛えいの顔を思い描き、クロウは頷いた。

　人差し指を輪に引っかけ、逆さか手てに柄を握り込んで使うのです、と。ケイは解説がてら目の前で実じつ際さいにやってみせる。

　ひゅん、と刃が空くうを裂さいた。くるくると自在にカランビットを回す様子は、普段からよほど使い慣れているのだろうと想そう起きさせた。

「お前が使うような東方の暗器に興味があるとは言ったが、まさか昨日の今日で用意してくるとは思っていなかった。商売熱心で結けつ構こうなことだが、本業を忘れてはいないだろうな？」

「やだなぁ。こんなにあるじのために粉ふん骨こつ砕さい身しん働く、実直で勤きん勉べんな家か令れいなんて、エルラント中探しても自分めくらいのものですよ。せっかく大だい商しよう路ろの話にだって、あなた様がやっとこさ乗ってくださったわけですし？」

　クロウが呆あきれると、ケイは藤ふじ色いろの目を猫のように細めて笑う。

　そういえばこの男は、いくつなんだろうか。クロウはふと思った。焙あぶったアーモンドのような濃こい肌色も相あいまって、輪をかけて歳としが分からない。

　年齢はおろか、正確な出身地も──本名すら、直接尋ねたことはない。必要以上に干かん渉しようしないことが、この主しゆ従じゆうの不ふ文ぶん律りつだった。

（ガウェイン殿どのといい、最近俺の周りには、年齢不ふ詳しようの奴やつがやたら多いな……）

　とりとめもなく考えつつ、ナイフのひとつを手に取る。

　なるほど、軽いし手に馴な染じむ。ミゼルカが好むのも納なつ得とくできた。ただしよほどの近接戦専用だ。こんなに小さい武器では、相当に習しゆう熟じゆくしなければ、長ちよう剣けんの間合いには入れまい。

「言っときますけど……この形にも、ちゃんと理由はあるのですよ？　我が君。けだものの爪は、突き刺してから引ひき裂さくから、あのように深く肉を抉えぐるのです。これも同じですよ」

　矯ためつ眇すがめつしていると、ケイはつらつらと気味の悪い補ほ足そくをくれた。

「手首の脈みやく、腿ももの内側、喉のど笛ぶえ、眼球。腹を狙ねらえば臓ぞう物もつを。小回りが利きき、湾わん曲きよくしたカランビット・ナイフは、特に人体を内側から傷きずつけるのに適てきしているのでございます」

「内側？」

「たとえば、こんな風に」

　言うが早いか、ケイは胡う散さん臭くさい笑顔から一転、すうっと表情を凍こおらせ──目にも留とまらぬ速さでクロウの眼がん前ぜんに刃を繰くり出だした。

　黒髪の先を斬ざん撃げきが掠かすめ、研とぎ澄すまされた殺さつ気きが肌に突き刺さる。

　通常なら、驚いて声を上げたり、気き絶ぜつしてもおかしくない。

　しかしクロウは微び動どうだにしなかった。

「ご苦労。威い力りよくはよく分かった」

　まばたきもせず、平然としたままのあるじに、ケイは口を尖とがらせた。
















「うーん、つまんないですねぇ。ちょっとは焦あせってくださったほうが、脅おどかし甲が斐いがあるってもんなのですが」

「焦る必要がどこに？」

　──この男は、決して自分を害がいさない。ただし、利用価値がある限り。

　それをよく知っているから、慌てようがないだけだ。

「ともあれ、ナイフの使い勝手に戻りますとね。人間の身体からだは、内側ほど柔らかく脆もろいものでございまして。『ハゲろ！』でグサリ、『大嫌い！』でブスリ、『離婚してください』でザックリ。ほらね、至し近きん距きよ離りでスパスパっとやられれば、どんな嗜し虐ぎやく趣しゆ味みの鬼き畜ちくでもイチコロってもんです。どうです、新入荷のククリ・ナイフもつけてお安くしときますよ」

「勤きん勉べん実じつ直ちよくな家令殿はよほど給きゆう金きんを減らしてほしいと見た。よし、お望みに応こたえてここにあるカランビットは買かい占しめる。支払いはお前の俸ほう禄ろくから天引きでな」

　にこにこ笑って軽かる口ぐちを叩くケイに、クロウは冷れい笑しようで応おうじた。

「じょ、冗談ですってば。まあ、我が君に限っていえば、カランビットよりも的てき確かくに心臓抉ってくださる奥方さまがおいでですからね！　きっと使い慣れるのも防ぎ慣れるのも早いですよってことです」

　無理やりすぎる結論にこじつける家令にため息をつき、クロウはナイフを置く。

（近接戦専用か……。刃に、精せい製せいしたクサリヘビの毒どくでも塗ぬれば、ただの短剣より使い勝手はいいだろうな。この軽さなら、フェルでも身につけていられるし）

　物ぶつ騒そうな想像をしつつ、クロウは目を伏せた。

　シレイネやキリヤの話から徐じよ々じよに姿を見せ始めた、妻を狙ねらう『奇き妙みような敵』の存在。用心に越したことはないし、彼女でも扱あつかいやすい武器は増やしておいたほうがいい。

　しかし刃に毒を塗るのはまずいかもしれないと思い直す。仕事はできるくせに妙なところで抜けている妻のことだ。「あぐぁ指切った！　毒回った！　死んだ！」と三連続の場面を想像し、クロウは渋しぶい顔になる。その様子を、ケイはじっと見ていたが。

「しかしまあ、時間というのは過ぎるものですよねえ、我が君」

「？」

「変わったのか、戻ったのか。ああ、今のあなた様が、まっとうに言葉ごときで傷つけられる程度の人間らしさをお持ちになられたことでございますよ」

　手て慰なぐさみに、ひとつひとつナイフを鹿しか革がわで拭ぬぐいつつ、ケイはうそぶいた。

「……まっとうに傷つく人間らしさ、な」

　クロウは無感動に繰り返す。

（殺したい相手を内側から傷つけるというなら、やはり──刃より毒がよほど有ゆう用ようだ。人を殺す感覚も弱く、それでいて、苦しみを長引かせられる……）

　きれいに並べられた小さな刃は物ものの群れが、薄暗い執務室で鈍にび色いろに輝く。

（フェルに持たせるのは、やめておくか。やはり）

『人の内側を傷つけることに特とつ化かした剣』──こんな日に並べるんじゃなかった、と少し後こう悔かいする。雨の日の暗あん鬱うつな気分に拍はく車しやをかけるのだ。

　ひとつ首を振ってテーブルに背を向けると、クロウは窓に歩み寄り、池のように雨水を湛たたえた庭に視線を落とした。

「こんな天気でございましたかね、……あの日は」

　ケイの言葉に、クロウは心中で訂てい正せいを加えた。

（……あの日も、かな）

　クロウの場合、だいたいが、雨の日にはひどい思い出しかない。

　曇どん天てんを映した水溜まりに、新たな雨あま粒つぶが絶たえ間まなく降ふり注そそぎ。

　追つい憶おくは、波は紋もんに揺ゆらぎ溶とけ消きえる。

　ひとつ目の悪い思い出は、まだケイとは会ってもいなかった頃。

　そうだ、あれは──たしかクロウが十三のときだっただろうか。
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　しとしとと、雨音が静かな部屋に響いている。

　そこに重なる自みずからの呻うめき声が、どこか遠く。クロウは朦もう朧ろうとする意識の中、シーツを摑つかむ。骨の浮いた手ての甲こうは、まるで死人のように蒼あおざめていた。

「げほっ、……かはっ」

　もう吐はくものもなくなった。

　黄色い胃い液えきとともに、命が身体からだから流れ出ていくようだ。頭の血けつ管かんは別の生き物のように激はげしく脈みやく打うち、指先は言うことを聞かず、全身ががたがたと瘧おこりのように震ふるえる。汗が止まらないのに、ひどく寒い。

（舶はく来らいの毒どく蜘ぐ蛛もか。油ゆ断だんした……）

　食事には気をつけていたし、彼女の使う毒物に関しても情報を仕入れているはずだった。その甲か斐いあってか、母リグレインの凶きよう行こうはここのところぴたりとやんでいたのに。

　咬かまれたのは、ほんの小さな黒い蜘く蛛もだった。エルラントでは見ない種類だから、解げ毒どく方法がすぐに分からないよう、南方あたりから仕入れたのだろう。芸が細かいことだ。

　意識の薄れそうな中、蜘蛛を仕込んだ衣装を届けにきた侍じ女じよの顔を思い出す。しかし、どうせ特定しても無む駄だだろう。母の息のかかっていない人間を探すのは、同じ離り宮きゆうの中にあって不可能に近い。

　毒蜘蛛にやられたときの基き礎そ知識をもって、熱い湯を頭からかぶる応急処置はしたが、──苦痛はあまりに激はげしく。

（もう、無理かもしれない）

　ゆるゆると全身の筋肉が弛し緩かんしていく。

　満みち潮しおのように、ぼんやりと諦あきらめが押し寄せてくる。──ここで命を手放せば、もう楽になれる。

（もとより死ぬはずだった。よりによって生みの親、母上に、はじめて命を狙われたときから……）

　そうだ、諦めてしまえ。

　魔まの囁ささやきは優しい。抗あらがう気は失せていた。

　腹を痛めた実じつ母ぼにすら望まれない命だ。投げ出したところで、何が惜おしいものか。

　──クロウ兄上……！

　ふと、呼びかける声に意識が浮ふ上じようする。

　夢か現実か。

　目に飛び込んできたのは、明るい太陽のような亜あ麻ま色いろの髪と、南の海を思わせる青の瞳ひとみ。いつもは無む邪じや気きに笑っているその顔は、涙でぐしゃぐしゃになっていた。

（パール）

　声は出ない。代わりに、ひゅうっと咽の喉どに不快感を残す吐と息いきが漏もれた。

（死、ね、ない）

　今ここで自分が死んだら、弟はどうなる？

（俺が死んだら、母上の憎ぞう悪おの捌はけ口ぐちが弟に移るかもしれない。……母上だけじゃない、父上だって信用できないのに）

　第四皇子が、皇帝の胤たねではない不ふ義ぎの子だとは、皇こう宮ぐう内で知らぬ者のない噂うわさだ。

（パールを残して死んでたまるか。父上の庇ひ護ごもなく、母上はあのざまで。俺が守らなければ。弟を守ってやれるのは俺だけなんだ……！）

　蠟ろう細ざい工くのように血ちの気けの失うせた手を伸ばし、枕元の木もく炭たんを摑む。

　木炭には毒消しの作用がある。未み知ちの毒にどこまで効きくかは分からないが、震える指で口元に持っていき、黒く苦い塊かたまりを嚙かみ砕くだいた。

　咽喉を襲おそう違い和わ感かんに、激しくむせる。神経が焼き切れていくような激げき痛つうとともに、クロウは意識を失った。




　──白い。

　重い瞼まぶたをこじ開けた瞬間、光の洪こう水ずいに虹こう彩さいを焼かれる。

　ああ、天てん蓋がいの色か。一いつ拍ぱく遅れて気づく。

　柱、天てん井じよう、壁、タペストリ。この離宮は、何もかもが白い。虚きよ無むの色は、光に慣れない目には、時に暴ぼう力りよく的てきなまでに鮮せん烈れつだ。

（呼吸がしづらいな……それになんだか、腹が重い）

　クロウはぼんやりと思う。

　全身がだるい。けれど、苦痛は和やわらいでいた。

「……目が覚めたか」

　ふと聞こえた声に、ゆるゆると視線をそちらに向ける。

　白い部屋の隅すみ、象ぞう牙げ色いろのビロードを張った一人掛けの椅子に、脚を組んで座した少年の姿がある。灰かい青せいの髪に、空色の瞳。そっけない色味に似合いの、整っているが彫ちよう像ぞうじみて無表情な顔と、平へい淡たんな声。──覚えがあるどころか、血を分けた異い母ぼ兄けいの顔だ。

「ジルフォード兄上……」

（と、ミゼルカか）

　およそ笑ったところを見たことがない、『氷の貴き公こう子し』と噂されている第一皇おう子じだ。

　極度に凍こおらせた感情と、態度と表情に内面がまったく反映されない厳げん格かくなたたずまい。誰が言い始めたか知らないが、氷とは上う手まいことをとクロウは思う。

　その背はい後ごに、ひっそりと影のように控ひかえる灰色髪の少女は、彼の近この衛えのミゼルカ。

　流し読んでいた革表紙の本をパタリと閉じると、兄はクロウの横たわる寝台に視線を投げてくる。

「お前は三日眠っていた。木炭と熱ねつ湯とうで応急処置をしたのは正解だったな」

　たしかに最初の処置は自分で施ほどこしたが、そこから先は記き憶おくがない。

「……ジルフォード兄上。あなたが？」

　クロウが──ひどく声は掠かすれていたが──尋ねると、「いや」とジルフォードは目を伏せる。

「感謝するなら私にではない。お前が生きているのは、そこで寝ている奴やつの執しゆう念ねんだろう」

　長い指が示した先をたどると、自分の腹に行きつく。

　──道理で重いと思ったら。

　クロウは体調も忘れ、笑ってしまった。

　ベッドの掛け布に頭をうずめるようにして、パールが突つっ伏ぷしていた。亜あ麻ま色いろの髪を絹きぬに散らせ、すうすうと一定の調子で寝息を立てている。

「お前の容よう体だいが落ち着くまで、つきっきりで看病していた。峠とうげを越した瞬間に、糸の切れた操あやつり人形のようにそうなった」

　ジルフォードは淡たん々たんと告げる。

「……そうですか」

　クロウは手を伸ばし、眠る同どう母ぼ弟ていの髪を撫なでた。関節がひどく痛んだが気にならない。

「ミゼ。あれを」

「はい」

　唐とう突とつに、兄は持っていた本を護衛に手渡すと、何ごとか命めいじた。

　主人に似たのかやはり表情に乏とぼしい女護衛は、ひとつにまとめた長い髪を揺らして退たい出しゆつすると、すぐに何かを抱かかえて戻ってくる。

（なんだ……？　本？）

　ばさばさとベッドの上にぶちまけられたもの。先ほどまでジルフォードが読んでいたものも含め、大量の書しよ籍せきだった。

　第一皇子の護衛の少女は、華きや奢しやな手足に似合わず、そこらの男よりよほど屈くつ強きようだったが、引き換えに濃こまやかな気き遣づかいとは無縁の人間だ。さすがにパールの上は避さけてくれたようだが、顔のすぐ近くや胸の上までお構いなしに分厚い本を落とされる。病人なのだから多少は手て加か減げんしてほしい。

　顔をしかめるクロウに、ジルフォードが解説をくれた。

「回復したら適当に読むといい。南方の生物毒に関する新しい研究書だ」

「！　……ありがとうございます」

　珍しい。礼れい儀ぎのためにクロウはなんとか上体をもたげ、クッションに背を預けた。

　散らばった本の群れの題を目で追う。『南島毒物大全』に『蜘蛛毒の基礎知識』など、予想どおり、お堅かたい学術書ばかり──

「って。『くもはともだち』ってなんだ……？」

　二度見してみる。『ぼく、どくへび』というやたら可か愛わいらしい桃もも色いろの絵本もあった。兄の顔もまじまじ見たが、相変わらずジルフォードはなんの表情も浮かべていない。

（間違いだよな？　いや、冗談？　まさかな、この長兄に限って）

「……何を驚いている？」

　複雑なクロウの表情に気づいたのか、ジルフォードはわずかに眉をひそめた。

「え、あ、いいえ。お気き遣づかいには感謝しますが。てっきりあなたは、俺やパールが生きようが死のうが……」

「興味がないものかと思っていた？　なるほど。あのまま死んでいたら、違いない。だがお前は生いき延のびた」

　わずかに言い淀よどむクロウの台詞せりふに、ジルフォードはなんでもないように同意した。

「ただし、死にかけたことも事実。……お前なりに精いっぱい自じ衛えいしていたつもりだろうが、あの毒女相手ではぬるかったようだな」

「そうですね。……骨身に沁しみました。よく」

　苦々しい顔で頷くクロウに、ジルフォードは付け足した。

「知恵をつけろ。膂りよ力りよくを養やしなえ。有能ならば生き延びて国の礎いしずえになってみせろ。無む能のうならば死ぬしかない。天てん寿じゆを全まつとうしたければ、自助努力でその術すべを身につけることだ」

　兄はそう言って立ち上がり、背を向けた。足音も立てずにミゼルカが続く。

　ぱたりと静かに閉められた扉に、クロウは黙って頭を下げた。

（今さらのことを。なるほど……見舞いにかこつけて、わざわざ釘くぎを刺しにきたわけか）

　弱さは死を。強さは生を。

　今のクロウもパールも、毒どく蛇へびと同じ籠かごに入れられた小鳥のようなものだ。

　ならば力をつけ、必ずこの鳥籠を脱だつ出しゆつする。弟を連れて、生き延びるのだ。

　穏おだやかな寝ね息いきを立て、眠り続ける弟の亜麻色の髪をもう一度搔き混ぜてやりながら、クロウは表情を引き締めた。

　──守らなければ、と。

　誓いはずっとこの胸にある。

　この弟がいたから、母親の狂きよう気きにも耐たえられた。

　悪意には、自分なら曝さらされ慣れている。だから、何を犠ぎ牲せいにしたっていい。パールだけは、必ず……。

（おめおめと、喰い殺されてたまるか）

　皇子は、個人差はあれ、十五歳を迎えて成人すればやがて拝はい領りようが決まる。エルラントのどこに飛ばされるかは、父帝の心次第だが、できるだけ難しく、辺へん鄙ぴな土地がいい。たとえばそう、クルヴァッハのような。

　そうしたら、必ずパールも連れていく。

　大切なものを守ることができるなら、行き先がどんな荒野でも構わない。
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　──雨にまつわる二つ目の記き憶おくは、ひとつ目よりずっと忌いまわしく。それから辺境に下ったのちのこと。

　追つい憶おくは、波は紋もんに揺らぎ溶とけ消きえる。

　透明な雨水ではなく、真紅の血ち溜だまりの上で。




「クロウ。あまり……思い詰めるな」

　赤茶色の大地に、湿った風が吹きわたる。

「間違ってもあとを追うなどしてくれるなよ。忘れろと言ったところで無駄と分かっているが……お前には、亡もう者じやに連れていかれていい魂たましいも、その暇もないのだから」
















　この声はジルフォードか。こんな感情の抜け落ちた、静かな兄の声は久しぶりに聞いた。まるで往おう年ねんに戻ったようだ。

　駆けつけてくれたのは、この長兄だけだった。もっとも、パールとすこぶる仲が良かった五番目の皇子が来ない訳は、おそらく父の手で、この一件についてすでに情報統制が敷かれているからだろう。力技でも知しり得える立場にあるジルフォードだけが来たのはそういうことだ。思考は妙に冴えていた。

（寒いんじゃ、ないのか。こんな冷たい土の上では。それになぜ、顔が、見えない……？）

　亜麻色の髪、明るい南の海の瞳。その上には今、白い布がかぶせられている。胸を濡ぬらしていた赤はどす黒く変色し、腹の上で緩く組まれた手は大理石のよう。

　まるで命など宿っていないといわんばかりに。

（違う……誰だ、これは）

　涙は出ない。まだ底冷えのする春先のティカルで、横たわるパールの骸むくろを前に、クロウは茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

（俺は、なんのためにイルと友好関係を築いたんだ……弟を、殺すためか？　そうだ、なんのために、クルヴァッハに連れてきた……）

　名ばかりの調査の間、柩ひつぎに納めることすら許されず。もう何日もこうしている。

　日が暮れ、夜が深まっても、彼は、命を失い『物』となり果てた弟を見下ろし続ける。眠りもせず、食事も取らず、飽きもせず、ずっと。

（……月が）

　夜空には月が出ていた。

　だというのに、ぽつり、と頰を滴しずくが濡らす。

　ティカル高原は、めったに雨など降らぬ地だ。遠くの雨が風で飛ばされてきたのか？　そう思うと同時に、月を真っ黒な雲が覆い、ざあっと強い本降りとなった。

「クロヴィス殿でん下か」

　それでも動かないクロウの背後から、ふと、人影がひとつ近づく。

「パーシヴァル殿下のことは、自分めも身の引き裂かれる、思いですが……あまり思い詰めるのも考えものですよ」

（……今度は誰だ？）

　──ああ。最近領にやってきた胡う散さん臭くさい東方商人か。

（名前はたしか、ケイ。ケイ＝サリタ……）

　クロウはさっぱり信用していなかったが、パールとはなぜか馬が合うようで、あれこれと夜ふけまで話し込んでいた……。

（商人ならこのあたりには土と地ち勘かんがあるだろうから、ジルフォードの案内に立ったのか）

　振り返れば、やはり、淡い金髪の男が立っている。彼はクロウの視線を受け、右手を左手のひらで包み頭こうべを垂れる、東方の礼を取った。

「クロヴィス殿下。お風か邪ぜを召しますよ」

　再度の忠告を、クロウは聞き流した。ぽたぽたと、黒髪から滴が垂れ、頰を伝う。

　そういえばこの男は、大だい商しよう路ろがどうとか言っていた。パールの興味を引いていた話だ。

「……さぞ口くち惜おしかろうな。お前の計画はこれで水の泡か」

　なぜ、この男と話をする気になったのかは分からない。気づけば口を開いていたクロウに、「そうですね」とケイは答えた。

「大商路の新設を持ちかけたとき……真ま面じ目めに耳を傾けてくれたのは、パーシヴァル殿下だけだったわけですしねぇ」

　雨は襟から首に入り、足元から靴に滲しみて、徐じよ々じよに体温を奪う。異民族の意い匠しようを組み込んだ黒衣が、じっとりと水気を含んで重い。濡れるのは相手も同じだが、ケイは去ろうとしなかった。

「もっとも自分め、パーシヴァル殿下のことは打算抜きに得え難がたいかただと思っておりました。気さくで、明めい朗ろうで。良い関係が築けそうだと。その矢先にこのざまですので。まあ、自分めの場合、親しいかたの死には慣れておりますけれども」

「嫌な慣れだな」

「そうですね。自分めもそう思います」

　あけすけな物言いだった。今までこういった隙は見せない男だったので、案外、本当にパールの死に衝撃を受けているのかもしれない。

「……なぜ、俺たちを選んだんだ？　計画とやらに」

「なに、単純な話です。狙ねらうなら、ユナイアとの接点のクルヴァッハを治める第三皇子と考えたまでのこと。……計画を成功に導く実力もおありのようでしたし」

　まずは補佐を務めるその弟に計画を打ち明け、搦からめ手てから攻める手はずを整えるはずだった、と。

「ま、協力まではしてもらえずとも、せめて、クルヴァッハでそれなりの身分を得られれば話は別だったんですがねぇ……クルヴァッハがエルラント全土に先んじて安定すれば、ユナイアへの足場が築ける」

「……ぺらぺらとよくしゃべる口だな。いいのか？　俺に、そんな腹のうちを明かして」

　クロウは薄く笑った。

　金色の髪に濃い肌色。変わった容姿と流りゆう暢ちような共用語でごまかしているが、微妙に訛なまりが消せていない。それに、若草色の衣装の裏地には、ひっそりと五ご爪そうの龍りゆうがいた。

「で、足場を築いたその先は、お前が仕える帝国に繫つながっているわけか？　狡こう猾かつそうな割にずさんだな。だいたい、『ケイ』という名前からして、もう少しつけようがあるだろうに」

「ご安心をば。なぜって、もう諦あきらめておりますのでね。さすがに今のあなた様にそういう話を持ちかけるのは酷こくだ」

　ケイは投げやりに言った。

「……この地は荒れる。クルヴァッハ公爵、あなたには──もうユナイアとの商路を築けるだけの余裕もなくなるでしょうから」

　それきり会話が途絶え、地を打つ水の音だけが静寂に満ちる。




　──〝兄上。ここを、エルラント一、いい土地にしようよ〟




　ふと、雨音の向こうに、かつての弟の声を聞く。

　──〝クロウ。言っておくが、この地は荒れる〟

　続けて、昼に聞いたジルフォードの声も。

『異民族との橋渡し役として有能だった南東部総督がこんな死に方をして。おまけに、無能な狸たぬき貴き族ぞくどもをお前がすべて追い出したおかげで、圧倒的に人手も足りない』

（荒れる？　クルヴァッハが……？）

　弟は、南東部の少数民族たちの不可思議な文化に親しんでいた。国境を隔へだててすぐ隣にいるはずの、ユナイアの王女に会いたいと言っていた。

　──美しいクルヴァッハを、パールは深く愛していた。

　大切なものを守れなかった。毒どく蛇へびは、鳥とり籠かごの外まで小鳥を喰くい殺ころしにきたのだ。

（終われない。まだ。このままでは）

　ならばせめて、弟が愛したものくらいは、守りながら朽くちていきたい。

「……くれてやる」

「はい？」

「東方帝国の狗いぬ。貴様に望むものをくれてやる」

　雨音に搔き消されるほどかすかな声なのに。

　それは、はっきりと響いた。

「……東方の狗、と」

　ケイはやがて、ゆっくりと問い返してきた。

「それをご存じの上で、商路新しん設せつにご協力いただけるので……？」

「さてな。それはまた別の話だ。今は必要性を感じないから」

　クロウは、ふと笑う。

　潤うるおった空気とは裏うら腹はらに、かさかさと、乾いた声だった。

「だが、クルヴァッハでそれなりの地位なら与える。……情報も好きに探るがいい」

「……？」

「お前にとって価値がある限り、お前は俺を裏切らないだろう。お前が俺にとって役に立つ限り、利用され続けてやろう」

　クロウは、ゆっくり振り向いてケイを見み据すえた。

「だから、この地を守るために力を貸せ」

　同時に、相手は気け押おされたように息を吞む。

「墓はか守もり。いや、……屍しかばねか」

　ケイの薄い唇が呟いた。クロウは、聴きかなかったふりをした。




　──明めい朗ろう闊かつ達たつな太陽の死を、悼いたんで降ったのだろうか。

　そうも思わせる天の涙は、気づけばやんでいた。

　乾いた血は水に滲み出し、やがて色を薄め、窪くぼみに溜まり。いつの間にか、再び顔を出した白い月が、水みず鏡かがみに冴さえ冴ざえと浮かんでいた。

　追つい憶おくは波は紋もんに揺らぎ溶け消える──。
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「いやー、いろいろ思い出しちゃいました。よくこんな根ね暗くらで陰いん湿しつで後ろ向きで活いける屍しかばねみたいなあるじに仕つかえてきたなぁって、自分め我ながらあっぱれですよ。割と無む駄だ骨ぼね折ったかなぁって思いかけてたとこだったし、あなた様が大だい商しよう路ろの計画に取りかかってくださって本当によかったよかった。キャッホウ」

「そうだな。本当……思い返せば、お前、割と最初からあまり包まなかったよな……。隠しとけばいいところまで」

　湿っぽさをぶち壊すケイの声に、クロウは眉み間けんを押さえた。

（しらじらしい）

　似合いもしないのに、妙な気を遣つかう男だ、と。クロウはばつが悪くなって黙る。

　雨の記憶はあまりに重く。──暗くなった互いの気分は、冗じよう談だん如ごときで晴れるものでもない。

　そこで、こんこん、と控えめに扉が叩かれる。二人同時にそちらを見てしまった。

「誰か来る予定だったか？」

「あ、ご報告まだでしたっけ。取とり次つぎならさっき来てたんですよ。はいはいっと──奥方さま」

　開いた扉の向こうには、緋ひ銀ぎんの髪の少女が、所しよ在ざいなげに立っていた。クロウと目が合うと、彼女は藍あい色いろのタフタドレスの裾すそを摘つまみ、軽く腰を折る。ローブの飾りとして花か弁べんのように重ねた幾枚もの薄いレースが、その動きに合わせてふわりと揺れた。

（フェル）

「シレイネか。どうした？」

「ええと、別に大した用じゃございませんの。……視察が取りやめになったと聞いて。次はいつなのか、確認にまいりました」

　そうだった、とクロウは納得する。

　午後の視察は──立春インボルクの祝祭の舞台を見に行く予定だったのだ。当然、フェルも同行させるはずだった。なにせ彼女には、祭りを華やかに締めくくる、春のおとないを寿ことほぐ女神ブリギットの大役を預けているのだ。

「侍女たちから聞いているぞ。聖せい詩し篇へんの練習もずいぶんしているとか？　口では嫌いやだと言っていたくせに。案外乗り気じゃないか、ブリギット役に」

「誤解しないでくださいませ。任されたからには、半はん端ぱにこなしてはユナイア王女の名な折おれですもの。何より、お祭りを楽しみにしている皆さまにも、ほかのブリギット候こう補ほだった皆さまにも面めん目もくが立ちません」

　軽口をすぱっと切り捨ててくるフェルに、「そうか、あいにくの天気だったな」とクロウは何気なく言った。

「まあ、外に出られないのはそうですけれど。そんなにがっかりもしていませんわ」

「なぜ？」

「だって、今のわたくしたちにとって残念なだけで、農地には恵みの雨ですもの。それに、雨が上がれば虹にじが見えるかも」

「！」

「それはそれで楽しみ……って、あら？」

　わずかに目を瞠みはるクロウの前で、フェルは、不意にテーブルに顔をやる。しまった、とクロウは息を吞のんだ。まだカランビットを並べっぱなしなのだ。

「なんでしょう？　これ」

「ああ、それは……」

　首を傾かしげるフェルに、クロウは一瞬口ごもった。

　護身のため、彼女に暗あん器きを持たせようと考えついたのは自分のはずなのに。

　人を傷つけ、殺すための道具に、なぜか触れさせたくないと思ってしまった。

　──が。

　フェルは瞳ひとみをぱっと輝かせると、ひとつを取って両手で掲かかげた。




「素す敵てき！　なんだか麦の収しゆう穫かくによさそうな刃物がいっぱい」

「……え」




　啞あ然ぜんとするクロウとケイに、「違いますの？」とフェルは目を丸くしている。

「ほら、こうやって親指を引っかけて手前に引けば、穂ほ先さきをすぱっときれいに刈かり取とれますわ。軽いし小さいし、普通の鎌かまより使いやすそう。ずいぶん便利なものがありますのね、って思ったのですけれど……」

　身ぶり手ぶりを交まじえてそこまで話したあと、彼女ははっと我に返ったらしい。

「ま、まあただの想像と申しますか！　わたくし、農場手伝いの短期仕事で麦むぎ穂ほの刈り取りなんて、もちろん一度もしたことないのですけれどね!?　秋はどこも人ひと手でが足りなくて割がいいなんて、思ったことはございませんもの！」

　と、慌てて口早に言い訳した。

「麦の収穫……」

　クロウは茫ぼう然ぜんとカランビットを見る。

　──人の内側を傷つけ、殺すことに特とつ化かした刃やいば。毒を塗ればより剣けん吞のんな。

　それを。

「収穫の道具、か。……そうか」

「だからそれは忘れてっ！　……って、旦那さま。何を笑ってますの？　ちょっと！　ケイさままで」

「いいえ、なんでもないのですよ、奥方さま」

「気にするな」

「気になりますわよ、もう!!」

　夕暮れ色の瞳を不満そうに揺ゆらし、何度も問とい質ただしてくるフェルをあしらいつつ、クロウはとうとう声を立てて笑いだしてしまった。隣でケイが同じ状態に陥おちいっている。




　気づけば、雨あま脚あしが弱まり、窓の外は少し明るくなっている。たしかに、上がれば虹が見えるかもしれない。

　追つい憶おくは、波は紋もんに揺らぎ溶とけ消きえる。胸に残るしこりとともに。

　こんな雨の日なら悪くない。

　そうだ、──彼女がそばにいてくれるなら。


Ｆｉｎ．





































「泣いて喜べ愚ぐ弟ていその二！　お前の愛してやまないお兄様が、面おも白しろいものを持ってきてやったぞ！」

「妻が優しくなる壺つぼなら足りていますのでお引き取りを、ジルフォード兄上」

　取とり次つぎもなく執しつ務む室しつに突とつ撃げきをかけてきた長ちよう兄けいを、クロウはまず締しめ出だそうと試みた。

「うははは愚弟その二は楽しいなあ！　壺だと！　怪あやしげなまじない道具に頼たよらないとお前の妻は満足に優しくしてくれないのかね！　予想以上に嫌われてるなぁドゥハハのハ！」

（くたばれ、この白アスパラガスが！）

　長兄の軟なん弱じやくさときたら、さながら煮に崩くずれしたアスパラガスの如ごとしだ。妻の影えい響きようを多分に受けた罵ば倒とうが喉のど元もとまで出かかったが、理性で踏ふみ留とどまった。身を折って笑い転がるな。そして部屋に入ってくるな！

（返す返す、本当にこいつ、どこかでひどく頭を打ったとしか思えないくらい昔と別人だな……。今晩予定の晩ばん餐さん会かいさえ無事に終えれば、やっと明日には領りように帰ってくれると安心していたら、これか……）

　今回の訪問でも、第四皇おう子じのお持ち込みをされたりと迷惑だったが、最後の最後まで飽あきもせず騒さわがしいものである。クロウは、傍かたわらに控ひかえる家か令れいを恨うらみがましく睨にらんだ。

「ただでさえ仕事が立て込んでいるときに。なんでこの馬ば鹿かを通したんだ、ケイ」

「断ことわるのも面めん倒どうでしたもので。どうせあなた様が絡からまれて終わりですし」

「おい！」

　身も蓋ふたもない言ごん上じようのあと、メガネを押し上げつつ、ケイはちらりと付け足した。

「あと、断ったら断ったで厄やつ介かいそうなものを引きずっておいでだったから、ですかねぇ」

「──は？」

「おい、このクソ兄あに貴き！　放せって、首絞まってるし！」

　怒ど声せいにつられて視線を下げる。ジルフォードに襟えり首くびを摑つかまれた異い母ぼ弟ていの姿があった。

「ユアン？　どうしたんだ、ジルフォード兄上になんか引きずられて……」

「好きで引きずられてきたんじゃねえよ。ああもう、オレがモリガンとマハから離れた隙すきを狙ねらいやがって……」

　乱らん暴ぼうにジルフォードの手を振り払いがてら、ユアンは忌いま々いましげに舌した打うちした。たしかに、彼がいつも連れている大型の毛玉二頭の姿は見えない。

　クロウの疑問に答えたのはジルフォードだ。

「まあ、聞け。どうやらユアンには、ここに来てから気になる女性ができたのだと！　優しいお兄様としては、お前とネタを共有してやらにゃいかんと思ったわけだな。男ばっかり兄きよう弟だい三人で、密みつ室しつでじっとり恋愛話。どうだうすら寒いだろう。最高だな！」

　クロウはますますげっそりした。

（ある日突然こうなっていたし、やっぱり絶対頭ぶつけたとしか。……往おう年ねんの氷の貴き公こう子しどこ行った……）

「恋愛相談でも怪かい談だんでも好きにどうぞ。だが、俺の視界に入らない所でという条件付きだ」

「何を言う。当然お前も入るのだ！　せっかく兄に生まれついたからには、弟どもにねちょくら絡んでからかって愉たのしみ倒すに尽つきるというものだろう。いわば特とつ権けんだ、特権」

「ゲスい発言ありがとうございます。兄上、あなたがユアンをおもちゃにして遊ぶ分には一向に構いませんが、俺を巻き込まないでいただきたい」

「自分は別みたいな言い方したけど、あんたも立りつ派ぱにゲスだからなクロウ兄貴。っていうか、オレ全然しゃべってないのになんでこんな切ない気分にさせられてんだよ!?」

　らちが明かない。クロウはすぐに方向転てん換かんした。

（こうなったら、とっとと話を始めてお茶を濁にごして、まとめて追い返そう）

「気になる女性ってのはどこの姫君のことなんだ？　ユアン」

「あー……姫じゃなくて召めし使つかい、かな。って、だからなんで勝手に話が進んでるんだよ？」

　その言葉に、クロウは息を吞のんだ。

（この城に来てといえば、たしかに相手は限定されるが……よりによって身分違い、か）

　いたく身につまされる響ひびきだ。クロウは思わず顔をしかめる。

　先ほどまでと打って変わって、急に、なんとか便べん宜ぎを図はかってやりたくなった。曲がりなりにも少し早く生まれた、兄としての矜きよう持じもある。

「相手の召使について、何か分かることはないのか。どんな娘なんだ？」

「オレのこと皇子って分かっても、物もの怖おじせずに接してきてさ。つっても無礼なわけじゃないんだけど。表情が豊かで……あ、あと、肝きもが据すわってんなーって思ったな。獅し子しにも怖がらず触さわってたから。唸うなられても『獅子おすわり！』とか啖たん呵か切ってたし」

（フェルみたいだな）

　そんな人材がほかにもいたとは。

「出会った場所は？」

「昔のお狩り場の森があるだろ？　あそこ」

（ふうん。フェルも、ユアンとそこで話したことがあると言っていたな。……待てよ）

　──雲行きが怪あやしくなってきた。クロウは嫌な予感を押し殺しつつ、「相手の外見はどんな感じなんだ？」と努つとめて淡たん々たんと尋ねてみた。

　クロウの仮かり初そめの妻は、黙ってじっとしていればこの世のものとも思えぬほどの美人だが、変へん装そうすると実に残念な外見になる。

（まあ……あんな、前髪がやたら長くて野や暮ぼったい栗くり毛げのおさげ頭に、ソバカスだらけの顔で、そこだけ妙みように浮いて見える瀟しよう洒しやなメガネの娘むすめなんて特とく徴ちようでも一いつ致ちしない限り、それがフェルだなんて保ほ証しようはどこにも）

「え？　ああ。前髪がやたら長くて野暮ったい栗毛のおさげ頭に、ソバカスだらけの顔で、そこだけ妙に浮いて見える瀟洒なメガネかけてて」

「ユアン。悪いことは言わない。その女はやめておけ？」

　異母弟の肩をがっちり摑み、クロウは真顔で断言した。

　兄の矜持はどぶに捨てた。

「その女は、とんでもなく口が悪い。俺も何度ボロカスに陰かげ口ぐちを叩たたかれたかしれない。ド鬼き畜ちくで性格悪いとか、嗜し虐ぎやく趣味の毒どく野や郎ろうとか」

「全部当たってんじゃないか？」

　的てき確かくに突っ込む異母弟は、とりあえず一発殴なぐっておいた。

「あとは……毛もう根こん枯かれ果はてろとか、痔じになれとか、豆類の食い過ぎで鼻血を出せとか、しゃべってる最中に舌したを嚙かんで悶もん絶ぜつすればいいとか、壁に肩をぶつけて間違えて壁に謝ってる現場を使用人に見られて『友達のいない毒どく龍りゆう公こうが、ついに見えない空くう想そう友達を作って語らっていた』と戦せん慄りつの噂話になればいいとか……もう、本当に……あいつ……」

「お、おい……？　なんだよクロウ兄貴？　怖い、怖いって目がマジだから！」

「まあまあ、愚弟その二。お兄様も反対は反対なんだが。諦あきらめるならひと目くらい会ってから諦めたいようだから、多少骨を折ってやるかという気持ちになってだなぁ。ちなみにお兄様は繊せん細さいだから、骨なんて一度折ったらもう自分の足で歩けなくなるかもしれないが、大おお海うな原ばらのように広く大空のように澄すんだ心で危険を押して頑がん張ばろうかとなぁ」

「あんたなら断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから落ちようが向こう千年くらいピンピンしてるよジル兄貴。って、だから諦めるって何をだ……ってかマジで、さっきからなんの話してんだよ!?　おい、黙ってないでこの暴ぼう走そう兄貴ども止めろよ、黒こく龍りゆう城じよう家令！」

「無理でっす」

　ケイは朗ほがらかに、顔の前で手を交差させてバツ印を作った。チャラい反応だ。

　ユアンと同時に睨みつけるクロウに弁べん解かいするように、「む、無理は無理なのですが」とケイは視線を逸そらした。

「無理やり緩かん衝しよう材ざいは呼びました」

「緩衝材？」

「新たな犠ぎ牲せい者しやともいいます。どうぞ」

「あのう、黒龍公？　何か大事な話ある、サリタ殿どのから聞いたですが……」

　ケイに引きずり込まれるように入ってきたのは、線が細く肌の浅黒い、童どう顔がんの青年だ。髪と瞳ひとみとに朝焼けの色を宿す彼は、イル族の若き首しゆ長ちようキリヤ＝イル＝ティカルである。

　彼はまずクロウの顔を見て、次にユアンの顔を見て、最後にジルフォードの顔を見た。気き遣づかい屋やで気配に聡さとい彼は、それでなんとなく状況を察さつしたらしい。

「白はく龍りゆう公こう、一いち別べつ以い来らい。紫し龍りゆう公こう、お目にかかれて光栄だです。軟なん禁きん中ちゆうの身だですので、僕はこれで」

　微び笑しようとともに「じゃ！」と回れ右するキリヤの腕を、すかさずジルフォードが摑む。

「やあやあこれはイル族の首長じゃないか！　元気にしているかね、そして元気に毎日ゲエゲエ自じ白はくしてるかね！　吐きついでにちょっと相談に乗ってい、か、な、い、か？　愚弟その三の恋愛相談だ」

「黒龍公!?　助けるください！　僕、北の塔とうに帰りたいだですが！」

「だから、恋愛相談ってなんだよ!?　訳分かんない話に勝手にオレを巻き込むなってば！」
















　ギャアギャア騒がしい室内に半はん眼がんになりつつ、クロウは静かに眉み間けんを揉もんだ。

（なんかもう、全員、毒どく霧むで一気にやってしまおうか……）

　悪あく魔まの囁ささやきに従したがうのは、紙一重で踏み留まった。




「はあ……。名前も知らない女の子を好きになってしまって、かつ相手は召使。紫龍領に帰る前に、最後にひと目なりとも会っておきたいと。そういうことで、合ってるますか？」

「いろいろ拡かく大だい解かい釈しやくされてる気はするけど、会いたいのはそうだな」

　──野や郎ろうばかりで寒々しい恋愛話は、男がさらに一人増え、いっそう物悲しくなった。しかも場所は自分の執務室だ。勘かん弁べんしてほしい、とクロウは虚うつろな目をする。

　しかし、退たい出しゆつするわけにはいかない。情報を得ておく必要があるのだ。

（ユアンが、『フェル』を好きになった……？　馬鹿な）

　ただでさえ嫁に嫌われているクロウだ。ユアンが愛あい妾しようとしてフェルを囲いたいなどと言い出したらどうする。フェルはセタンタ王との契けい約やくがあるから、そう簡単に乗りはしないだろうが──いや、もっと高い金額の支し度たく金きんを提てい示じされたら？　あの銭ぜに好ごのみが釣つられない保証はあるだろうか？　やはりなんとしても妨ぼう害がいしなければ。

　一人煩はん悶もんするクロウの前で、「相手はどんな方だですか？」と訊いたキリヤの顔が、その『召使』の容よう姿しを聞くにつれ、だんだん蒼あおざめてくる。

「えーっと……それは、あう……」

　しきりとチラチラこちらを確認してくるので、クロウは眉をひそめる。何が言いたい。

「紫龍公、恋は一時の気の迷いと申すますから。それはもう、お会いになる前に諦めたほうがよろしいのではです……」

　なんだこいついいこと言うな、とクロウは深く頷いた。一方のユアンは目をしばたたいている。

「だから恋じゃ……って、へ？　なんで」

「えーと、季節ものの雇やとい人にんなら、ひょっとするともう故こ郷きように帰っちゃってる気がするのですよねぇ！　この城では、召使は特に入れ替わりが激しいのでね！」

　すかさずケイがメガネを押し上げて援えん護ごした。ああ、いい家令を雇やとったな、とクロウははじめて思った。

「そっか、じゃあ仕方ねえな……」

　青せい灰かいの瞳を翳かげらせ、ユアンが呟く。クロウの罪ざい悪あく感かんが、ちょっとばかり、蚤のみの脚先ほど刺し激げきされた──その瞬間だ。

「失礼します、ジルフォード殿下」

　凜りんと涼すずやかな声とともに、こんこん、と軽く音がする。また来客だ。しかも、上から聞こえた──ということは、叩かれたのは天てん井じよう裏うらか。

「ああ、よかった間に合ったか。首しゆ尾びはどうだった、ミゼ！」

「はい。お捜しの娘を見つけてまいりました」

（え）

　色を失ったクロウに、天井裏の声は続けた。

「おさげでメガネでソバカスで野暮ったい召使といえば。あれじゃないでしょうか？　今、庭先を通っている……」

「!?」

　慌てて全員が窓に群むらがる。

（なんて間の悪い……！）

　兄弟たちと窓辺で押し合いへし合いしつつ、クロウは舌した打うちしたくなった。

（この、余計なマネしかしない馬鹿兄が！）

　たしかに窓の外には、紅あかい髪の聖せい職しよく者しやと、同どう僚りようの一人と話し込む、おさげでメガネの召使──『フェル』の姿があった。
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「絶対やめたほうがいい。悪いことは言わない。話したところでユアンが不幸になるだけだ。むしろ俺が不幸にします。やめたほうがいい」

「ハハハ何を言っているのか分からないよ愚ぐ弟てい！」

「しっ、静かになさってくださいってば、お二人とも！　隠おん密みつ行動と隙すき間ま活動は静せい粛しゆくに、が鉄てつ則そくですってば！」

　紆う余よ曲きよく折せつすったもんだを経へて、現在彼らがどこにいるかといえば、──黒龍城の中庭だ。

　太陽の光を厭いとうキリヤは自室に戻ってしまったが、ケイとジルフォードはついてきた。

　そして、ここで何をしているかといえば──全員息を殺して、茂しげみの陰かげに身を隠しているのである。

「なあ、お前！」

「あ、ユアンさ……じゃなくてユアン殿でん下か!?」

　葉陰からは、ユアンがフェルに声をかけているのがよく見える。フェルの驚いたような声も聞こえてきた。しかし、聞き取れたのはそこまでだ。

（何が悲しくて、妻がほかの男に言い寄られているのをまんじりと見なきゃならない……!?）

「気が気じゃないですよねぇ。今はまだ青いですけど、絶対あっちのほうが、将来、心が広いイイ男になりますもんねぇ。誰と比べてとは申しませんが。おっと、ここにいるかたじゃあもちろんございませんよ？　ぶふーっ」

「……」

　主語を明らかにせず、ケイが、底意地の悪い冗談に自分でウケてニヤついている。ジルフォードがいるので言い返せない代わりに、クロウは家か令れいの食事に混ぜる毒物の調合手順を考えて気を紛まぎらわせることにした。

　ああ、何を話しているんだ。気になる。いっそ石でも投げてやろうか、と餓ガ鬼キくさい衝しよう動どうに駆かられるクロウに、ジルフォードは不思議そうに首を傾かしげている。

「？　どうしたんだね愚弟、さっきから。ユアンは、たかだか召めし使つかいの一人と話しているだけだろう？」

「俺は、苛いらついてなどいません」

「私はまだ何も言っていないが」

「じゃあそのまま未来永えい劫ごう黙っておいていただきたい」

　やきもきしつつ、クロウは耳をそばだてる。絶ぜつ妙みように聞こえないのだ。立ち聞きしている人間にも優しく、もっと大きい声で話せと、理り不ふ尽じんなことを願う。

「ま、……心配する気持ちは分かるがね」

　不意にジルフォードが声を落としたので、クロウははっと息を吞のんだ。

（……まずい。俺としたことが）

　完全に取り乱した。あとの祭りだが。

（兄上には油ゆ断だんできない。フェルがシレイネ姫の身代わりだとまでは、まさか悟さとらせてはいないだろうが──何か勘かんづかれたか？）

　策さく士しの第一皇おう子じの前で、心を露あらわにしすぎた。我に返り、クロウはほぞを嚙かんだ。

　──が。

「心配なのは私も同じだよ。だが、あの子は馬鹿じゃない」

「……？」

　訝いぶかしむクロウにふっと笑い、ジルフォードは肩を竦すくめた。

　彼らが見ている前で、ユアンはフェルと何やら楽しげに談だん笑しようし、ガウェインやラナともぽつぽつ言葉を交かわし。それからこちらに駆け戻ってきた。

　そして、何気なく茂みの陰に目をやり、ぎょっとして立ち止まる。

「でっ!?　ジル兄貴にクロウ兄貴……と、黒龍城家令まで！　まだいたのかお前ら」

「何を話してきたんだ、ユアン」

　ユアンの質問には直接答えず、クロウはがしっとユアンの両肩を摑つかんだ。場合によっては、先ほど脳内調合した毒物は弟に使うのも辞じさない構えだ。待つ暇ひまにあかせて、摂せつ取しゆしたが最後、半年は寝しん台だいと厠かわやの往復になる最強の下げ剤ざいを思いついた。

「何って……普通に礼だよ。世話んなったなって」

「礼？」

「オレが困ってたときに、偶然会って、どうしようもねー意地張ってたところを叱しかり飛ばしてくれた奴やつなんだ。そんときに悩みも聞いてくれて、おかげでちょっと救われたから」

「え……それだけか？」

「……そんだけだよ。ほかに何があるってんだよ。ってかお前ら、さっきからなんの話してんだ？」

「そうか、やっぱりそんなところか。無事に話せてよかったな愚弟その三！」

　朗ほがらかに応じるジルフォードに、クロウは「!?」と目を剝むく。

「わはは、何をカラスが耳くそ爆ばく撃げきを喰くらったような顔をしているのだ。最初から、『気になる奴がいる』としか言ってないだろう、ユアンは」

　──恋愛話とぬかしたのはどこのどいつだ!?

　クロウは絶ぜつ叫きようを吞み込んだ。




　間もなく、獅子二頭がとてとてとお迎えにきて、ユアンは貴き賓ひん室しつに戻っていった。厄やつ介かい払ばらいがてら、ケイを見送りに付つき添そわせる。

「な、心配なかっただろう」

　彼らの後ろ姿を見守りながら、ジルフォードが不意に口を開く。クロウは頷うなずいた。

「……そうですね」

　ジルフォードが『心配か？』と訊いてきたのは、フェルのことではない。ユアンだ。さすがに気づいた。

「あの子は優しい。自分の身の程も、相手の立場も考えないような、自分勝手で愚おろかな人間じゃないと知っているから、相手の娘をミゼに捜させたのだよ」

　ジルフォードの声に、「知ってる」とクロウは曖あい昧まいに頷く。

（本当に……なんというか）

　クロウは思わずジルフォードの顔を見、それから、少し離れてたたずむ、兄の女護衛を見た。つい先日まで大おお怪け我がを負って寝込んでいた彼女は、腕を吊つる包ほう帯たいが痛々しいが、すっかり動けるようになったらしい。

　表情に乏とぼしく言葉少なな彼女は、相変わらずだが──

「変わったな。お前のあるじは」

「昔からこんな感じです、意外と」

　ため息交まじりにクロウが言葉を投げると、灰色の髪をすっきりひとつにまとめたミゼルカは、ぴんと長身の背筋を伸ばし、はきはきと答えた。

　一拍置いてから、彼女は少し思し案あんする。

「たしかに……変わられたところもあります。が、あなたほどではありません」

「変わった？　俺が？」

「はい。シレイネさまが来られたからでしょうか」

　ミゼルカはそれきり口を閉じた。

（変わった、か）

　実に騒さわがしく迷めい惑わくな半日だったが。

　ジルフォード、ユアン。ケイ、キリヤに、ミゼルカも。

　フェルと共にいた、ガウェインとラナは数に含めては怒られるかもしれないが。

　ずいぶんと総そう出ででドタバタしたものだ。

（……たしかに、あいつが嫁とついできてからこっち、様さま変がわりしたな）

　この城も、自分を取り巻く環かん境きようも、人間関係も。

　彼女の実兄であるセタンタ、その妹、毒女の『シレイネ』。

　仮かり初そめの妻を中心に、毎日少しずつ、新しい繫つながりが増えていく。

「そうかも、な」

　クロウは淡あわく笑った。

（フェル）

　お前はこれからも、叱しつ咤たし、笑い、怒り、容よう赦しやなく変え続けていくのだろう。自分を、黒龍城を、クルヴァッハを。

　──そしてそれは、決して悪い気分じゃない。




「……まあ結局のところ、あいつの中では、すべての道が離婚に通じているんだろうが」

「は？」

「いや、なんでもない」

　穏やかに笑うクロウを前に、ミゼルカは、彼女にしては珍しく、不思議そうに首を傾かしげていた。


Ｆｉｎ．
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　このたびは、『（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう　～すべての道みちは離り婚こんに通つうず？～』をお手に取って頂き、ありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　お金には基本デレデレ、旦だん那なにも最近うっすらデレてきたド庶しよ民みん仮かり嫁よめと、嫁には最初からＭＡＸデレているはずなのに分かりにくすぎて理解してもらえないド鬼き畜ちく旦那さまのファンタジーラブコメ、今回はスペシャルブックです。お話を頂いた時はびっくりしました。

　設定だけでお蔵くら入りしていた話など、もろもろ放出できてそれはもう楽しかったです。ちなみに『夕ゆう暮ぐれの泣なき虫むし』で登場する語フりイ部ラのおっさんですが、二巻でそっと語られていた「ガウェインが不在の間、子供たちを預かってくれている知り合いの語り部」です。誰も覚えてないよって感じですね！　すみません！

　そして今回は!!　なんと、いつもの表紙と挿さし絵えに加え、カラーピンナップ・扉絵・なにより登場人物紹介などなど、山やま下したナナオ様の超ちよう絶ぜつ美び麗れいイラストがめじろおしです！　いつものカバー下劇場風の、小話が終わった後のひとコマも可か愛わいい！　それぞれ素敵過ぎて、語りはじめるとあとがきだけで一冊ほど消しよう費ひしそうなので泣く泣く割かつ愛あいしますが、それでもこれだけは。か、描き下ろし漫まん画がが……！　甘かわいすぎて！　悶もだえ死じぬかと……！

　というわけで、そろそろお世話になった皆様にお礼を申し上げたく。

　イラストの山下ナナオ様！　うっかりお礼に先んじて長々語ってしまいましたが、山下様に絵を担当して頂けて、この作品はなんて幸せな作品だろう、としみじみ感じました。

　担当のＩ様！　今回とくに色んな意味で切せつ羽ぱ詰つまりっぱなしだった私めの所しよ業ぎようの数々を、「それはしんだほうがいいな☆」と明るくお許し頂き、本当に助かりました。「レシピ載のせよう！　かぼちゃのチーズ焼き作ってみてよ」とご依い頼らい頂いて、意い気き揚よう々ようと完成品の写真を送ったら、第一声が「なんか……グロいな」だったことはきっと忘れません。

　お手紙、ホームページで、あたたかなご感想を送ってくださる皆様。なかなかお返事できなくて申し訳ございません。すべて大切に拝はい読どくしております。心の栄えい養よう剤ざいです。

　この本の製せい造ぞう・販売に携かかわってくださった皆さま（デザイナー様は今回とくに！）そして、まさに今、お手にとってくださっている皆さま。本当にありがとうございます。

　最後にニュースがおひとつ。なんと、本作を、Ｂ’ｓ─ＬＯＧ ＣＯＭＩＣ様にてコミカライズして頂けることになりました！　作画は兔うさぎろうと様です。今にも声が聴こえてきそうなくらい活いき活いきしたキャラの表情が本当に素敵で、頂いたラフを拝見した時、数時間目が釘くぎづけでした。

　ありがたいこと続きで、幸せの反はん動どうが恐ろしい今日この頃です。楽しんでいただけるものをお届けできるよう頑張りますので、どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。
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　──ミゼルカ＝ティアシェのあるじは、性格が激げき変へんしたと噂うわさになったことがある。

　氷ひよう雪せつの第一皇おう子じと呼ばれていたのが噓うそのようだ、と。

　当時、『頭打った』『乱らん心しんした』『昔いた第一皇子は幻げん覚かくだった』『今さら妖よう精せいの取り替え子になった』などとさんざんな騒さわぎようだったものだが。

「うん。返す返す、ミゼ。お前は言わないのだなあ」

「はい。何がでしょう、殿でん下か」

「大したことじゃないのさ！　お前だけだ。私が変わったと言わないのは」

「別段変わってないからじゃないでしょうか？」

　ミゼは目をしばたたいた。

「昔から殿下は計算高く、その割に、運動能力が悲ひ惨さんなくせにご自身で動こうとなさったりと、訳の分からないところでネジが吹き飛んでおいでです」

「ははっ、ひっどい評価だな！」

「飛ばしていいネジをご自分で選んでもおいでですね。もう十年越しの護ご衛えいですもので」

　知らないことは何もない。淡たん々たんと返す女護衛に、ジルは笑った。

「そうとも。──向こう十年も、そのまた先の十年も、ずっとお前が私の護衛だ」

「はい」

　ミゼは顎あごを引いた。少しほころびかける口くち許もとを、きゅっと引ひき締しめる。

（……ん？）

　そこでひとつ、気づくことがあり、ミゼは内心で首を傾かしげた。

　ジルフォードの動きを目で追う。灰かい青せいの髪に遊ばせながら、耳じ朶だを指先でいじる仕し草ぐさ。

（最近よく見るけれど、知らない癖くせだ。殿下、こんな癖あった……かな）

　十年。ずっと一緒に過ごしてきた。手足のように動き、道具となって戦う。いちばんそばで、彼のことを理り解かいしていたいと思う。

　けれど、まだまだ見過ごしていることが多いのかもしれない。

（知らないなら、知っていく。……まだ知ることがある限り）

　ミゼは淡あわく笑んだ。ついでに、この仕草はいつからだったかな、と記き憶おくをたどってみる。

（そういえば、前回……リグレイン妃ひの離り宮きゆうに行かれたときから？）

「ミゼ、早くおいで」

「はっ」

　思考は途中で断ち切られた。ミゼは灰色の髪を揺らし、呼ばれるままにあるじの元へ駆かけ寄よった。


Ｔｏ Ｂｅ Ｃｏｎｔｉｎｕｅｄ……？
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まさかのスペシャルブックを出していただけることになりまして本当に驚いています。

お世話になっている皆様、応援をくださる皆様、いつもありがとうございます！

とても楽しく書かせていただきました。

山下先生の美麗絵が！　本当に！　すごい！




幸せすぎて最近水道管が破裂しました。

甘んじて受け止めます。










イラスト

山下ナナオ

Nanao Yamashita




仮花嫁ファンブックおめでとうございます！　いつも楽しく絵を描かせていただいた延長でこのような特別ステージをいただけるとは思っておりませんでした。

読者様！　夕鷺先生！　出版、書店様全方位にありがとうございます!!
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